
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『日頃から我々スフィアのゲームを深く愛してくれているキミたちへ。




　まずは突然このようなメッセージを送り付けた非礼を詫わびよう。済まなかった。けれどその上で、無礼を承知で、どうか最後まで目を通して欲しいというのがボクの願いだ。




　どうだろう？　──結構。




　今回、我々は、キミたちへの感謝を込めてとあるゲームを開催させて貰もらうことにした。

　その名もSelector of Seventh Role──ＳＳＲ。勇者・魔王・革命家・審判・処刑人・追跡者・神官の各役職ロールを持つ七人のプレイヤーによるバトルロイヤルだ。

　参加者であるキミたちには役職ロールごとに設定された勝利条件、あるいはもう一つの条件達成を目指してゲームに臨んでもらう。




　さて、詳しい説明は後のチュートリアルに機会を譲るとして、ここでは先にいくつかの注意点だけ記しておくことにしよう。




　まず一つ。このゲームは、いつもの〝裏ゲーム〟とは少し違う。

　だから報酬も異なるのだが……その分楽しいモノにさせてもらったつもりだ。




　一つ。このゲームには参加資格がある。

　先に記した通り、ＳＳＲの開始に必要な人数は七人ちょうどだ。それ以上でも以下でもいけない。多人数ＭＭＯならともかく、この人数のプレイヤーを無作為に選ぶと、実力差が偏って誰も楽しめないなんて不幸な結末になりかねないだろう？　だから今回に限って、少しだけ条件が厳しく設定されている。

　しかし安心して欲しい。このメッセージを受け取れているのなら、それはキミが間違いなく〝資格〟を持つことの証明だ。是非、ボクのゲームでその腕を振るってもらいたい。




　そして、最後にもう一つ。




　我々は──いや。ボクは、キミの参戦を心から願っている。いいかな？　心の底からだ。もしこの望みが叶かなわなければ、どうにかなってしまいそうなくらいにはね──』
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「たーるみくんっ！　ね、今日放課後さ、あたしらとカラオケ行かない!?」

「……カラオケ？」

　昼休み。ようやく四時間目の授業が終わり、緩やかな喧けん騒そうに包まれ始める教室にて。

　勢いよく話しかけてきたクラスメイトから極力距離を取りながら、俺はなるべく嫌そうに口を開いた。

「いや、俺はいいよ。面倒くさいし、あんまり歌うの得意じゃないし」

「えぇー、そんなこと言わないでよ。明日って秋分の日とかで休みでしょ？　今からテンション上げてかなきゃダメだって！　それにほら、垂たる水みくんの幼な──愛人も来るし！」

「ちょ、何それ!?　私ナギの愛人なんかになった覚えないんだけど！」

「どうどうどう、すていすてーい。じゃあほら、あれだ、二番さん」

「む、むっかー！　違うもん！　二番さんでもないもん！　何よもうナギのくせに！」

「なんで俺が睨にらまれてるんだよ……」

　倉くら川かわなんとかいう女子に煽あおられ、ムッとした顔をこちらに向けてくるのは無論のこと雪ゆき菜なだ。佐さ々さ原はら雪菜。去年のミスコン覇者グランプリにして、クラスの人気者アイドルにして、ついでに俺の幼おさな馴な染じみ。肩口で揃そろえたショートヘアを揺らしながら、ツンと怒りを露あらわにしている。

　どう考えても俺に非はないだろ……とは思うものの、理不尽モードの雪菜にそういう正論は通じない。ここはそっと視線を逸そらしておくのが正解だ。

　にしても──愛人。二番さん。

　高校生には不似合いなそんな単語が飛び出したのには、もちろんちゃんと理ワ由ケがある。

　その〝理由〟というのが、

「──はむっ。ぁむ……はふぅ。えへへ、美お味いしすぎます、ですっ」

　俺・垂たる水み夕ゆう凪なぎの隣でなんとも幸せそうにクリームパンを頬ほお張ばっている、透き通るような金髪の美少女──春はる風かぜの存在だった。

　未いまだに雪菜とじゃれていた倉くら橋はし（倉川だっけか？）が、不意にその顔を覗のぞき込んで言う。

「ふーむ、それにしても……」

「わ、な、なんでしょうか倉くら野のさんっ」

　倉野だった。

「いやね？　やっぱり春風ちゃんって可愛かわいいなと思ってさぁ……ほんっと、同じヒト科とは思えないよね。ううん、むしろ同じ地球生命だって信じるのが既に割とムズい」

「あぅ。え、えへへぇ、そんなに褒めないでくださいよ。わたし、照れちゃいますから」

「て、照れ方がっ！　次元違いの破壊力！」

　突然制服の胸元を押さえて机に突っ伏す演技派、倉くら野の。その反応はどう考えても過剰だが、しかし春はる風かぜのマスコット的可愛かわいさが常じよう軌きを逸しているというのはそう的外れな指摘でもなかった。

　何せ春風は、正確な表現をすれば人間じゃない。

　三ヶ月と少し前に開催された裏ゲーム〝ＲＯＣ〟の勝利報酬として今の身体からだを手に入れた、電脳神姫バグナンバーと呼ばれる特殊なＡＩシリーズの一員なんだ。

　もちろんクラスメイトたちがその辺の事情を知っている訳はない。春風、という名だって、単に本名の〝雲くも居い春はる香か〟から取った愛称くらいにしか思っていないだろう。それでも彼女の愛らしさは瞬またたく間に学校中を震しん撼かんさせており、入学一週間にして親衛隊、ファンクラブ、後援会に保護者会まで立ち上がったというから末恐ろしい話だった。

　そして、そんな春風は──まあ人懐っこい性格だから一応誰とでもコミュニケーションは取っているみたいだけど──とにかく妄信的なくらい俺に懐いている。

　……一言で言えば非常にマズい状況だ。

　いや、そりゃ確かにＲＯＣでは春風を救うために色々とやったし、こうして彼女が教室にいることには軽く感動すら覚えるし、慕ってくれるのは単純に嬉うれしい。だけど、

「夕ゆう凪なぎさん、夕凪さんっ」

「……なんだ、春風？」

「見てください！　なんとですね、このクリームパン、中のクリームが二重層なんですっ」

「ああ、そうだな。ホイップクリームとカスタードだ。ほぼシュークリームだろって文句言うヤツもいるけど、ほぼシュークリームなんだから普通に美う味まいに決まってる」

「ふわぁ……そうなんですね。甘いって素敵です。えへへ、夕凪さんも一口どうですか？」

「え」

　緩み切った無邪気な笑顔のまま、一口大に千切ったクリームパンを俺に突き出す春風。

『……っ！』

　同時に教室中の空気がピシッと凍り付いた。……天然すぎる春風が無意識にこういう行動を取りまくるものだから、その度に羨望と怨えん嗟さと呪じゆ詛そとザ〇キが荒れ狂う我がクラスである。中心地にぽつんと立たされている俺としては居心地が悪いことこの上ない。

　ただ──それは、前のように交流を断じたが故の〝拒絶〟とは明らかに違って。

　悪意や敵意じゃなくて、どちらかと言えば気安い冗談交じりの対応だと分かるもので。

　だから俺は、最近はぶっきらぼうながらも会話が成立するようになったと巷ちまたで噂うわさ（らしい）の俺は、意を決して春風が差し出してきたパンを口に含むことにした。

　一瞬だけ春風の指が唇に触れてしまったけれど……動揺は顔に出さずに、咀そ嚼しやく。

「……うん、美味い」

「ぁ……えへへ。ですよねっ」

『ッ！　夕ゆう凪なぎぃいいいいいいいいいいいいいいいいいい！』

　しかし、どうやら〝頬ほおを薄赤く染めて人差し指を胸元に抱く春はる風かぜ〟というのは、彼らクラスメイトの理性を吹き飛ばすには充分すぎる威力を持っていたようだ。方ほう々ぼうでガタリと椅子の倒れる音がして、誰も彼もが俺を処すため怪しい色の闘気オーラを纏まとう。

「……やべ」

　さすがに危機感を覚えて俺も席を立った。

　不思議そうに首を傾かしげる春風を置き去りに、脇目も振らず廊下へ逃げ出す。と、その直前、教室後方の雪ゆき菜なと倉くら野のがこんなやり取りをしているのが耳に入った。

「──んで、実際どうなのさ雪菜？　春風ちゃんは」

「どうも何も……そりゃ私だって、最初は『ライバル登場っ!?』とか思ったり、思わなかったり、また思ったり、やっぱり思ったりもしたけど」

「ふんふん。そりゃまた思ってる頻ひん度ど高いね。……けど？」

「なんて言うか、むしろ私の方が春風ちゃんのこと好きになってきちゃって。……あの子、ほんとに可愛かわいいんだよ。今うちの近くに住んでるんだけど、夜になるとちょくちょく私の部と屋こまで来て『一緒に寝てくれませんか……？』とか頼んでくるの。それがもう、うっかりときめいちゃいそうなくらい可愛いんだから！　あ、寝顔の写真もあるけど見たい？」

「…………、けっ」

「けっ!?　しかもそんな吐き捨てるように!?」

「ああもう何よ今日はずーっと惚気のろけばっかりか！　いーもんいーもん、じゃああんたらはカラオケ誘ってあげない！　リア充爆発しろ！　独身面子めんつで傷の舐なめ合いしてやるーっ！」

「ええ!?　惚気って、だ、だってそっちが会話振ったんじゃない！　ちょっとー!?」

　……雪菜の声はよく通るから助かる。

　今日のカラオケには参加しなくていいようだ。
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　秋の日差しが眩まぶしい放課後。雪菜、春風の二人と連れ立って帰路に就く。

　帰る方向は完全に一緒だ。さっきも話題に出ていたけど、春風は今、雪菜の家の真向かいに建つマンションで一人暮らしをしている。戸籍や学校関係の書類と同様に、ＲＯＣのゲームマスター──天てん道どう白びやく夜やが用意してくれたものだそうだ。

　信義やら誠実やらという言葉に拘こだわっていただけあって、さすがにその辺は抜かりない。

　しかし……いかんせん、一人暮らしである。

　常人とは言い難がたい天道の感覚がどうなっているのかは知らないが、高校生の一人暮らしというのはなかなかにハードルが高いものだ。加えて、これまでずっとゲームの中にいた春はる風かぜにまともな生活能力なんか備わっているはずもなく。

　一日目には料理を焦がし。

　二日目には洗濯機を溢あふれさせ。

　三日目には掃除機のコードで自縛プレイに勤いそしんで。

　……今では見かねた雪ゆき菜なや俺の母親なんかが、代わる代わる春風の部屋を訪れてはあれこれと世話を焼いているらしい。

「？　夕ゆう凪なぎさん、どうかされましたか？」

　苦笑が顔に出ていたのかもしれない。不思議そうにこちらを見上げてくる春風に「なんでもない」と返してから、俺は咳せき払ばらいを一つ挟んで話題を変えることにした。

「こほん。──それで、春風。現実世界こつちでの生活にはもう慣れてきたのか？」

「あ、はい！」

　俺の漠然とした質問に、隣を歩く春風がふにゃりと口元を綻ばせる。

「すっごく楽しいです！　皆さん、とてもとても良くしてくださいますし……忘れたくない思い出が毎日、毎日増えていくみたいです。えへへ、素敵な発見もたくさんですよ？」

「そっか。うん、それなら良かった。発見って、例えば？」

「んーと……全部、って言っちゃいたいくらいなんですけど……えと、そうですっ！　夕凪さん、わたし昨夜ゆうべも一つ発見したんです。人間って眠っている時もお話しできるんですね？　実は昨日、なかなか寝付けなかったので雪菜さんの部屋にお邪魔していたんですけど、雪菜さんってばわたしにぎゅーって抱き付きながら『ナギ──』わぷっ」

「は、春風ちゃん、その話はそれくらいにしておこっか！　ね！　ね!?」

「え、あ、はい。雪菜さんがそう言うなら、このくらいにしておきます。……？」

　かあっと顔を赤らめた雪菜に思いきり抱きすくめられ、春風の言葉が（物理的に）止まった。不審に思って視線を向ければ、盛大に泳いだ茶色の瞳とバッチリ目が合い、秒の速さで逸そらされる。……何か俺に関係する夢でも見ていたんだろうか。それは、確かに、ちょっと恥ずかしいかもしれないけど。

　そんな彼女から微妙に視線を逸らしていると──ふと、ポケットの中でスマホが震えた。

「ん？」

　ブーブーと二回。振動はそれですぐに止まる。

　夕方に目覚ましアラームをセットした覚えはないから、恐らく何かの通知だろう。数少ない友達からの連絡か、ソシャゲのイベント告知か、あるいはアプリの広告メールなんかが妥当な線。まあどれが正解だとしても、雪菜が平静を取り戻すまでの時間潰つぶしにはなりそうだ。

　そう思ってスマートフォンを取り出したのだが。

「えっと……広告じゃなくて普通のメール？　てか、何だこのアドレス。完全非表示？」

　小さく眉をひそめて通知を叩たたく。最初は何かの見間違いかと思ったけれど、再度確認してみてもやはり送信者欄に記されている文字は〝unknown〟だけだった。そして、件名は簡潔に一言──招待状。

　…………最初に、これだけは断らせてもらいたい。

　ノーガードだったんだ。完全に。この三ヶ月間、そういう方面との関わりが全くなかった俺は、だからすっかり油断し切っていたんだ。

「────ッ!?」

　メールの本文に目を通した瞬間、視界がすうっと狭くなったのが自覚できた。

　頭のどこかにあるんであろう回路がバヂバヂっと嫌な音を立てたのが分かった。

「《日頃から我々スフィアのゲームを深く愛してくれているキミたちへ》……」

　裏ゲーム開催の告知だ──なるほど、それなら送信元が〝不明unknown〟となるのも頷うなずける。

　裏ゲーム。それは、株式会社スフィアが非公式に行っている、発覚すれば間違いなく違法なアングラゲームのことだった。魔術師メイガスと称されるほど異端な技術力を有し、現代のゲーム業界を牽けん引いんどころか置き去りにしている超巨大企業の〝暗部〟。一般には都市伝説のような扱いをされているそれだが、しかし、俺はその実在を知っていた。

　当たり前だ。何な故ぜなら俺自身、当の裏ゲームにこれまで二回も参加している。

　そして、それ故にスフィアの危険性や悪質さについては充分理解しているつもりだったのだが……その認識は、もしかしたら少しばかり足りていなかったのかもしれない。

「──な、ナギ？　ねえナギってば。なんだろこの絵、ちょっと怖くない……？」

　いつの間にか俺のスマホを覗のぞき込んでいた雪ゆき菜なが、怯おびえた声を出しながら指さす先。

〝それ〟は、メールに添付されていた一枚のイラストだった。可愛かわいらしい人形が無残にも首と両手足をバラされ、地面に崩れ落ちている不気味な絵。デフォルメ調のタッチなのに、いや、だからこそ余計に気味悪さが増している悪趣味な絵。

　このイラストが何を意味しているのか、俺には分かる。分かってしまう。

　人間にそっくりで、ほとんど見分けがつかなくて、でも人間じゃない──人ヒト形ガタ。玩具おもちや。

　ああそうだ。ヤツら、事もあろうに、これで電脳神姫を指してやがるんだ。

「っ……！」

　急激に上がった体温を鎮めるように、俺は右手を首筋へ遣やって思考に耽ふけった。

　招待状。スフィア。あまりにも暗示的なイラスト。そして極め付きに、添付ファイルのタイトルは〝親愛なる垂たる水み夕ゆう凪なぎくんへ〟と来た。ここまで状況証拠が重なれば、これはもう俺個人に対する脅迫の類と見て間違いないだろう。

　だけど、そうは言っても、春はる風かぜはもう現実世界こつちにいるんだから簡単に手出しなんか──

「……いや」

　違う、違う。春風じゃないんだ。電脳神姫五番機コードイプシロンである彼女には少なくとも四人の同型が存在する。そして当然、その〝人形たち〟は未いまだスフィアの手の中にある。

　……なら、つまりこういうことか？

　俺がこのゲームに参加しないと、春はる風かぜとは別の電脳神姫が消滅する殺される──？

「っ……な、なんだよ。それがどうしたって言うんだ！」

　震える声でどうにか言葉を絞り出した。

　そうだ、冷静になれ垂たる水み夕ゆう凪なぎ。今回のゲームは、雪ゆき菜なを助けるために飛び込んだいつかの裏ゲームとは違うし、半強制的に巻き込まれたＲＯＣともまた違う。だって俺は〝そいつ〟のことなんか何も知らないんだ。胸むな糞くそが悪くなっているのは確かだけど、見ず知らずのＡＩを救うためだけにこんな趣味の悪いゲームに参加する義理はない。

　と──しかし、その時。

「ぁ……」

　どこか切なげな吐息がふと俺の鼓こ膜まくを揺らした。

　春風だ。多分、何かの拍子で画面が見えてしまったんだろう。大きく見開かれた碧あおい瞳は不安と驚きで揺らいでいて、反対に小さな両手はきゅっと強く握り締められている。

「…………」

　──何をやっているんだ、俺は。

　思わず内心で自分自身に舌を打った。確かにこの〝招待状〟に対するスタンスはまだ決めかねている。だけどそれでも、これを読めば春風が胸を痛めることくらいは分かったはずだ。俺がこんな不景気な顔を晒さらしていたら当然心細くなることも。

　だから、

「──ったく、最近のグロ系漫画ってのはやけにリアルだから困るよな」

　俺は、いっそ空々しいくらい明るい声と共にスマホの画面を指で弾はじいた。

　雪菜がきょとんと目を丸くする。

「へ？　漫画って……何それ、どゆこと？」

「だからこの絵だよ。新しく連載が始まる漫画のキービジュアルってことらしい。趣味が悪いって言うかなんて言うか……まあそこが売りなんだろうけど」

「な、なんだ、そういうこと？　もう、だったら最初からそう言ってよ。ナギが珍しくめずらしーっく真面目まじめな顔してたから私もちょっと怖くなっちゃったじゃん。──って、どしたのナギ？　いきなり頭なんか抱えちゃって」

「いや……いつも馬鹿面の馬鹿雪菜から正面切って馬鹿にされると意外に凹へこむな、と」

「ば──また馬鹿って言った！　すっごい言った！　ちょっとナギ、こんなに可愛かわいくてか弱い幼おさな馴な染じみがすぐ傍そばで怯おびえてるんだから、ここは男として格好良いい一言とか言っとくべきでしょーが！　なんで暴言！」

「……はっ」

「私の顔じっくり見つめてから鼻で笑うとかどういう了見だコラァ！　でぃ、でぃーぶい被害で訴えてやる！」

「俺がいつお前の家庭に入ったんだよ」

「知らないもん！　気付いた時にはそこにいるのが家族なんだもん！　うぅ……ナギの馬鹿。意地悪。ね、春はる風かぜちゃんもそう思うよね？」

「……えへへ、ほんとですね。わたしも、ちょっとだけ思っちゃいました」

　大おお袈げ裟さに騒ぐ雪ゆき菜なに釣られて、隣の春風もぎこちないながら笑みを浮かべる。……何だかんだで、この辺りが雪菜の凄すごいところだった。彼女は春風の事情についてはほんの一部しか知らない。ましてや今のメールとの関連なんて想像すらも出で来きないはずだ。それなのに、春風の表情から〝何となく察して〟強引に明るいキャラを演じられてしまう。

　正直な話、少しだけ尊敬していた。

「…………ありがとな」

「？　あれ、ナギ今なんか言った？　ごめんよく聞こえな──」

「いやお前ちょっと胸縮んだ？って」

「縮むかぁああああああああああーっ！」

　だけどそれを口にするのは無性に恥ずかしいから、とりあえず誤ご魔ま化かすのが俺だった。
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　リビングで夕食を済ませ、自室へ戻ってベッドに寝転がる。

　仰あお向むけの体勢のまま取り出したのはスマートフォンだ。何となく気になって、さっきのメールをもう一度確認する。裏ゲームの告知。〝招待状〟。微睡まどろみかけの頭で文章を咀そ嚼しやくしながら、右手の指先でダラダラと画面をスクロールさせていく。

「で……最後まで読み直したから何なんだ、って話なんだけどな」

　そんな不毛な行為をしばらく繰り返してから、俺は小さく自じ嘲ちよう気味の呟つぶやきを漏らした。

　見み栄えを張らずに本心を言おう──もしもこれが春風なら。春風がスフィアに奪い返されたとでも言うのなら、俺は間違いなくゲームに参加していた。それはもう、今さら隠しても仕方がない。春風を失う、なんていうのは、今の俺にはちょっと考えられない。

　ただ……相手が誰とも知れないＡＩとなると話は大きく変わってくる。

　モヤモヤするし、苛いら立だちもするし、冷静な思考は少しだって続かないけど、それでもきっと、心を痛めているフリだけして実際には関わらないのが賢い判断というやつだ。

「見なかったことにするしかない、か」

　そう結論付けてゆっくり目を閉じようとした──そんな時。

　コンコン、と小さく二回、扉を叩たたく音がした。

「あ、あの……夕ゆう凪なぎさん。夜分遅くにごめんなさい。入っても、いいですか？」

　訪ねてきたのは、春風だった。




「えっと、その、それで。……えへへ、さっきはありがとうございました。なんだか気を遣っていただいたみたいで」

　俺のベッドにちょこんと腰掛けた春はる風かぜは、少し俯うつむいたままそう切り出した。

　風呂上りなんだろう、その格好は薄手のパジャマにカーディガンを羽は織おっただけの簡単なものだ。艶つややかな金糸の隙間から覗のぞく碧あおの瞳がおずおずと俺を見上げている。

「……えと、夕ゆう凪なぎさん？」

「あ、いや──こほん。さっきって、何のことだ？」

「メールのことです。漫画だなんて嘘うそまで吐ついて話を逸そらしてくれたじゃないですか」

「あれは別にお前のためじゃない。雪ゆき菜なを巻き込んだら面倒なことになると思っただけだ」

「どっちの理由でも、わたしはうれしいですよ？」

「…………そうかよ」

　すぐ近くでふわりと首を傾かしげる春風からほんの少しだけ視線を逸らす。……相変わらず、俺みたいな捻ひねくれ者はこういう天然無邪気属性の発言に弱いみたいだ。普段から反論と皮肉をベースに会話を組み立てているせいで、全肯定されると途と端たんに詰まる。

　俺がそんな情けない理由で黙り込んでいると、春風はゆっくりと言葉を継いでくれた。

「あのイラスト……電脳神姫バグナンバー、ですよね」

「……ああ、九割九分そうだ。添付ファイルに俺の名前が入ってたし、偶然それっぽい絵が配置されてるだけってのも考えにくい。だから多分、あれは俺に対する脅迫状だ」

「脅きよう迫はく状……じゃ、じゃあ、夕凪さんをその気にさせるために……？」

「確証はないけどな。でも、ＲＯＣをクリアしたせいで面倒なのに目を付けられた可能性は充分ある。……ったく、電脳神姫を人質に使うとか、スフィアは何考えてやがるんだ」

　俺の苦々しい悪態に呼応するように、こくりと可愛かわいらしく喉を鳴らす春風。

　その表情は、何かを迷っているようで、躊躇ためらっているようで──それでも、やがて覚悟が固まったんだろう。何度か浅い呼吸を繰り返した後、彼女は胸に手を添えて口を開いた。

「あのですね、夕凪さん。わたし、春風は、電脳神姫シリーズの最新型です。──あ、違います、違うんです。自慢したいわけじゃありません。その……最新ということは、生まれてからの日数が一番短いわけじゃないですか」

「？　ああ、まあそうだな」

「ならわたし、末っ子ってことです。一番、妹なんです。お姉ちゃんが何人もいて……でも、みんなまだスフィアの中にいるんですよ。みんな、捕まってるんです」

「…………」

「……夕凪さん。実はわたし、夕凪さんにお願いがあって来ました。いえ、お願いというより……ただの、ワガママかもしれないですけど」

　そこで一旦言葉を切ると、春はる風かぜは隣に座る俺に向けて申し訳なさそうな上目遣いを向けてきた。図らずもどこか色っぽい格好だ。潤んだ瞳、震える唇、儚はかなげな吐息。そして──

「わたしの、お姉ちゃんを、たすけてください」

　──その〝ワガママ〟は、ひどく躊躇ためらいがちに放たれた。

「お願いです。お願い、します。助けてほしいんです。もしかしたらわたしよりも酷ひどい目に遭ってるかもしれないお姉ちゃんを……助けてあげて、くれませんか」

　消え入るように呟つぶやいて、春風は小さな頭をこてんと俺の胸に押し付けた。相当参っているのか行動が幼くなっているような気がする。普段からしょっちゅう甘えてくるタイプではあるものの、ここまで極端ではなかったはずだ。

　そんな彼女を視界の真ん中に収めながら、俺はこっそりと息を吐く。

　……まあ、どうせこうなるだろうと思ってはいた。

　そもそもが〝陽性〟だけで構成された春風だ。あんなメールを見て何も思わないはずがない。揺さぶられないわけがない。同じような目に遭っている姉妹がいるのに自分だけが助かるなんて──そんな、要いらない罪悪感を抱えていることすら透けて見える。

「…………」

　だから、俺はゆっくりと右手を伸ばして彼女の頭を撫なでてやることにした。ふわりと柔らかい極上の金糸。淡い柑かん橘きつ系けいの香りが仄ほのかに鼻び腔こうをくすぐる。

　その前髪を少しだけ持ち上げると、碧あおい瞳と目が合った。吸い込まれそうなほど澄んだ色が真まっ直すぐに俺を見つめている。どうしても何かがしたい、と主張する強い目だ。やっぱり俺は、春風こいつの頼みだけはどうしたって断れそうにない。

「……仕方ないな」

「ふぇ？」

　俺の極小音量の呟きに、春風の頭が勢いよく跳ね上がった。

「夕ゆう凪なぎさん、今なんて……？　その、わたしの聞き間違いじゃなければ──」

「ざ、残念ながら聞き間違いだ」

「はうっ！　う、うぅ……そうでしたか。ごめんなさい」

「……ああ」

「……ちら」

「いや、だから……ああああもう！　分かった！　分かったよ助けてやる！　そんなに言うなら仕方ねえ。ＲＯＣの勝者として、目を付けられたプレイヤーの義務として、スフィアの招待を受けてやる！　それでいいだろ!?」

「わ……！　ありがとうございます、夕凪さん！」

「ちょっ」

　がば、と全身で抱き付いてくる春風を支えきれず、俺は背中からベッドに押し倒された。甘い匂いと感触が同時に襲い掛かってきて感覚が麻ま痺ひしそうだ。恐らく真っ赤になっているだろう頬ほおを誤ご魔ま化かすためにそっぽを向きながら、どうにかこうにか言葉を続ける。

「だ、だけど！　──だけど、せっかくならさ、もうちょっとだけ上マ等シな理由をくれないか？　助けるとか守るとか、それはそれで良いいんだけど、でもやっぱり消極的で受け身だろ。もっとこう、前向きでやる気が出そうな目標設定が欲しいんだ」

「前向きな理由……ですか？」

　春はる風かぜは少しの間、ふむ、と考え込むように目を閉じて。

　数秒後──ぱあっと満面の笑みと共に立ち上がると、くるりと振り返ってこう言った。

「それでは、夕ゆう凪なぎさん。──わたし、お姉ちゃんが欲しいです。とても、とーっても、欲しいです！　そしてわたしのお姉ちゃん候補は、なんと！　スフィアに囚とらわれているのです！　奪い取りましょう。略奪するんです、お姉ちゃんを！」

「……なるほど。そう来たか」

　えいえいおーと無邪気に拳を突き上げる春風を見ながら、俺は小さく苦笑する。

　まだ知り合ってもいない相手を〝奪い取る〟とは随分な言い草だけど──確かに、そっちの方がずっとずっとやりがいがありそうだ。
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《招待メールの送信から初回ログインまで、所要時間３８２分──随分長々とイチャイチャしてくれやがりまして本当にありがとうございます垂たる水み夕ゆう凪なぎ様。私のお仕事テンションはすっかり根こそぎ丸ごと奪われましたので、どうぞチュートリアルは飛ばしてご勝手にゲームをお楽しみ下さいませ》

「…………えーっと」

　うん、まずは状況を整理してみよう。

　春はる風かぜの〝ワガママ〟に負けてゲームへの参加を決めた俺は、その後すぐに例のメールを開き直した。末尾にあるリンクを踏んでどこかのサイトへ飛んだのがそれからほんの数分後。そのサイトというのが〝ログイン用アプリ〟のＤＬページだったらしく、瞬まばたきする間もなくスマホのホーム画面に見覚えのないアイコンが追加されていた。

　そこまでは良い。

　アイコンをタップした瞬間に視界が切り替わり、よく分からない謎の空間に転移ログインしていたのも、ＲＯＣを経験した今ならそういうものかとスルー出で来きる。

　ただ──ログインするや否いなや目の前で宙に腰掛けている女性から有り得ないほど適当な応対をされている現状については、いくら考えてみてもまるで意味が分からない。

《はあ。それは垂水様のお頭ツムが足りないせいでは？》

　女は眼鏡めがねのフレームを持ち上げながら愉たのしそうに暴言を吐く。……今気付いたけど、こいつ、あれだ。ＲＯＣで図書館司書をしていたヤツだ。道理で見覚えがあると思った。そして道理で容赦がないと思った。

　自然と頬ほおがひくつくのを抑えながら、俺はとりあえず周囲を見渡してみることにする。

　奇妙な空間だった。全球型のシアタールーム──とでも言えばいいのだろうか。水平方向だけじゃなく、足元も頭上も、とにかく３６０度全部がモニターだ。しかし画面には何も映っておらず、薄暗い闇をモニター接続部の緑色発光が幻想的に切り裂いている。

　そこでふと気が付いた。春風がいない。

「あいつ、ログイン出来なかったのか……？」

《はい、当然です。その辺りは招待状にも書いてあったはずですが、もしや垂水様は日本語が不自由なので？　これは困りました。私たったの八ヶ国語しか喋しやべれないのですが》

「いや母語だよ。ちゃんと日本語圏の人だっつの。それで、招待状がなんだって？」

《ですから、参加権利の話です。──私たちスフィアは、裏ゲームを行う度に各プレイヤーの成績をまとめています。そして、今回のゲームは、当該データの中で一定以上の成績を残しているプレイヤーしか参加することが出来ないようになっているんですよ。まあ正確には、そういう人でないとそもそもフィールドに入れない、という仕様ですが》

「ああ……なるほどな。春風は裏ゲームに参加したことなんかないから」

《弾はじかれる、と。逆に垂たる水み様は二回ものクリア経験をお持ちですから余裕です。トーナメントならシード選手ですよ。良かったですね、一つだけでも取り得があって。他の様々な様々な様々な欠点は無視して良いところだけを見てくれる人がいつかきっと現れますよ》

「なんで唐突に慰められてるんだよ俺。様々な、を三回も繰り返すほど欠点なんか──」

《女装癖》

「っ、それは俺の趣味嗜し好こうじゃねえよ!?」

　心外すぎる。お前らスフイアが押し付けたんじゃねえか、ＲＯＣでの入れ替わり云うん々ぬんってのは。

《はいはい失礼いたしました申し訳ございません。……あれ、垂水様、もしかして本気で怒ってます？　誠意と謝罪と脱衣と調教とか要求されてますか私？　ＡＶみたいに》

「いや……別に要いらないけど」

《おお。さすがスフィア第三課私たちを壊滅状態に追い込んだ垂水様は寛大でいらっしゃる》

「……あの、嫌いですか？　もしかして俺のこと大嫌いですか？」

《うふふふふふふふふ》

　司書──ＲＯＣの中での役職名だが、今さら名前を訊きくのも面倒だしこの呼び方のままでいいだろう──は、俺の問いには答えず、口元に恍こう惚こつを湛たたえながら上品に笑った。さすがは天てん道どう白びやく夜やの部下、スフィア先進技術開発部門第三課フエイクウイツチーズの一員だ。取り扱いの煩はん雑ざつさという点でも選よりすぐられているらしい。

　それにしても……壊滅状態、か。

　やはり、と言うか何と言うか、ＲＯＣが予想外の結末を迎えたことは、第三課にかなりの打撃を与えていたようだ。特に室長たる天道は春はる風かぜに施した〝処置〟のせいで丸三ヶ月拘束されていたはずだし、その間はゲームの開発など進められなかったことだろう。

「……ん？　じゃあもしかして、今回の裏ゲームには天道が関わってないのか？」

《そういうことになりますね。告知にもありました通り、今回は少々特殊な経緯でゲームが行われます。第三課はほぼノータッチ。報酬も〝なんでも〟ではなく単に賞金です。ですので、実は私もチュートリアルのみの参加なんですよ》

「へえ、そうなのか」

《そんなに残念そうな声を出されましても……ごめんなさい。私は垂水様のようなヒーローこじらせたマセガキはちっともタイプじゃありませんので、予あらかじめご了承下さいませ》

「は、はあ？　俺もお前みたいな冷血バ──」

《それ以上喋しやべると垂水様の配役は〝木〟になります。お遊戯会みたいで良かったですね》

「…………」

《はい結構。──先ほども言いましたが、私は一刻も早くこのチュートリアルを終わらせたいんです。ただでさえあんなのに指示されて嫌々やっていると言うのに、もう》

　拗すねたような口調でぶつぶつと文句を言ってくる司書。だけど、今のは本当に俺が悪いんだろうか。理不尽と言うかいっそ圧政だ。恐怖政治だ。

　ああ、もう。こいつの脱線に付き合ってたらいつまで経たっても話が前に進まない。

「それで？　そろそろ本題に入ってくれよ。今回はどんなゲームなんだ？」

《あ、はいはい。そうですね。それではルール説明に入りましょうか……っと》

　やけに面倒そうな態度で呟つぶやきながら、司書はおもむろに右手を大きく持ち上げる。

　そしてパチン──高らかに指を打ち鳴らした。

「っ……！」

　響いた音に従うようにして、３６０度あらゆる方向のモニターが起動する。一瞬遅れて視界を埋め尽くしたのは、無数に連なる短文の群れだ。いっそ暴力的と表現したくなるほど膨大な文字の渦。冒頭部分に目を遣やれば、そこには端的に説明書ルールブツクとだけ書いてある。

《ふむ。感度は万全──ですか。ただ展開速度には少々難がありますね》

　要改善、とか何とか呟きながらその光景を見下して、悠ゆう然ぜんと足を組む眼鏡めがねの女。

　それで少しだけ司書感の増した彼女は、薄っすらとした笑みを口元に浮かべて続けた。

《さてさて。私の気分がノっているうちに話を進めてしまいましょう。

　今回垂たる水み様にプレイしていただくのは、Selector of Seventh Role──ＳＳＲと略される、七人参加のバトルロイヤルです。プレイヤーの皆様にはそれぞれ勇者・魔王・革命家・審判・処刑人・追跡者・神官の中からいずれかの役職を割り振らせていただきまして、各々が所有している役職に応じた勝利条件の達成を目指していただきます。

　ではここで、予あらかじめ全ての役職に対応した勝利条件を公開しておきましょう。

　勇者：魔王の撃破。

　魔王：勇者の撃破。

　革命家：処刑人・追跡者・神官の脱落。

　処刑人：魔王・審判・神官の脱落。

　審判：神官の生存・及び任意の二役職の脱落。

　追跡者：他六役職の所持者全員に対して〝半径十メートル以内に五時間潜伏〟を達成。

　神官：日付変更時に〝５０００ｐｔ以上所持しているプレイヤー〟が三人以上存在。

　──と、ここまでで何か質問はありますか？》

　司書の説明を脳内に浸透させながら視線で説明書ルールブツクを追っていく。

　七人参加のバトルロイヤル。各プレイヤーは七つの役職から一つを与えられ、それに応じた勝利条件を目指す。そして、その条件というのが、ここに記載されている七つだと。

「今のところは普通に理解できてると思う。……えっと、バトルロイヤルってことは、誰か一人でも条件を満たした時点でゲームは終わりになるのか？」

《その認識で間違いありません》

「じゃあ、神官の勝利条件にある〝ｐｔ〟ってのは？」

《垂たる水み様にしては悪くない着眼点ですね。垂水様にしては。ええ。

　それでは、ロール制に続いてポイント制の説明に入りましょう。こちらについては、どちらかと言うとこのゲーム世界全体のルールになります。面倒ですのでもう大おお雑ざつ把ぱに比ひ喩ゆ表現を使ってしまいますと──つまりですね、万能通貨のようなものなんですよ、ｐｔ》

「万能通貨？」

《はい。食品や日用品から、武器に防具にアイテム、サービスに対する対価、アルバイトの給料、クエストの報酬。極論を言えばＮＰＣも土地も、世界丸ごとだって、ｐｔさえきっちり払えるのなら買えないものはありません》

「……へえ」

　なるほど、と思った。それはなかなか面白そうだ。単純に〝この世界でのお金はｐｔという単位で表される〟というだけの話じゃなく、他プレイヤーとのＰＶＰを有利に進めるためにも必要不可欠な要素になるんだろう。

「で、そのｐｔってのはどうやって稼ぐんだ？」

《いくつか方法はありますよ。今言ったようにゲーム内でクエストやアルバイトをしても良いですし、商売をしたって構いません。ただし、現実世界から持ち込んだものは売却しても０ｐｔになってしまいますのでご注意を。スフィアは責任を負いませんので》

「誰かとＰＶＰをして勝った場合は？　全取りか？」

《イエス、ですね。他のプレイヤーを撃破した場合──ああ、ちなみに撃破の定義は単純に〝ＨＰを０にすること〟です──そのプレイヤーの所持ｐｔが全て垂水様へと移ることになります。それとこの世界、そもそもｐｔが自然増加するんですよ。ログインしている限り、一分あたり１ｐｔの速度で増え続けます。ですから、基本的にはずーっとログインしているのがお得ですよ？》

「お得って……それはさすがに無理だろ。学校とかどうするんだよ」

《垂水様に限っては問題ないかと思いますが。……まあ、とにかくＳＳＲのゲーム内容はそんな感じです。ｐｔを上手に使って誰より速く勝利条件を達成する、シンプルで分かりやすいですよね。細かい部分はどうぞゲームをプレイしながら追々学んで下さい》

　私、飽きました──そう言外に主張しながら、ふわあと露骨な欠伸あくびをかます司書。人を煽あおるのが上う手まいというかなんというか、とにかく残念過ぎる人格だ。

「はあ……まあいいや、それで。大体のルールは理解できたと思うし」

《それは重ちよう畳じようです垂水様。──では、もう良いですか？　良いですね？　今の『理解できた』は全了解の言げん質ちということで記録してしまって構いませんね？》

「ああ、大丈──」

《あ、そうそう。そう言えば、告知にもあった通り勝利条件は各役職のそれとは別にもう一つ存在しますので、ゲームが始まったら自分でちゃちゃっと確認しておいて下さいね》

「……お前、それ言い忘れたままチュートリアル終わらせようとしてやがったのか？」

《ふっ、これはこれは失礼極まりましたね垂たる水み様。忘れていたわけではありません。『垂水様なら言わなくてもいいか……どうせガキだし……』という愚考の結果にございます》

「…………」

《ふむ、どうやらもう文句は一つもないようですね。上じよう出で来きです垂水様。私の休暇延長にご協力いただきまして本当にありがとうございました──それでは、えいや》

　パチン。司書が適当な所作で鳴らした指に応じて、再び全てのモニターが沈黙した。

　薄闇の中、微かすかな光源に照らされた眼鏡めがねの彼女はどこか蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべる。そして同時に、何な故ぜか憐れみのような色を口端に湛たたえて──こんなことを言ったのだ。

《ご愁傷さまです、垂水様。……私は一応、応援していますよ》





　　　　♯



《プレイヤー七名の正規参加ログインを確認》

《システム正常稼働オールグリーン：時間同期シンクロナイズ適正：役職配置ロールキヤスト完了》

《ゲーム開始時刻18：00まで残り三秒──二秒──》

《──零秒》

《Selector of Seventh Roleを開始いたします》




　……刹那の暗転。

　数秒が経たった後に恐る恐る目を開くと、俺の身体からだは豪快に宙を舞っていた。

「って、はぁああああああああああ!?」

　落ちる。墜おちる。遠慮容赦なく風を切りながら、遥はるか下の地面へと近付いていく。

　そんな俺の視界に映るのは──決して現代日本では有り得ない、極めて異質な街並みだ。

　全体的に赤みを帯びた煉れん瓦がで構築され、整然とした統一感のある大きな街。世界観としては中世ファンタジー、ＲＰＧなんかに出てくる〝城下町〟のようなイメージが近いだろう。同心円状に整備された街並みはまさに王道、といった造りだが、ただ一点だけ、本来なら城があるはずの中心部に何か背の高い建物が配置されているのが目に付いた。

　あれは……時計塔、か？

「いや『時計塔か？』じゃない！　そんな冷静に見物してる場合じゃない！」

　いつの間にか現実逃避していた思考を叩たたき起こすつもりで荒い声を張り上げる──が。

「ちょっと待て。……待て、おかしい。……嘘うそだろ？」

　俺の声、こんなに高くなかったよな？

　突如として生じた疑念に思わず首筋を触る。すると、途と端たんに滑らかでツヤツヤとした感触が俺の指を押し返してきた。その指の方だって、男子高校生のそれとはとても思えないほどに白くて細くてすらっとしている。

　切り裂くような風圧に晒さらされたピンク色の長髪は、思いきり逆立って天を突き。

　ゴシックな印象のある黒のロングスカートは落らつ下か傘さんみたいにぶわさっと広がる。

「……こ……これ……っ！」

　ああ──なるほど、なるほどね？　いい加減、鈍い俺にも理解が出で来きた。

「〝女装癖〟とか〝ご愁しゆう傷しようさま〟とか……こういう意味かよチクショォおおおおおおお！」

　つまり俺は、ＲＯＣの時と同じように、今回もまた見知らぬ女の子と入れ替わってゲームをプレイしなきゃならないと──どうもそういうことらしかった。




　空の上で何度か失神しかけた俺だったものの、あの落下は単なる演出でしかなかったらしく、隕いん石せきみたいに墜落したはずの身体からだは何事もなくゲームフィールドに降り立っていた。

「必要な処理じゃないんならわざわざ落とすなよな……」

　悪態と同時に安あん堵どの息を吐きながら、とりあえず周囲の様子を窺うかがってみる。

　住宅街の一角──といったところだろうか。時刻が夕食前ということもあって、商店街の方から戻って来たらしいＮＰＣで道路はそれなりに混雑している。夕焼けと煉れん瓦がの相乗効果でやたらとノスタルジックな光景だ。

　そして、やはり驚くべきはその異常なまでの再現度クオリテイ。

　ＲＯＣの時にも散々思わされたけど、相手がスフィアでなければこれが〝作られた〟世界だなんて絶対に信じられなかったことだろう。

「……っと、そうじゃなくて」

　可か憐れんな声で囁ささやいて、俺は要いらない思考を断ち切るためにふるふると首を横に振った。

　Selector of Seventh Role──ＳＳＲ。今回の裏ゲームについて確かめたいことはいくつもある。が、それより何より、まずは鏡が見たかった。普段はそうお洒落しやれに気を遣うタイプではないけれど、自分の容姿が一切分からないというのは、こう、案外に心細いんだ。

　そんな些さ細さいな不安を抱えたままゲーム世界をうろつくこと、十五分。

　ちょっとした広場のような空間に行き着いた俺は、そこに小さな泉があるのを発見した。

「随分とアナログだけど……まあいいか」

　本当なら姿見の方が良かったのは確かだが、顔を映すだけならこれで充分事足りるだろう。覚悟を決める意味合いで一つ頷うなずいた後のち、俺は泉の縁から身を乗り出した。──と、

「うわ……」

　可愛かわいい。

　十人中十人がそう評すると断じられるくらいの超絶美少女がそこにいた。

　パッと見の印象を言うなら〝豪華な感じ〟となるだろう。薄いピンクの髪がふわりと背中の方まで広がっていて、大きな瞳は強気な赤色。頭にティアラなんかを乗せても似合いそうに思える。……いや、少し違うな。楚そ々そとしたお姫様と言うよりは、世界を手中に収めた天下無敵の魔王様という方がイメージとしてずっと近い。

　その印象をさらに際立たせているのが、この服だ。ゴシック系統の黒いドレス。それも落ち着いたものではなく、装飾過多なくらいフリルが搭載されたいわゆるゴスロリ衣装である。下手したら以前の春はる風かぜよりも女子が強調された服装で、俺にとっては実際キツい。

　何がって胸元だ。

　薄い布地は柔らかそうな膨らみによって椀わん状に持ち上げられていて、露出少なめな割に胸元には軽くカットが入っていたりして……自然、こくりと可愛かわいく息を呑のむ。

　悪魔の囁ささやきに導かれるまま、俺はその芸術的な膨らみに手を伸ばし──

「っ!?　い、いやいや、それはダメだろ！」

　──ギリギリのところで我に返って、持ち上げていた両手を身体からだの前で組み直した。

「ったく……」

　少しばかり荒くなった呼吸を落ち着かせながら、こいつの容姿に関しては一旦頭の隅に押しやることにする。今考えるべきは、もっとずっとクリティカルなことだ。

　すなわち──どうして俺とこいつが入れ替わらなきゃいけないのか。

　なんだ、なんなんだ？　ＲＯＣもＳＳＲも、俺に美少女アバターを適合させるのがスフィアの流行りトレンドだったりするのか？　いや、そういうわけじゃないだろう。ＲＯＣの〝入れ替わり〟には必然性があった。なら、今回だってそうだと考える方が自然に違いない。

　つまり、こいつが例のイラストに描かれていた電脳神姫で。

　ＳＳＲのＧＭが、何かしらの目的のために俺とこいつを入れ替わらせたって……？

「……ふう。ま、これ以上は考えても無駄か」

　嘆息を一つ。アンニュイな表情を水面に映してから、俺は優雅な所作で泉を後にした。




　分からないことをいつまでも悩んでいたって仕方がない。

　そんな単純明快な真理にならって〝入れ替わり問題〟を棚上げした俺は、近くにあった石段に腰掛け、さっきから気になっていた端末に触れてみることにした。

　端末。左手首に巻き付けられているそれは、色や細部の意い匠しようこそ違うものの、基本的にはＲＯＣの腕部装甲みたいなデバイスと同じものだ。操作の方法なんかもほとんど変わらないらしく、試しに指を置いてみると目の前に画面が投影展開された。

　表示されたのは端末のメインページだ。プレイヤーの所持品やらステータス、役職なんかの情報が全部一緒くたに詰め込まれている。……うーん、なんて言うか、ＵＩが不親切な気もするな。慣れれば便利なのかもしれないけど、最初のうちはかなり混乱しそうだ。

「まあ、それはともかく……魔王、ね」

　ピンク色の長髪に包まれた頭を小さく振りながら、俺はゆっくりとそう呟つぶやいた。

　──魔王、魔王だ。七つの役職のうちから俺に割り振られたのは、魔王。

　チュートリアルで聞いた司書の言葉を思い返してみる。ＳＳＲの参加者プレイヤーは七人で、存在する役職も全部で七つ。つまり、一人につき一つの役職が割り当てられるわけだ。そして各プレイヤーの勝利条件は、その人の持つ役職ごとに定められている。

「魔王の場合は、確か勇者の撃破だったよな」

　難易度の程はまだよく分からないものの、シンプルなのはいいことだ。要は、俺以外の六人の中から早急に勇者を見つけ出し、どうにかして倒せばそれで良い。

　続けて他の項目にも目を向けてみることにした。

　とは言え、そのほとんどは既に司書から説明を受けているものだ。ＨＰを筆頭にした各種ステータス。服や靴などのことまで事細かに記載された〝所持品〟の一覧。今この瞬間も小数点以下の数字がカタカタと上昇し続けている〝現在所持ｐｔ〟の表示欄。

　目新しい情報があるとすれば、プレイヤー情報の項目に〝スキル〟の表記があったことくらいだろうか。

『プレイヤー名：垂たる水み夕ゆう凪なぎ。所持スキル一覧。

　──役職スキル。

　魔王：強制徴収（２０００ｐｔ）：対象プレイヤー一人の所持品から任意に一つを奪う。このスキルで奪ったものはいかなる方法でも奪い返されない。

　──共通スキル。

　アクセル（50ｐｔ）：一定時間、対象プレイヤーの敏びん捷しよう値が二倍になる。重複不可。

　パワー（50ｐｔ）：一定時間、対象プレイヤーの攻撃値が二倍になる。重複不可。

　キュア（１００ｐｔ）：対象プレイヤーのＨＰを総ＨＰの三割だけ回復する。使用後、一定時間は再使用不可。

　終しゆう焉えん（１００００ｐｔ）：あなたはＳＳＲの勝者となる』

「…………なるほどな。司書が言ってたもう一つの勝利条件ってのはこれか」

　端末の画面を眺めながら小さく零こぼす。役職に応じた条件とは別の、全プレイヤーが共通して持つ二つ目の勝利条件──それがこの〝終焉〟スキルというわけだ。

　例えばこれを俺、というか魔王の場合に当てはめてみれば、


・勇者を撃破する。

・１００００ｐｔを溜ためて終焉スキルを使う。



　このいずれかを誰より早く達成することがＳＳＲ攻略の、ひいてはこいつを助け出すための絶対条件となる。

「１００００ｐｔね……」

　ふむ、と腕を組みつつ現在所持ｐｔを確認してみれば、そこに表示されている数字は１０１４となっていた。やけに中途半端な値だが、恐らく最初はぴったり１０００ｐｔだったんだろう。そこから時間増加で加算されて今に至る、と。

「えーっと？　ｐｔの自然上昇は一分に１ｐｔだから、単純計算で一日１４４０。一週間で１００８０ｐｔか。ってことは極論、一週間近く隠れてられれば自動的にゲームクリアってことになる。……まあ、そんなに上う手まくいくわけないか」

　自分で言って苦笑する。だって一週間だ。その間にｐｔ消費が全くないだなんて、そんな仮定はさすがに滅め茶ちや苦く茶ちやだろう。たとえ自分からは一切仕掛けないにしても、逃走するなら加速スキルアクセルは要いる。０ｐｔタダで逃げられるわけじゃない。

「……だけど、万能通貨っていうのはやっぱり面白いな」

　思わずニヤリと口の端を上げながらそんな言葉を漏らす紅あか眼めの美少女。俺だ。

　チュートリアルの時はいまいちピンと来ていなかったが、こうしてスキルのコストまでｐｔで管理されているのを見てようやく実感が湧いてきた。何が出で来きて、何が出来ないのか。どう使うのが効果的か。ゲーム序盤の醍だい醐ご味みだ、確かめたいことはいくらでもある。

　だから──そうだな、少し試してみることにしようか。





　　　　♯



　ＳＳＲにおける〝所持品〟の処理はちょっとばかり特殊だ。

　まず、あらゆるアイテムは《格納クローズ》と《展開オープン》のコマンドで任意に出し入れすることが出来る。そして《格納》状態の所持品は、端末を介してそのまま売却することも出来てしまう。もちろん購入も同様だ。つまりＳＳＲではアイテムの入手に店や相手は必要ない。

　その上で。それをしっかりと理解した上で──俺は、とある一軒の商店を訪れていた。

「……らっしゃい」

　敷居を跨またいだ瞬間、カウンターの男がやる気のない挨拶を投げかけてくる。

　それに会釈だけ返して奥へと進んだ。壁いっぱいに展示されているのは、武器だ。携行用の短剣から身長を超えるような業わざ物ものまで、多種多様な刀剣が所狭しと並んでいる。

「これだけあると壮観だな……。なあ店主、例えばだけど、これはいくらだ？」

「……１８０ｐｔだな」

　無愛想な店主は俺の外見と口調のギャップに一瞬驚いたようだったが、すぐに淡々とした態度に戻ってそう言った。……ＮＰＣなんだよな、これで。さすがに電脳神姫と比べると一段劣るものの、スフィアのＡＩ技術はやっぱりちょっと化け物じみている。

　と、まあそれはさておき──短剣一本で１８０ｐｔ、か。

「日本円とはかなり違う相場レートみたいだな」

　俺がここに来た理由はいくつかあるのだが、その内の一つが〝物価の調査〟だった。何せｐｔを１００００溜ためろと言われても、それがどれだけ膨大な数字なのかが分からない。

　その点、この店に入ったのはアタリだった。

　いや、もちろん剣の価格なんてピンキリだし、素人が軽く眺めたくらいじゃ相場なんか分かりっこない。だから俺が目を付けたのは、店の奥に張り出されていたチラシの方だ。

《傭よう兵へい貸し出し承ります。５００ｐｔで日雇い戦士！　指名制アリ!!》

「なるほど。……ってことはつまり、バイトだけで１００００ｐｔ稼ごうと思ったら傭兵レベルの仕事を二十日間続ける必要があるわけだ」

　要求されているラインが高すぎる。

　少し憂ゆう鬱うつになったものの、ともかくこれで欲しい情報は仕入れることが出で来きた。当面の護身用にたまたま目に付いた廉価版レプリカデュランダルを選ぶと、その柄を引っ掴つかんでカウンターまで持っていく。すると、相変わらず無愛想な店主が微かすかに顔を持ち上げた。

「……買うのか？」

「ああ、会計よろしく。それとこれ、鞘さやって付いたりしないのか？」

「……２５０ｐｔ。鞘ならサービスだ。その辺りにあるのを適当に持っていけばいい」

「そうなのか。そりゃ斬新なシステムだな」

　軽口を叩たたきながら、店主が指で示した場所から鞘を一本拝借してくる。サイズも形も気にせず適当に選んだものだけど、そこは何かと融通の利くゲーム世界だ。明らかに大き過ぎたはずの鞘はデュランダル（偽）を呑のみ込むやしゅるしゅると収縮し始めた。

「よっし」

　剣を収めた鞘を腰からぶら下げて、俺はちょっと得意げに胸を張る。……まあぶっちゃけ邪魔なんだけど、せっかくのＳＳＲこのゲーム初武器だ。購入した直後の今くらいは《格納》せずに浮かれたって罰バチは当たるまい。

　そんなどうでもいいことを考えながら端末を操作して支払いを済ませ、上機嫌で店を出ようとした──ちょうどその時。

「……待て、娘」

　無愛想な声が後ろから俺を呼び止めた。

「……どういうつもりだ。鞘の代金はサービスだと言ったはずだが」

「ん？　確かにそう聞いたし、そのつもりだけど？」

「…………」

「用がないならもう行くぜ。ほら、俺──あたし、急いでるから。じゃあまた後で、な」

　外見を意識して小悪魔ちっくな笑みを浮かべると、俺は今度こそ武器屋を後にした。




　──石畳に足を踏み出した途と端たん、腰にぶら下げた鞘が地面を擦こすってカラカラと鳴る。

「さてと」

　長い髪を風に靡なびかせながら胸の真下で腕を組んだ。一通りの情報収集も終わったことだし、そろそろＳＳＲ攻略の方針を立てることにしよう。

　まず現状の印象として、ｐｔを１００００溜ためるというのは恐らく非現実的だ。手間も時間もかかりすぎる。一応〝ＰＶＰで他のプレイヤーを撃破すれば相手のｐｔを総取り出で来きる〟ということらしいけど、それだって運が悪ければロクな稼ぎが得られない。

　であれば普通に勇者を倒し、役職条件による勝利を目指す──ということになるのだが。

「そっちはそっちで、ちょっと問題がありそうなんだよな」

　暗あん澹たんたる思いで溜め息を吐つく。

　何となれば、そもそもゲームにおける一つの常識として、勇者というのは魔王を滅ぼすための存在だからだ。スフィアがそんな定石をきちんと踏とう襲しゆうしているのなら、ＳＳＲの勇者が魔お王れに対して致命的な能力スキルを持っていたって何もおかしいことはない。

「魔王と勇者は対等じゃない、か。……けど、まあ今さら役職の割り振りに文句言っても仕方ないしな。とにかく、まずはどうにかして勇者を探し当てないと」

　言って、半ば無意識のまま右手を持ち上げた。いつもの癖で首筋に触れ、それから何となく後頭部を掻かいてみる。──と、その瞬間、恐ろしいまでの心地良さが指先から脳まで突き抜けた。ヤバい、ふわっふわ過ぎる。信じられないくらい滑らかで、溶けそうなくらい柔らかくて、いつまでも触っていたくなるくらい指通りも極上で……って、違う！

「い、今はそんなのどうでもいい！　そうじゃなくて、俺は勇者の倒し方を──」




「──ぼくを倒す？　へえ、面白いこと言うね。なら無駄だと思うけど、試してみれば？」




「ッ!?」

　言葉の意味を理解するより先に身体からだが動いていた。

　共通スキル《アクセル》起動。一時的に増強された敏びん捷しよう性をフルに活いかして通路の脇へと跳躍する。同時、ブンッと馬鹿げた風切り音が俺の耳を打ち据えた。衝撃、残響。石畳が剥はがれて弾はじけ飛ぶ。……とんでもない威力だ。たった一振りで閑静な街並みが崩された。

　往来のＮＰＣが我先にと安全地帯へ逃げていく──そんな中。

　カツカツと靴を鳴らしながら、悠ゆう然ぜんとこちらに近付いて来る人影があった。

　奇妙な人物だ。何せ、姿形が視認できない。真正面から相対しているはずなのに、身長も顔も体格も服の色さえも、何もかもが一切認識できない。

　それは、喩たとえるなら影だった。

〝影〟は俺の目の前で立ち止まると、おもむろに両手を広げて静かに囁ささやく。

「初めまして魔王様。ぼくは勇者だ。そう、このぼくが勇者なんだ。悪いけど、このゲームは開始早々ぼくの一人勝ちで終わるよ。ねえ──気分はどうかな、魔王様？」

　捉えどころのない声こわ音ねから放たれる宣告は、しかし、どこか酷こく薄はくに聞こえた。





　　　　♯



　最初に一つだけ言っておきたいことがある。

　ＲＯＣの時もそうだったけど、スカートってのはバトルには致命的に向いてない。

「……くっ！」

　キンッ、と高い音が響き渡り、俺は遅れて勇者の攻撃を防いだことを理解した。輪郭のぼやけた大剣。上段からの斬り下ろし。そこへ反射的に剣を合わせたまでは良かったものの、鍔つば迫ぜり合あいを演出するには得物も遣い手も未熟過ぎた。均きん衡こうは一瞬で崩れ、俺は自分のドレスを踏み抜きそうになりながら急ぎ勇者から距離を取る。

　同時──ブゥン、と音を立てて端末の表示が切り替わるのが分かった。

　円形・緑色のＨＰゲージ、スキルへの簡易接続シヨートカツト、そしてログアウト機能の一時遮断ブロツク。いわゆる〝ＰＶＰモード〟というヤツだ。現実世界への脱出という最強の退路を断たれる代わり、様々な情報が可視化され戦闘をサポートしてくれるらしい。

「──うん、洞察力はなかなか悪くないね」

「ッ……！　なんだよ。さっきから一体何なんだよお前は！」

「何って、だから勇者だよ。きみを倒したらゲームクリアなんだから、さっそく全力で獲りに来たってわけ。当然だろう？」

　諭さとすような口調で物騒なことを言い、ふふ、と嘲ちよう笑しようらしきものを浮かべる勇者。

　彼が持つ大剣を改めて観察する。……はっきりしたことは分からないけど、相当強力な武器には違いないだろう。さっきだって、俺の方は《パワー》と《アクセル》を併用しているのにほとんど拮抗さえしなかった。それくらい圧倒的な性能差があるということだ。

　──だけど。

　たったそれだけで思考停止しているようじゃ、そもそも裏ゲームなんか攻略できるわけがない。そうだ、あいつが持っている武器は確かに強い。だけどＳＳＲはまだ開始から一時間と経っていないんだ。当然、参加者同士に大きなｐｔ差など生まれようがない。

　それが意味するのは──勇者の失策。

　誰もが初期値プラスアルファ程度しかｐｔを持っていない現状で、不釣り合いなまでに強力な武器を買ってしまえばもうリソースなんか残らない……ッ！

「──《アクセル》ッ！」

　効果時間が切れた加速のスキルを再度使用して、俺は勇者に向かって一直線に地面を蹴った。案の定、勇者は加速した俺の位置を追い切れていない。……やっぱりな。馬鹿デカい大剣に加えて認識阻害のアイテムにもｐｔを割いてるんだ、恐らく《アクセル》の使用コストすらこいつには残っていない。

　だと言うのに、勇者はいかにも余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった態度で軽口を叩たたく。

「無駄だと思うんだけどなあ。効率が悪いったらありゃしない、どうせぼくが勝つのにさ」

「うるせえ！」

　ピンクの長髪が思い切り舞い上がるのも構わず俺は勇者に斬りかかった。確かな手応えが剣を通じて腕まで伝わる。お返しに肩口へと裂傷を刻まれるが……浅い。端末表面のＨＰゲージはほんの僅わずかにしか削られていないし、それに俺の方はまだ回復スキルキユアが使える。

　チロリと赤い舌で自分の血を舐なめてから、未いまだ悠ゆう然ぜんと立つ勇者を睨ねめ付けた。

「……あは。それ、すっごい瞳だね。なんか、ちょっとゾクゾクするかも」

「っ……ああ、そうかよ。ならゾクゾクしたまま勝手にくたばれ」

　威勢よく啖たん呵かを切ると、俺は近くの石壁を蹴り飛ばした。スキルによって増強されたステータスの暴力で、小柄な身体からだはまるで弾丸のように飛んでいく。民家の屋根、古びた看板、路肩の岩──ジグザグな軌道で跳ね回り、その過程で凄すさまじく勢いの付いた回転斬りをアッパー気味に叩たたき込む。

　勇者はそれに大剣を合わせ、武器の性能差で無理やり抑え込もうとしてきたが、しかしそれくらいの抵抗は俺だって見切っていた。押し留とどめられた剣を軸に身体ごと跳ね上げ半回転。遠心力でブーストされた右足は、狙い違たがわず勇者の脳天に──

「がっ……！」

　──入った。

　豪快すぎる踵かかと落としをもろに受け、勇者は堪たまらず大剣を取り落とした。まだ瀕ひん死しになるようなダメージには程遠いはずだが、今の衝撃で脳のう震しん盪とうでも起こしたのか勇者の動きはフラフラと定まらない。

「これで……終わりトドメだ」

　無茶な速度で無茶な軌道を通過した代償として今さら無茶苦茶な吐き気を催しながら、それでも俺は勇者の前に立ち塞がった。そしてそのまま、一切の躊躇ためらいなくレプリカのデュランダルを真まっ直すぐ突き出す。

「か──────はっ」

　掠かすれたような声。吐息。

　剣に抱き付くようにして両手を伸ばしながら、勇者はずるりと膝を突き、やがて全身を地面に投げ出した。手首の端末から光が掻かき消え、直後、身体そのものも粒子となって世界から消える。……うん、ここに死体が残るシステムとかじゃなくて本当に良かった。

「ふぅ……」

　まあ何にせよ、これで勇者は倒したわけだ。

　小さく安あん堵どの息を吐きながら自前の剣を鞘さやに納める。ついでにそいつを端末内へと《格納》し、空になった両手をぐっと天に突き上げて背筋を──って……ん、あれ？

　俺が勇者を倒した？

　待て──待て、待ってくれ。いきなり襲撃されたせいで自衛のことしか考えていなかったけど、もしかして俺は早くも勝利条件を達成したのか……？

　ああ、だって、そうだ。俺は魔王で、魔王の勝利条件は勇者を倒すこと。

　正直なところ拍子抜けも甚だしいし、不完全燃焼も良いところではあるけれど、確かに条件を満たしたんだからＳＳＲはこれで終了ということに──

「──ならないんだよねえ、これが」

「ッ!?　あ、《アクセル》ッ！」

　突如鼓こ膜まくを撫なでた無機質な声に、俺は間かん髪ぱつ容いれず加速スキルの発動を選択した。思考など要いらない。条件反射的にただただ前方へと駆ける。

　後にして思えば、その判断は間違いなく大正解だった。

　何な故ぜなら……次の瞬間、俺のすぐ後ろで、いつの間にか立ち上がっていた勇者が横薙ぎに剣を振るっていたんだから。

「な…………お前、なんで」

　桜色の髪の毛がはらはらと舞う視界の真ん中に勇者を捉え、震える声を絞り出す。

「今ので死んだんじゃないのか!?」

「や、だからさ。もう忘れたの？　ちょっと前に言ったでしょ。試してみればって」

「試して……？」

　その言葉にふと思い当たることがあり、俺は右手で端末に触れた。勇者に重ねるようにして画面を投影展開させ、スワイプ操作で〝ログ〟と書かれたページを開く。

〝ログ〟というのは文字通り、ゲーム内で起こった出で来き事ごとがテキストとして記録されるページのことだ。〝個別ログ〟と〝全体ログ〟の二種類が存在し、前者は〝自身が参加したＰＶＰで使われたあらゆるスキル・アイテムの履歴〟が、後者は〝ＳＳＲ世界全体で使われた役職スキルの履歴〟が表示される仕様らしい。

　そして、彼が言わんとしていることについては、その両方にはっきりと記録されていた。

《勇者が役職スキル：オートセーブ＆ロードを使用しました》

「っ────」

　絶句。

　二の句が継げないとは、まさにこのことだった。

　オートセーブ＆ロード……自動復活スキルだと？　何だそれは、ふざけるな。いや、確かに勇者と言えば、その最も理不尽な特性と言えばそれだ。絶対的な主人公補正。何度ゲームオーバーになっても最後のセーブポイントからやり直せるという、歪な不死性。確かに勇者の役職スキルとしては相応ふさわしいのかもしれない。

　だけど、おかしいじゃないか。そんなＲＰＧ仕込みの卑ひ怯きような理屈を持ち込まれたら、このゲームで魔お王れが勇者あいつに勝つのは不可能だってことになる……！

「だから言ったんだよね、無駄だって」

　カツカツと耳みみ障ざわりな足音が俺の精神を削っていく。

「魔王が勇者に勝つ、とか、そんなことはあるわけがないんだ。きみは最初から勝てないゲームに参加していたってわけ。あは、すっごく効率悪いよね。ぼくならとっくに降りてるよ。だって、きみ、もう何も出で来きないでしょ？」

　影はそう言ってくすくすと笑う。何も出来ない……確かにそうだ。まだｐｔが底を突いたわけじゃないものの、このまま戦っていればいつかそうなる。そしてお互いにｐｔを切らしてしまえば、単純に武器の強さがモノを言う。

　先行投資の差がここで────先行投資？

「いや…………まだだ」

　そうだ。思い出した。動揺と焦燥ですっかり思考の隅に押しやられていたけれど、あるじゃないか。こんな時のために準備しておいたんじゃないか。

　俺は、すぅーっと息を吸い込むと……勢い良く勇者に背を向けて走り出した。

「──え？」

　勇者は一瞬だけ戸惑ったようだったが、すぐに立ち直って俺を追いかけて来た。背後から迫る気配が秒を追うごとにぐんぐんと大きくなる。多分、敏びん捷しようの値が元々高めの設定なんだろう。《アクセル》を常時展開しているのにいつまで経たっても振り切れない。

　路地を曲がる。石段を上がる。道路を駆ける。

　そうして俺が飛び込んだのは──何を隠そう、例の武器屋だった。

「おい店主っ！　出て来てくれ！」

　背伸びしながらカウンターに両手を突き、奥へ向かって必死な声を張り上げる。どう考えても可愛かわいい女の子の台詞せりふじゃないけど、その辺はどうか許して欲しい。緊急事態なんだ。

「……なんだ。やけに騒がしいと思えば、またお前か」

「こんな美少女捕まえてまたお前かとは随分だな。……まあいいや、時間がないから手短に言うぞ。店主あんたに一つ頼みがある」

「…………」

　店主は少しだけ眉をひそめ、思考の読めない灰色の瞳で俺を見る。

　と──その時、店先からガタリと音がした。

「へえ、こんなところに隠れてたんだ」

「ッ！」

　勇者だ。影のように実体が掴つかめない勇なる者。……追いつかれたか。

　ヤツは物珍しげに店内をぐるりと見渡すと、一転、憐あわれみにも似た視線を俺に向ける。

「逃げて隠れてって、なんか安易な選択で残念だな。きみならもうちょっと工夫してくれるものかと思ってた。それとも、ここで武器でも買おうとしてたわけ？　ＳＳＲじゃ店なんか飾りだってことくらい、少し端末弄いじれば分かるのに？」

「なんでもいいだろ。って言うか、十六夜いざよいみたいなこと言うなよな。俺はお前らを楽しませるためにゲームをやってるわけじゃないんだ」

「十六夜……？　それに、俺？　あれ、きみって男の子なんだっけ」

「え？　あ、いや──こほん。……ふ、ふん！　別にあたしはあんたたちの期待に応えるために参加してあげたんじゃないんだからねっ！」

「…………」

　やって二秒で後悔した。

「……ふう」

　俺の行動に呆あきれ果てたのかなんなのか、勇者はそれ以上一言も喋しやべらずに背中の鞘さやから大剣を抜くと、ゆっくりこちらへ歩いてきた。袋のネズミ、絶体絶命。そんな単語が連想されるけれど……違う。俺はまだ手札を全部切ってなんかいない。

　俺の現在所持ｐｔはおよそ２５０ｐｔだ。初期値と時間経過で１０６０ｐｔ近くあったところから、デュランダルと《アクセル》四回、《パワー》二回の計５５０ｐｔを差し引いてみても５００ｐｔは余るはずなのに、何な故ぜか三桁単位で計算がズレている。

　なら、残りの２５０ｐｔ弱は一体どこへ消えたのか──？

　俺は勇者に対して挑発的な目を向けたまま、傍かたわらの店主にニヤリと口端を上げてみせた。

「覚えてるよな、店主。俺がこの剣を買う時に払った対価は２５０ｐｔじゃない、５００ｐｔだ。どういうつもりかってお前は訊きいたな？　いいだろう教えてやる。あれは鞘代なんかじゃねえよ──賄賂だ！　五分でいい、俺が逃げる時間を稼いでくれ！」

「「っ!?」」

　勢いよく叩たたき付けた言葉に、店主と勇者が揃そろって目を見開いたのが分かった。

　そう──それこそが、先ほどこの店を出る前に投じた〝先行投資〟の正体だ。

　万能通貨と称されるｐｔ。極論、世界まで買えるというそれは、他のゲームにおける金銭の類とは根本的に違う。もっともっと自由フアジーな使い方が出で来きると思ったし、出来るならそれはやるべきだ。ｐｔの使用法はきっとＳＳＲ攻略の鍵になる。

「…………」

　店主は俺の〝賄わい賂ろ宣言〟を聞いてからずっと黙っていたものの──やがて静かに息を吐き出すと、おもむろに立ち上がってカウンターを出た。面倒そうに後頭部を掻かきながら壁に近付き、一面に展示された剣の中からひときわ大きな日本刀を選び取る。

　そして一切の音を立てない足運びでするりと反転。

　勇者に向かってゆっくりと歩を進める最中、落ち着いた視線で俺を射抜く。

「……娘。お前、名前は」

「！　俺は、じゃなくてあたしは、垂たる水み──でもなくて」

　な、なんだろう……こいつの名前、なんて言うんだろう!?

　ＮＰＣのおじさんがせっかく良いシーンを演出してくれているのに、名前は、で詰みかける俺だった。ＲＯＣの時はプレイヤー名の〝雲くも居い春はる香か〟で通せたが、今回はあいにく垂たる水み夕ゆう凪なぎとして参加している。それじゃどう考えても男の名前だ。この外見には適さない。

「…………あ」

　そうだ。こいつ、多分だけど、電脳神姫なんだよな。

　春はる風かぜの同型。先輩。姉妹。──だったら、

「す……鈴すず夏かだ。あたしは鈴夏」

「……そうか。二度と会うこともないだろうが、ま、達者でな」

「っ……！　ああ、店主おまえもな！」

　湿っぽい空気に釣られた俺が大おお袈げ裟さにそう叫ぶと、店主はやれやれと首を振り、それから顎あご先さきで店の奥を指し示した。〝行け〟ということだろう。ゆらりと勇者に相対する姿は独特かつ異様で、まるで武術か何かの熟練者のようにも見える。

「……あの子はうちの客だ。あんたが何者かは知らんが、ここは諦めて退ひけ」

「ふうん……なるほどね。賄わい賂ろ、賄賂か。それは確かに、ちょっと思い付かなかった」

　店主の冷たい眼光（俺からは見えないけど）に晒さらされ、少しばかり悔しげにそんな台詞せりふを吐き出す勇者。実質上の撤退宣言だ──どうやら本当に助かったらしい。
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　頭の中で店主に多大な感謝を捧ささげながら、俺は裏口から店を後にした。





　　　　♯



「はあ……」

　店主の協力のもと、武器屋を抜け出してからおよそ二十分後。

　無事に勇者から逃げ切ったのは良いものの、俺の顔色は美少女にあるまじき暗さに覆おおわれていた。溜ため息いきを吐つくのもこれでもう四度目だ。いい加減カウントする気も失うせてきた。

　だけど、そうなってしまうのも当たり前なのかもしれない。

　魔王が倒すべき標的、勇者──そいつが〝絶対死なない〟類の自動復活スキルを持っている、なんて情報を手に入れて、その上でやる気を出せという方が無む茶ちやな注文だ。

「……一応、デメリットはあるっぽいけど」

　呟つぶやきながら端末を見み遣やる。本当に微量だったから危うく見逃すところだったけど、勇者が《オートセーブ＆ロード》を使った瞬間、俺のｐｔがほんの少しだけ上昇したんだ。

　だから──推測にはなるものの──あのスキルは〝死亡時、自分を殺した相手に所持ｐｔを移した上で、ＨＰ全快で復活できる〟みたいな効果を持っているんだろう。

「だけど、それじゃあ結局、勇者を倒せないことには変わりないんだよな。〝魔王は役職条件じゃどうやっても勝てないけど、その代わりｐｔが溜たまりやすいから良いいだろ？〟的な適当すぎるバランス調整でもされてるのか？」

　……いや、それならまだマシな方だ。

　狙い撃ち──そんな不吉な単語が脳裏を過よぎる。実際、その可能性はあるだろう。第三課の手を離れた特殊な裏ゲーム、ＳＳＲ。今回のＧＭが天てん道どうのように一応の公平性を保っているなんて保証はどこにもないんだから。

「……はあ」

　もう一度、嘆息。

　うだうだと文句を付けはしたものの、そんな理由でゲームを抜けるつもりはさらさらない。春はる風かぜにあれだけの大おお見み得えを切ってきてるんだ。こんなところで攻略を諦めるくらいなら、最初から招待状なんか無視していた。参加なんて断っていた。……切り替えよう。

「今のＰＶＰでほとんどｐｔも尽きたし、とりあえずは稼ぎだな。ＲＰＧの定番ってことなら、酒場にでも行けばクエストか何かが──」

　そこまで口にしたところで、不意に電話が鳴った。

「え？」

　いや、電話が鳴ったって……おかしい。現実世界じゃあるまいし。

「って、ああ、もしかして端末が鳴ってるのか……？」

　そう思って左手に目を遣ってみる──と、何やら想像以上に異様なことが起こっていた。

　それは、喩たとえるなら、超悪質なウイルスに感染したＰＣのような有り様だ。端末の全面がミラーボールみたいに激しく光り輝き、スピーカーは滅め茶ちや苦く茶ちやにアップテンポな着信音をかき鳴らしている。本来なら所持ｐｔが表示される欄では〝わーにんわーにん！〟なるコールが点滅していて、端末本体も腕を千切らんばかりの勢いで振動し続ける。

　端末に付随したコンタクト機能の一部、と考えるには明らかに過剰な演出だ。

「……ごくり」

　諸もろ々もろの理由で唾を呑のみ込みながら、恐る恐る画面に指を触れてみる。

　すると、やはり通知の内容自体は着信で間違いなかったらしく、なんの予備動作もなくいきなり通話画面に飛ばされた。画面の真ん中に表示されている相手方の電話番号は、当然ながら見たこともない……なく……ない？　あれ？

　これ、俺のスマホの番号じゃないか？

　混乱と動揺で鈍った思考がようやくそこまで辿たどり着いた──瞬間。

『やっっっっっっと、繋つながった!!』

　電話口から聞こえてきたのは、俺の声。

「…………え」

『え、じゃないわよあんた！　垂たる水み夕ゆう凪なぎ！　何してくれてんの馬鹿じゃないの！　どうやったのか知らないけど乙女の身体好き勝手に使ってんじゃないわよ！　いい？　すぐにログアウトしなさい！　あたしの身体からだでへ、変なことしたら……ただじゃおかないから！』

「や、いや──ちょっと待て」

『……。待ったわよ。まだ!?』

「早いよ！」

　気が短すぎる催促の声を両断しながら、俺は定まらない思考を何とかまとめ上げていく。

　俺の声でそんな言葉遣いをされると気持ち悪さが臨界点越えでいっそ死にたいとか、この身体で変なことなら既にちょっとやってしまった感があるだとか、そういう些さ細さいなことじゃなくて──これが、お前の身体だと？

「お前……じゃあ、まさかお前が」

『そうよ。だから最初から言ってるでしょ!?』

　すぅ、と、思いきり息を吸い込んで。

　聞き慣れた男子高校生ボイスの彼女は、絶叫に近い声こわ音ねでこう言った。




『あたしは電脳神姫二番機！　現在進行形であんたに身体を弄もてあそばれてる可哀かわい想そうな女の子だっつってんのよぉおおおおおおお！』







　《Selector of Seventh Role 一日目終了時・途中経過》

　《魔王：５８４ｐｔ。勇者：１０４ｐｔ。革命家：１２９１ｐｔ。処刑人：９９７ｐｔ。審判：３６０ｐｔ。追跡者：１１０３ｐｔ。神官：８８２ｐｔ》

　《役職勝利条件・進行状況──該当者なし》





[image: ]


　　　　♯



　──シン、と世界が静寂に包まれる深夜十二時。

　突然のコンタクトに応じてＳＳＲ世界からログアウトした俺は、自室のノートＰＣを通じて〝彼女〟と顔を突き合わせていた。

『ふぅーん……』

　安っぽい液晶画面に映った紅あか眼めの女の子があからさまなジト目で俺のことを睨にらんでいる。

『あんた……タルミ、だっけ？　タルミがゲームに参加しようと思ったら、どうしてか自分のじゃなくあたしの身体からだに入れ替わってたと。それで、逆にあたしはタルミの身体に移ってたと。そう言いたいわけね？』

　じろじろと、いっそ値踏みするかのように険しい視線。

　不満と反発心だけで構成された表情。

　少女はすーっと大きく息を吸い、そして──ダンッ、と、思いきり両手を振り下ろした。

『だったらなんでその時点でログアウトしないのよ！　おかしいでしょ！　え、おかしくない!?　そんな訳分かんない状況に陥ってるのになーにが〝分からないことを悩んでいても仕方ない〟よ！　仕方なくないわよ！　ログアウトしたら解決したでしょうよ！』

「あの」

『ああもう、おかげであたしはこの数時間ずっと面倒なコトさせられて、いい加減へとへとになっちゃってるんだからね!?　どうしてくれるのよ！　責任取りなさいよあんた！』

「いや、だから」

『それによりにもよって男だし……！　ね、ねえ大丈夫？　あたしの貞操まだ大丈夫？』

「は？　そんなの大丈夫に決まって──」

『〝泉の脇でぶつぶつ喋しやべりながら自分の胸を揉ももうとしてたピンク髪〟がそこら中のＮＰＣに目撃されてるんだけど!?』

「その節は大変申し訳ございませんでした」

　座っていたベッドから一瞬で降りて薄い絨じゆう毯たんに額を擦こすり付ける俺。

　ふん、と鼻を鳴らす音が聞こえて頭を上げれば、〝入れ替わり相手〟の女の子は微かすかに頬ほおを染めながら身体からだの前で腕を組んでいた。

『もういいわよ……次やったら千切るけど』

　そんな、やたらと物騒な語ご彙いを操る少女──電脳神姫。

　ついさっきまで紛まぎれもなく自分自身だった彼女を、俺は改めて客観的に観察してみる。

　春はる風かぜにも言えることだけど、とにかく現実離れしているほどに美しい女の子だった。黒いゴスロリドレスにピンクの長髪、意思の強そうな紅あかい瞳。濃いパーツばかりが揃そろっているのにそれらが互いを邪魔していない。高いレベルで調和している。

　ただ、

『……何見てるのよ』

　一つ問題があるとしたら、彼女が俺を徹底的に警戒していること──だろうか。

「えっと……とりあえず、状況を整理しておきたいんだけど」

　気まずさも手伝って、なんとなく頬を掻かきながら切り出す俺。

　すると少女は露骨に嫌そうな顔をした。

『ええ？　そんなのもう充分したじゃない。タルミ、あんた意外と面倒な性格してるわね』

「してねえよ普通だ。そもそもの話、俺はどうして現実世界こつちとＳＳＲそつちで通信が出で来きてるのかすら分かってないんだぞ？　その辺の説明すらすっ飛ばす気かよ」

『そんなのあたしが電脳神姫だからよ。以上ＱＥＤ、おっけー？』

「待て、全然オッケーじゃない。……電脳神姫が特殊な能力を持つ、ってことくらいは確かに知ってるけどな、でも俺が知ってるヤツはこんな芸こ当とできないぞ」

　この時間ならとっくに眠っているだろう春風──いつ帰ったのかは知らないが、ベッドの脇に『お体に気を付けて下さいね』との書き置きが残されていた──に思いを馳はせながら反論を試みる。

　だって、そうだ。電脳神姫なら誰でもこうして通信が出来る、と言うのなら、ＲＯＣでの交換日記は何だったんだという話になる。別に文通を否定するわけじゃないけれど、やっぱり直接会話した方が何かと便利なことは多いはずだ。

　そんなことを言ってみると、画面の向こうの彼女は怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

『え？　何言ってるの。そんなの当たり前じゃない。あたしたちに組み込まれてるエニグマコードはまだまだ全然未解明で、それがどういう風にＡＩに作用するかなんてほとんど手探り状態なのよ？　だから電脳神姫ごとに発現する能力も違うの。あたしの場合はそれが〝端末への干渉効果〟だったってわけね』

「……なるほどな」

　電脳神姫はそれぞれ固有の特殊能力を持つ──ということか。

　思い返してみれば、確かに天てん道どうあたりがそんな話をしていたような気もする。例えば電脳神姫五番機・春はる風かぜの能力は〝設定の書き換え〟だ。ＲＯＣでは俺のログイン条件が春風によって上書きされ、一時的にゲームから締め出されることになった。

　それと同様に、この少女には〝端末に直接干渉する能力〟が備わっていた、と。

『ふふん、どう？　これで全部納得できたかしら』

「ああ、まあ、通信についてはな。他の部分はまださっぱりだ」

『む……どうしてよ。電脳神姫がどうとかって面倒なとこを除けばそんなに複雑な関係でもないでしょ？　タルミがあたしにセクハラをして、寛大なあたしはそれを許した。ほら、説明なんてこれで終わりじゃない。それじゃバイバ──』

「セクハラを勝手に既成事実にするのも、んな中途半端な認識のままぬるっとフェードアウトしようとするのも待て！」

　唇を尖とがらせて持論を展開する少女に──否いな、パソコンの画面に顔を近付けて叫ぶ。

　正直、絵面としては酷ひどい有り様だけど、かと言って取り繕ってもいられないだろう。彼女が何らかの細工をしているおかげで通信が成り立っている以上、切断されたらこっちから繋つなぎ直す術すべはない。そりゃ必死にもなるというものだ。

『ったく……しょーがないわね』

　そんな俺の祈りが通じたのか、むーむー唸うなっていた少女はやがてそう言って肩を竦すくめた。

「助かる。……じゃあ、まず軽く自己紹介をさせてくれ。俺は垂たる水み夕ゆう凪なぎ、高校生。詳しくは言えないけど、ちょっとした事情があってＳＳＲこのゲームに参加することになった」

『あたしの身体からだで？』

「ああそうだ。別に狙ったわけじゃないけどな。……で？　お前の方は何者なんだ？」

　薄い液晶画面越しに紅あかい瞳をじっと見つめる。

　この超絶美少女の正体。一応、彼女が電脳神姫だという証言は既に得ているけれど、俺が知りたいのはむしろその境遇と現状だ。入れ替わりという特殊な状況下でゲームを進めるにあたって、情報はいくらあっても無駄じゃない。

『え、だから……うん？』

　──と、思ったのだが。

『何者もなにも、あたしは電脳神姫だってさっき言ったじゃない。……あんた馬鹿なの？』

「いや、お前が電脳神姫だってのはそりゃもう分かった。でもそういうことじゃなくてさ」

『だったら何が訊ききたいのよタルミは。はっきりしないわね』

「お前……黙ってれば調子に乗りやがって。分かったよ、そんなにはっきりさせろって言うなら一つずつ順番に訊いてやる。まずお前、名前は？」

『…………名前？』

　ジトッとした目付きで俺を睨にらんでいた少女が、一転してぱちくりと目を瞬またたかせた。『そっか、名前。……名前ね』と口の中で繰り返すその様は、先ほどまでの刺とげ々とげした態度とは打って変わって大人しい。いや、大人しいというより……むしろ沈痛ですらある。

「あー、その、もしかして名前とかないか？」

『っ!?　う、うるさい。いいでしょ、名前なんかなくたって。──違う。ないんじゃないわ、要らないの。識別記号が用意されてないのは、そもそもあたしが唯一で、絶対で』

「なら悪い。お前の名前、〝鈴すず夏か〟ってことにしてもらってもいいか？」

『最強で全知全能でスーパーガールで…………へ？』

　何やら自分に言い聞かせるようにブツブツやり始めた彼女の台詞せりふを遮り、俺はさっきから言いたかったことをサクッとぶち込んでやることにした。

　困惑交じりの吐息と共に、少女がゆっくりと顔を持ち上げる。

『す、すずか……？　何よそれ。あんたが考えた名前ってこと？』

「ああ。風鈴の鈴に春夏秋冬の夏で〝鈴夏〟だ。実はさっき、ゲームの中でついそう名乗っちゃってな。後で面倒なことになっても嫌だし、合わせてくれると助かるんだけど」

『…………』

「……って、あれ。なんか、嫌だったか？」

　24インチの画面に収まった彼女は俯うつむいたままぷるぷると震えていて、そのせいで表情が全く見えない。でも……この躊躇ためらいはあんまり肯定的じゃない感じだろうか。

　そんな不安がちらりと脳裏を過よぎった、刹那。

『────っ!!』

　がばっ、と、ピンク色の髪に彩られた少女の頭が勢い良く跳ね上がった。

『ふ、ふーん？　鈴夏。鈴夏ね。あ、あまりにセンスがなくってちょっと呆ぼう然ぜんとしちゃったわ！　まったくタルミはこれだから！　……で、でも、せっかくあんたが無い知恵を絞って付けてくれた名前だし、ここで突っぱねちゃったら可哀かわい想そうだし……しょうがないから使ってあげる。あたしが鈴夏になってあげる。か、勘違いしないでよ!?　すっごく嫌々なんだからっ！』

「え？　あ、いや、そんなに嫌なら別に──」

『嫌なんて言ってないでしょ！』

「…………はあ？」

　なんだそれは。バグか？

　ぷくっと赤い頬ほおを膨らませて俺に悪態を吐つきながら、時折『鈴すず夏か……ふへへ』とか呟つぶやく謎のｂｏｔと化した少女──〝鈴夏〟の奇行を間近で眺めつつ、俺は小さく首を傾かしげた。




「──じゃあ、ＳＳＲのルールなんかはほとんど完璧に知ってるってことでいいんだな」

『ええ、問題ないわ。ＳＳＲについてならあたしが一番の事情通って言っても良いくらいよ。ルールも仕様もそこのレストランの裏メニューだって全部知ってるんだから！』

　自信満々に語る鈴夏を画面越しに見ながら、ふむ、と静かに腕を組む。

　あれから十数分後──ようやく再起動した彼女に質問すること数点、俺は遅ればせながら大まかな状況を掴つかむことが出で来きていた。

　まず、鈴夏はスフィア幹部の一人である〝朧おぼろ月つく詠よみ〟が所有する電脳神姫だ。春はる風かぜよりも随分早い時期に生を受けた二番機コードベータで、ＳＳＲに参加できるよう諸もろ々もろの調整を受けていたらしい。だから当然、ゲームの内容もきちんと把握している。

　ただ一点──俺との入れ替わりという衝撃展開を除いては、だけど。

『ほんっと、そこだけがどうしても納得できないのよね……』

　鈴夏はむすっと頬を膨らませたまま何やら文句を言っている。

『せっかく待ちに待ったゲームが始まったっていうのに、それを横からいきなり奪われたのよ？　そりゃいくら心が広いあたしだって不機嫌になるわ。何してくれるのよタルミ』

「いやだから、俺だって好きでやってるわけじゃないんだよ。さっきも言っただろ」

『ふーん、そう。タルミは好きでもない女の胸をまさぐるわけね』

「……あのさ、もうそのネタで俺を弄いじるの止やめないか？　泣くぞ？」

　俺の懇願に対し、愉たのしそうに口角を上げながらちろっと舌を見せてくる鈴夏。

　そんなどうでもいいやり取りを交わす中──俺は、密ひそかに彼女の表情を窺うかがっていた。

　……どういうことだ？

　会話を始めてから今まで、鈴夏が浮かべているのはほぼ百パーセント純粋な〝喜〟の感情だ。俺に対する不満や悪態を除けば一切混じり気のないスーパーハイテンション。ゲームの開催を心待ちにしていた、との発言も自然なもので、そこに嘘うそがあるとは思えない。

　だけど、それは……ちょっとおかしくないか。

　そもそもの話、俺がＳＳＲに参加しているのは例の招待状に暗示されていた〝電脳神姫の処刑〟を回避するためだ。そしてこの鈴夏が〝ＳＳＲのＧＭが所有する電脳神姫〟であるのなら、まさに彼女こそが、俺が救い出そうとしていた人物ということになる。

　それなのに、鈴すず夏かはゲームを忌避していないらしい。

　春はる風かぜのように不安や恐怖に押し潰つぶされてはいないらしい。

　なら、それはどうしてだ？　あの脅きよう迫はくめいた招待状が単なるフェイク？　それともあるいは、鈴夏には何も知らされないまま、誰かが一方的に彼女を利用している？

「…………うーん」

　小さく唸うなりながら右手を首筋へ遣やった。もし本当に鈴夏がゲームへの参加を望んでいるのなら、当然、俺が打てる最良の手はＳＳＲからの撤退だ。だってその場合、俺の参戦によって得をするヤツが一人も居ない。それなら家で漫画でも読んでいたい。──だけど、

「くそ……訊きかなきゃよかったかな、あれ」

　名前を尋ねた際に彼女が浮かべた悲痛な表情が、頭に焼き付いて離れない。

　もしかしたら些さ細さいなことなのかもしれないけど、鈴夏の〝完璧な明るさ〟が崩れたあの瞬間はそれだけ強く俺の中に印象付いていた。ああ、このモヤモヤはそう簡単に振り払えそうもない。だから結局、俺に残された選択肢なんか一つだけだ。

「──なあ、鈴夏」

『嫌よ』

「ＳＳＲなんだけど、俺にも参加させてくれないか」

『先回りして嫌って言ったのに無視して強引にねじ込んできた……タルミ最低……』

「……あのさ、頼むって」

　茶ちや化かすように身体からだをくねらせる鈴夏に、俺は少しだけ真面目まじめなトーンでそう言った。

「少しでいいんだ。交代交代のゲームプレイって言えば分かるか？　俺がずっとログインし続けるんじゃなくて、お前の時間を半分俺にくれって、それだけなんだよ」

『いや、半分って普通に長いわよ。なに謙虚ぶってんのあんた。……はぁ。あのね、あたしだって別に鈍いわけじゃないんだから、タルミにも何か事情があるんだなっていうのは分かるわよ。でも……あたしにだって譲りたくないものくらいあるの。それに、ほら、この取引ってあたしにメリットないじゃない？』

「それが、メリットなら実はある」

『え？』

　俺はごくりと唾を呑のみ込むと、静かに顔を持ち上げた。すると緊張気味に俺を見つめる紅あかい瞳と真まっ直すぐ目が合う。……多分、何かを期待されているんだろう。彼女の事情を何一つ知らない以上、その期待に添えるとはとても思えないけど──

「俺がＳＳＲをプレイしてる間は、こっちの世界を自由に楽しんでいい」

『っ────！』

「えっと……意味分かるか？　ほら、俺が一方的にお前の身体を使うんじゃなくて、入れ替わるわけだろ。だったらお前も、擬似的にだけどこっちの世界に来ることが出で来きる。それで……いやまあ、だから何ってこともないんだけど」

　大きく目を見開くばかりで何も言ってくれない鈴すず夏かに、俺の言葉は徐々に尻すぼみになっていく。春はる風かぜがそれで喜んでくれたからもしかしてと思って言ってみたんだけど……この反応を見る限り、鈴夏にはピンとこない提案だったか。

「わ、悪い。今のは忘れてくれ。他のメリットは……ええと、そうだな」

『行く』

「……え？」

『だから、行くわ。……ゲームだけじゃなくて表の世界も楽しめるのよね？　うん、それなら交換条件として悪くない。というか最高に近いわ！　タルミ、あんた分かってるじゃないっ！』

　感情のボルテージが振り切れたかのように、急激に語尾を跳ね上げる鈴夏。

　彼女は、画面越しの俺に人差し指を突き付けながら──満面の笑顔でこう言った。

『あんたの時間を半分あたしに寄よ越こしなさい。それでいいわ。それで、今までの無礼は全部チャラにしてあげる！』

　その表情はいかにも愉たのしげで、色々と色々と色々と企たくらんでいるようで。

　……少しだけ、早まったかもしれないなと思う俺だった。
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　ＲＯＣを通じて分かったことだが、入れ替わりという現象はひどく厄介だ。

　自分ではなく誰かの代役としてゲームに参加させられ、スフィアの脅威に晒さらされる。それは勿もち論ろんのこと、同時に発生するもう一つの問題も決して小さくはない。

　そう──ゲームにログインしている間、俺は垂水夕凪おれじしんの身体からだに一切干渉できないんだ。

　干渉できない。言葉を換えれば乗っ取られる。その影響がどれだけ大きいのかは、春風の件を思い返せば一目瞭然だろう。ＲＯＣで俺と入れ替わった彼女はたった一日で俺の日常を引っ繰り返してみせた。あの時は入れ替わりそれがたまたま良い方向に働いたわけだけど、鈴夏の邪悪な笑顔を見る限り今回もそうだという保証はどこにもない。

　そんな事情を鑑かんがみて、俺は深夜のうちに予あらかじめ雪ゆき菜なと春風へメッセージを飛ばしておくことにした。雪菜には『ちょっと面倒なことに巻き込まれて、しばらく妙な行動をするかもしれないけど気にするな』との予防線を、そして春風には、ＳＳＲの概要も含めてざっくりとした状況説明を。ついでに『お前は鈴夏が暴走しないように見張っててくれ』とか何とか、そんなようなことを頼んだ覚えもある。

　本来なら、それにはもっと適任な〝先輩〟が居るのだが、残念ながら彼女に送ったメッセージにはいつまで経たっても既読が付かなかった。だから、少し不安ではあるものの、鈴夏のことは春風一人に任せるしかないだろう。

　──そんなわけで、翌朝。秋分の日。

　今日は一日俺にＳＳＲを譲ってくれる、とのことで、俺は昨日と同じくログインアプリを起動してゲーム世界へと訪れていた。

　異変に気付いたのはその直後のことだ。

「え」

　沈み込むようなふかふかのベッド。肌触りの良い上質なシーツ。頭上には白の天てん蓋がい。

　……どこかの宿屋だ、それは分かる。電脳神姫だって不眠不休で稼働できるわけじゃないんだから、休息を得るために宿を取るのは極めて自然な行為だとも思う──が、

「なにもこんな高そうなところに泊まらなくても……」

　思わず深い溜ため息を吐ついてしまう。

　恐らく、貴族街に位置する富裕層向けの高級宿、といったところなんだろう。ちょっと室内を見渡しただけで溢あふれる気品が伝わってくる。今の美少女モードじゃなければ呼吸するのもおこがましいレベルの部屋だ。

　整った顔立ちを憂いに染めながら、ゆっくりと身体からだを起こすことにする。

「……ん？」

　と、その時、首のあたりに微かすかな違和感を覚えた。

　これは……なんだ、紐？　それとも鎖？　材質はよく分からないけど、とにかく細い糸状の何かが俺の首周りを一周している。釣られるようにして視線を下ろしていけば、当然、アングルの絶妙さ故に視界いっぱいの肌色が──じゃなくて。

「こ、こいつ……なんかすげーキラッキラしたネックレスまで付けてやがる！」

　俺は頬ほおをひくひくと引ひき攣つらせながら左手首の端末を叩たたき起こした。

　二番機・鈴すず夏か。彼女の電脳神姫としての能力は電子機器への干渉効果だ。いわゆるハッキングの上位版。本来ならＳＳＲと現実を繋つなぐ通信手段なんてものは用意されていないのだが、この能力のおかげで半ば無む理り矢や理りな相互リンクが成立していた。

『──ん？　あ、タルミ？　どうしたのよ。まだログインして五分も経たってないじゃない』

「どうしたもこうしたもねえ。……あのな、お前、このゲームのルール分かってるんだよな？　ｐｔ溜めなきゃいけないんだぞ。スキル使うのもアイテム買うのも、全部ｐｔが必要なんだ。なのにいきなり無駄遣いとか有り得ないだろ」

『む……何よ、無駄遣いとは随分な言い草ね。心外だわ』

「ならこの宿もネックレスも、全く全然一ミリも無駄じゃないとでも？」

『ふんだ、当たり前じゃない。あたしともあろう存モ在ノがやっすい宿に泊まるなんて考えられないもの。それにそのネックレス、すごく可愛かわいいと思うでしょ!?　見た瞬間にビビッと来たのよね。ああこの子はあたしに着けてもらうために生まれたに違いないって！　しかも〝解呪〟のスキル効果だって付いてるんだから、もう買わない方が失礼じゃない！』

「っ…………、はあ……」

『？　タルミ？　ね、聞いてるの？　たーるみー？』

　鈴すず夏かの声を聞き流しながら呆ぼう然ぜんとベッドに倒れ伏し、死んだ瞳で端末画面を見み遣やる俺。

　そのまま所持品欄を確認してみる。ネックレスは──あった。〝解呪の印〟。確かに鈴夏の言う通り、呪のろい系スキルやアイテムの解除効果があるらしい。けど、それがなんなんだ。こんな序盤からピンポイントで対策するほど猛威振るってないだろう、呪い。

「……ちなみにこれ、いくらしたんだ？」

『値段？　んーと確か、そこの宿代と合わせて──あとお風呂代とマッサージ代と馬車代と食事と色々込み込みで──大体１０００ｐｔくらい使ったかしら』

「せっ……!?　──うっわマジかよ、もう54ｐｔしか残ってねえ!?」

　想像の遥はるか上を行く答えに危うく意識が飛びかけた。

　１０００ｐｔ？　そんなに使い込みやがったのかこいつ？　いや、それも確かに驚きよう愕がくだけど、そもそもそんなに持ってなかったよな？　昨日のゲーム開始が夕方六時で、そこから今まで約十二時間。累積ｐｔは７００ちょっとだ。そこに初期値を足して、俺が使った分を差し引けば……うん、やっぱり１０００ｐｔには少し届かないはずだけど。

　そんな俺の困惑に、鈴夏は『ああ』と何かを納得したような声を上げた。

『ｐｔの不足分のことが気になってるのね？　うん、そうそう、ちょっと足りなかったからあんたが持ってた剣売ったのよ。新調したその服に合わなかったし、別にいいでしょ？』

「よくね─────よ！」

　あまりの衝撃に我を忘れ、俺は美少女らしからぬ大声を張り上げた。電話口から『ひゃうっ!?』と（俺の声で）悲鳴が聞こえるけれど、今はフォローを入れる余裕もない。

「え、何!?　どういうこと!?　じゃあお前、唯一の武装すら売り飛ばして、ほとんど無一文になってまでこんなアクセサリー買ったのか？　嘘うそだろ!?」

『嘘じゃないわ。タルミ、ちゃんと現実見なさいよ』

「お前には言われたくないんだけど!?　てか、今しれっと言いやがったけど服も買ってるんじゃねーか！　なんで！　色もデザインもほぼ同じだし、買う必要ないだろこれ!?」

『ぁ。ごめ……や、違う。違うの。えっと、その……それは』

「……ん？」

　鈴夏の語気が少しだけ弱まった気がして、俺は咄とつ嗟さに追及を止やめた。二秒、三秒と、若干乱れた吐息だけが耳じ朶だを打つ。……なんだ？　さっきみたいに上から目線で流されると思っていたのに、どうして服の時だけこんな……？

『っ……べ、別にいいでしょ！』

　そんな俺の疑問を掻かき消すように、しばらく口くち籠ごもっていた鈴夏が唐突に声を荒げた。

『タルミと違ってあたしは女の子なんだから、服に気を遣うのは当たり前じゃない！』

「いや、それはそうかもしれないけどさ。でもだからって──」

『……もう、もう！　さっきからなんなのよタルミ！　あんた、何か勘違いしてない？』

「か、勘違いだ？」

　微妙に苛いら立だった口調で問い返すも、やはり可愛かわいらしい女の子ボイスじゃ迫力は出ない。

　そして逆に鈴すず夏かの方は、美少女ならともかく男子の──しかも自分自身の──声で言われると相当ウザい台詞せりふを、至極当然といった口調で言い放った。

『ええ。確かにあたしはタルミとの入れ替わりを認めたわ。でも別に、あんたのプレイに協力するなんて言った覚えはない。あたしはあたしなりにＳＳＲを楽しむし、貰もらった時間でこっちの世界も全力で謳おう歌かする。遠慮してる暇なんかぜんっぜんないんだから！』

「ちょ、待──」

　俺の静止など聞きもせず、無慈悲にブツッと途切れる通信。

　勝手にスタンバイモードに戻る端末を見つめながら、俺はしばし呆ぼう然ぜんと息を呑のんだ。

　ＧＭの狙いも分からない。

　勇者の攻略法も分からない。

　挙句の果てに、奪い取るべき電脳神姫との協力体制すら全くもって築けない。

　……こんな状況で、俺は、本当にこのゲームをクリア出で来きるのか？
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　何もかも上う手まくいかないせいで焦燥はとっくに限界を超えているけれど、かと言って何もしないわけにもいかない。そんなわけで、俺は朝飯（宿代とセットだった）を残さず綺き麗れいに平らげると、すっかり目覚めた朝の街へと繰り出していた。

　穏やかに煌きらめく秋の陽光。動き始めるＮＰＣヒトの気配。

　喧けん噪そうの中にも優雅さを感じさせる貴族街の空気を全身で堪能しながら、俺は現状を再確認する意味も含めて端末から〝掲示板〟に接続アクセスしてみることにした。

　掲示板。

　端末の一機能として存在するそれは、簡単に言えば〝全プレイヤーの現在所持ｐｔを調べることが出来る機能〟だ。誤ご魔ま化かしが利かないため情報の質として有益だし、一度開くのに必要なコストはたったの50ｐｔ。今後も頻繁にお世話になることだろう。

　まあ……鈴夏に無駄遣いされた今に限っては、あまり〝たったの〟でもないけれど。

《掲示板：二日目午前七時四十二分現在。魔王：９。勇者：４８０。革命家：１５７０。処刑人：５９４。審判：７８０。追跡者：１２２２。神官：１００４》

「ん、なるほど。こういう感じか」

　さすがに出遅れてるな、と、俺は微かすかに目を細めた。

　これから何をするにしても、やっぱりまずはｐｔを溜ためるところからになるだろう。いくら稼いでも鈴すず夏かに浪費されてしまっては無意味だが、そこはもう説得を重ねるしかない。

「──ｐｔ稼ぎ、ね」

　ふわりと身体からだの前で腕を組み、柔らかい香りに包まれながら言葉を漏らす。

「なんだろう、一番手っ取り早いのはバイトなのかな。鈴夏は剣を売ったって言ってたけど……でも、他に売れそうなものなんて残ってないし」

「あなたのからだとか、売ればいい。ぜったい高く売れるとおもう」

「いや、それはさすがにダメだろ。色んな意味で。知らないおっさんに犯されるとか一生消えないトラウマになるぞ」

「それならわたしが立候補。すごくきもちよくしてあげる。こうかいはさせない」

「そういう問題じゃないし。そもそも女子相手だと俺──の、って、え？」

　……俺は今、誰と会話していた？

　反応が遅れたのを悔やみながら、ばっと身体を左に向けた。殺意どころか通常の気配すらないけれど、しかし間違いなく誰かが居る。得体の知れない何かがある。

　果たして──そこに立っていたのは、見知らぬ一人の少女だった。

　淡い水色のショートボブ。

　小柄というか、むしろ華きや奢しやとでも表現するべき肢し体たい。

　淡々とした無表情に、どことなく〝無色〟というイメージが先行する瞳。

「誰だ、お前……？」

　俺の至極当然な疑問の声に、少女はうむ、と鷹おう揚ように頷うなずいて、それから妙に平へい坦たんな口調でこう答えた。




「わたしは三み[image: ]つじ小こ織おり。ひとよんで──氷の女帝」




「…………えっと？　氷の？」

「じょてい」

「ああ、そう……うん」

　どう突っ込んでいいやら分からない。正直な感想を言うなら、大体そんな感じだった。

　ええと、女帝。氷の女帝。小織だから氷なのか？　なんだか安直なネーミングだが、まあそれ自体はどうでもいい。あだ名なんて往々にしてそんなものだ。堂々と名乗った割にローテンションなのも、氷の女帝なる二つ名からそう外れた印象はない。

　いや──そんなことより、だ。

「何の用だよ、女帝さん」

　大きく一歩だけ前に出ると、俺は静かに彼女を睨にらみ付けた。

　こいつは……この少女は、他のＮＰＣとは明らかに性質が違う。左手首に光る端末。ＳＳＲの正式な参加者だ。そして、このゲームの性質がバトルロイヤルである以上、他プレイヤーに接近する理由なんてほとんど戦闘以外にあり得ない。

　マズい──マズい、マズい。頭の中ではさっきから警報音が鳴りっぱなしだった。

　どうやってこの場を切り抜ける？　真っ先に思い浮かぶのは〝逃げ〟だが、残念ながら今の俺には《アクセル》を使うためのｐｔすら残っていない。とは言え武器もないのに真っ向からのＰＶＰなんてただの自殺行為だろう。そんなの選択肢にも入らない。

　──ふう、と、俺は思考を落ち着かせるためにも大おお袈げ裟さな息を吐き出した。

　まだだ。まだ一つだけ、この状況を打開する手があるにはある。少しばかり乱暴な手段になるからあまり採用したくはなかったけど、こうなれば四の五の言ってもいられな──

「まって」

　しかし。

　気付けば、天下の往来で服を脱ぎ、《格納》して売り飛ばしてｐｔに換算しようとしていた俺の腕を、三み[image: ]つじの白い手がぎゅっと掴つかんで止めていた。

「はやまらなくていい。わたしはべつに、あなたと戦いたいわけじゃない」

「……へえ？　信じられないな。それにお前が戦わないって言ったって、俺──あたしもそうとは限らないでしょ？」

「かぎるの。これ見て」

　俺の煽あおりに一切反応することなく、淡々とした仕草で端末を操作する三[image: ]。

　そして彼女は、とある画面──プレイヤー情報のページを投影展開したかと思えば、それをぐいっと俺の方に突き出してきた。

「…………はい？」

　所持品や役職等、ほとんど全ての個人情報が載ったページだ。普通なら他の参加者に見せるような画面じゃない。あまりにも唐突な行動に疑問が募るけれど、しかし三[image: ]はぐいぐいと端末を押し付けてくるばかりで俺の反応なんか気にしちゃいないらしかった。

「…………」

　とにかく、頬ほおに端末を押し当てられても読むに読めないから、俺はなるべく意識しないようにしながら三[image: ]の腕を掴んで押し戻し、適切な距離を確保することにする。

「？　なんで離すの」

「充分だからだ。お前の言いたいことはもう分かった。……なるほど、神官ね」

　ん、と心なしか満足げに頷うなずく三[image: ]。

〝神官〟──そう、彼女の端末に記されていた役職名は神そ官れだ。そして、神官という役職は、ただそれだけでこの接触の理由を説明するには充分過ぎるものだった。

　だって、そうだ。神官は全七役職のうちで最も狙われやすい。

　革命家及び処刑人の勝利条件では脱落を望まれ、ただ生存しているだけで審判が勝ち抜ける可能性リスクが残ってしまう。また、そもそも〝日付変更時点で５０００ｐｔ所持しているプレイヤーが三人以上存在〟という自身の勝利条件のせいで、早くｐｔを溜ためたい参加者からは全般的に疎うとまれる。相当不利な立ち位置ロールだろう。

　が、逆にその性質上、他のプレイヤーを襲う利点もあまりないわけで……要は、一時的な同盟を組むにあたってはそう悪くない役職とも言えるのだった。

　実際、魔王が神官を倒すメリットはほとんどない。ｐｔを奪うという意味ではもちろん有効だけど、それと引き換えに革命家・処刑人の勝利が近づくのはリスキーに過ぎる。せめて審判の動向が分かってからだろう。少なくとも、こんな序盤から切りたい手ではない。

　まあ一つだけ、気になることがあるにはあるけど──

「いっしょに、たたかってくれる？」

　そんな思考を遮るように、何を考えているのか分からない無色の瞳がじっと俺を覗のぞき込んできた。春はる風かぜとはまた違う意味で距離が近い少女だ。多分、無関心からくる無警戒。

　ふむ…………そう、だな。





　　　　♯



　結論から言えば、俺は三み[image: ]つじの協力申請を受けることにした。

　警戒心がなかったわけじゃない。何せつい最近まで年単位で人間不信をこじらせていた俺だ。初対面の相手には未いまだに〝こいつは俺を害す存在か否いなか〟の命題が先に立つ。

　にも関わらず首を縦に振ったのは、彼女からあまりに〝敵意〟の類たぐいが感じられなかったのと……後は単純に戦力的な問題だった。正直な話、今のｐｔ状況的には三[image: ]よりもむしろ俺の方が協力を依頼する立場である。

　そういう意味で、彼女の接触はまさにベストタイミングと言えた。

「──それにしても」

　すたすたと前を歩く三[image: ]の背に声を投げかける。

　彼女はどうやら自分が話しかけられたらしいと気付くと、振り返って小さく首を傾かしげた。

「なに？」

「いや、よくあんなバイト知ってたなと思ってさ。まだゲームが始まって一日なのに」

「ああ」

　一応褒めているというのに、三[image: ]は相変わらず抑よく揚ようのない反応を漏らす。

　バイト、というのは、ついさっき彼女が提案してきたｐｔ稼ぎの手段のことだ。俺も三[image: ]も〝とりあえずｐｔを稼ぐ〟方針は一致していて、それならということで持ち出された案である。時計塔修理作業とか何とか……どこか仰ぎよう々ぎようしい内容だけど。

「きのう、募集のチラシをいろいろみてた。たぶん、これがいちばんよさそう」

　それだけ答えてふいっと前を向いてしまう三[image: ]。その姿を、俺は改めて後ろから眺める。

　……やはり、小柄な少女だ。身長は今の俺よりさらに低い。無表情ながらあどけない顔付きと相まって、中学生だと言われても不思議はないくらいの幼さを感じさせる。

　格好の方は、薄手のシャツにショートパンツという非常にラフなもの。カジュアルと言うかボーイッシュと言うか、誤解を恐れず表現するなら何とも〝男の娘こ〟的な服装だ。ズボンの下から覗のぞく太ふと腿ももは、静せい謐ひつな表情とは打って変わって眩まぶしく健康的に映える。

　──と、短めのソックスに包まれたその足が、不意にピタリと止まった。

「ついた」

　淡白な声に視線を上げる。……上げる。さらに上げる。だけど、いくら空を振り仰いでもその全貌は窺うかがえなかった。それもそのはずだ。ＳＳＲ世界で一番高いこの塔は、まさに天を突かんばかりの威容を誇っている。

　あるいは雲にも届きそうなほど高く伸びるその建物こそ──ＳＳＲの中枢、時計塔だ。




　入り口付近に詰めていた作業員に話しかけると、既に話が通っていたらしく、俺たちはそのまま上層階へと案内される運びになった。

　とは言えエレベーターなんて洒落しやれたものはなく、当然、徒歩での行軍である。普通に苦行だ。ふう、と二人分の溜ため息が重なる。するとそんなテンションの落差に気を遣ってくれたのか、作業員の男が道すがらこんな話をしてくれた。

　──曰いわく。

　一口に〝時計塔〟とは言うが、この建物には展望台としての機能も備わっている。地上数十メートルだか百メートル超えだかの高さまで登るとテラスのような場所があり、そこから眼下の街を一望出で来きるんだそうだ。

　そして、その展望台よりもさらにずっと上にあるのが、この建物が時計塔と呼ばれる所以ゆえん──木組みの大時計である。

　塔の先端部、四方に取り付けられた巨大な文字盤。作業員の彼によれば、ＳＳＲに存在する時計は全てそれを基準に時刻設定されているらしい。つまり、大おお袈げ裟さな比喩でも何でもなく、あの時計こそがＳＳＲの時間を完全に規定しているのだと。

「ま、ま、色々言ったけどね、とにかくここの時計塔は滅め茶ちや苦く茶ちやすごいってワケだね！」

　……うん。確かに、要約すれば大体そんな感じの内容だった。

　男の話が長かったこともあり、気付けばもう展望台だ。白いヘルメットを引っ掛けた彼はそこで「ああそうだ」と我に返ると、思い出したように〝バイト〟の説明を始めた。

「肝心の仕事内容だけど……そうそう、運搬作業ね。この前上の方に雷が落ちちゃってね、大時計が一つ壊れちゃったんだよ。まあ一つ止まったくらいじゃ時間管制システムに影響はないんだけど、ほら、時計の管理人も困っちゃってるからね。なるべく早く直したいんだ」

　そこで君たちの出番なんだよね、と嬉うれしそうに両手を広げる白ヘル作業員。彼は続けて、展望台の一角に備え付けられたテントらしきものを指さしてみせる。

「あそこに建材と、それから作業道具なんかがあるからね。上は結構狭くてね、だからこうやって必要なものを必要な時に持っていくことにしてるんだ。君たちにやってもらうのは、上で指示を聞いて、その都度ここまで下りてきて、言われたものを持って上まで戻ること。基本的にはその繰り返しだね。報酬は出で来き高だか制だけど、二人が頑張ってくれれば１０００ｐｔだって夢じゃないよ！」

「！　ふふ……せんぽいんと」

　男が口にした数字に、それまで無表情のまま黙り込んでいた三み[image: ]つじがようやく顔を持ち上げた。……なるほど、わざわざこんな肉体労働っぽい仕事を選んだ理由はそれか。キツそうではあるけれど、確かに数時間で四桁単位のｐｔが獲得できるというのは魅力的だ。

「じゃあ、とりあえず始めるか」

　役目を終えて階下へ去っていくＮＰＣおじさんを見送りながら隣の三[image: ]に声をかける。すると彼女は表情を変えずにこくんと頷うなずいて、早速目の前に建つテントを物色し始めた。

　そして……何な故ぜか、数秒と経たたずに振り返って俺を呼ぶ。

「すずか」

「え？　──あ、おう。鈴すず夏かは俺だ」

「すずか、じぶんのことおれって言うんだ。鈴夏かっこいい。すずかっこいい」

「……悪い、今のは忘れてくれ。じゃなくて──ふん。今のは忘れなさい、いいわね？」

「忘れるのはむずかしい。きおくりょくには自信があるから。……とにかく、こっち来て」

　平へい坦たんな口調でそう言いながらくいくいと俺を手招く三[image: ]。

　彼女に導かれるままテントの中を覗のぞき込む。そのテントは、他のものと違って入り口が遮しや蔽へいできるようになっており、内部が少し暗かった。が、まあそうは言っても少しだ。中の様子が確認できないほどではなく、当然それは俺の目にもしっかりと映る。

　白く滑らかな布地のシャツに、快活な印象のある臙えん脂じ色いろのショートパンツ。

　いわゆる──体操服だ。

「ありがたいはなし」

　軽く絶句する俺に構わず、三[image: ]は両手でその服を掴つかみ上げながら端的な感想を零こぼす。

「たぶん、ここできがえろって意味だとおもう。ふくが汚れなくてすむから、いい」

「ま……待て、三[image: ]。お前、これ着るつもりか？」

「ふつうに着るけど。どうして？」

「どうして、って……」

　どうしてもこうしてもない。

　健全な高校生男子の数割は女子の体操服姿をエロい目で見てるしそれが授業でもなく日常的なシーンなら尚なお更さらだしもっと言うなら三[image: ]は（胸こそないけど）めちゃくちゃに可愛かわいいし──とか、理由は色々あるけどとにかく駄目だ。

「？　よくわからない」

　そんな俺の内心を華麗にスルーして、三み[image: ]つじはこてりと首を傾かしげた。それどころか──

「っ!?　ちょ、ちょっと待て三[image: ]！」

「なに？」

「お前、今──何の躊躇いもなく服脱ごうとしやがったな？」

「……それがなにかもんだい？」

　あくまでも淡々と、透明な瞳で俺を見ながら問い返してくる三[image: ]。

　その手は既にシャツへとかかっていて、眩まぶしいお腹なかはへその辺りまで見えてしまっていて、あどけない顔付きには一ひと欠片かけらほどの邪気もない。そこで俺は、今さらながらに思い出した──そうだ、俺は今、鈴夏と入れ替わっているんだ。

　つまり客観的には、ここにいるのは女子二人……っ！

　だから、ということなんだろう。三[image: ]は照れるどころかむしろ不思議そうに続ける。

「すずか変なの。おんなのこどうしなんだから、これくらいふつう。それに、着がえないとあせでべとべとになるよ？」

「あ、ああ……いや、それはそうなんだけど……こほん。じゃあとりあえず、俺──あたしは外に出てるから、お前はそのままここで着替えてくれよ。一人ずつ順番に使おうぜ」

「ん。ひとりずつなら、もんだいない？」

「そりゃまあな。覗のぞきはやっぱり体裁悪いけど、それさえ避ければ全然──」

　……ん？

　いや、待て。何を言ってるんだ俺は。あるだろう、問題。滅め茶ちや苦く茶ちやあるだろ。だって一人で服を着替えるということは、俺は今からこのテントの中で一人きり、下着姿になって鈴夏の身体をまじまじ見なきゃならないというわけだ。やばい、やばいなんだこれ。自分の身体からだがまともに直視できないって、一体どういう状況だ!?

　頬ほおの温度が急上昇するのを隠せず、俺はぐるぐると思考の迷路に迷い込む──と、同時。

「えい」

　いい加減面倒になったのか、三[image: ]小こ織おりが何の躊躇いもなくするりとシャツを脱ぎ捨てた。

「ちょ……!?」

　反射的に目を逸そらす。けど……駄目だ。一瞬しか映らなかったはずの映像が、イメージ通りのシンプルな下着がくっきりと網膜に焼き付いてしまっている。それを掻かき消そうと苦心していると、続けてしゅるしゅるとショートパンツまで脱ぎ捨てる音が──って！

「ああもう、だから服着ろよお前!?」

　何だよ！　お前、何なの！　先に上だけ着替えるとかじゃなくて一回全部脱ぐって、それちょっとエロ過ぎるだろちくしょう！














　俺は半裸の三み[image: ]つじから思いきり目を背けると、転がるようにテントを飛び出した。そして勢いのままに端末の表面を撫なで、荒々しい手付きで通話機能を叩たたき起こす。履歴の一番上にある名前をこれでもかと言うくらいに連打する。

　相手は三コールもしない内に受話器を取った。

『もしもし？　今度はどうしたのよタルミ。あたし今、あんたの友達のユキナで──こほん。ユキナと遊ぶので忙しいんだけど？』

「…………」

　何やら不穏な台詞せりふが聞こえたし、背後バツクでぜえぜえと息を切らしているのは確かに雪ゆき菜なに違いないけど、まあ今は（面倒だから）触れないでおこう。やっぱり春はる風かぜだけじゃストッパーにはならなかったみたいだ。合がつ掌しよう。

『タルミ？　……ねえ、もしもしタルミー？　えっと、服のことなら謝らないわよ？』

「ああ、いや違う、それじゃない。むしろ服のことで謝るのは俺の方だ。……あのさ。ちょっと聞きたいんだけど、この服汚したらお前、怒るか？」

『な……何よそれ。どういうこと？』

　困惑気味に問い返してくる鈴すず夏かに、俺はざっくりと状況を説明していった。説明と言うか、要はこの服のままバイトに勤いそしんでもいいかという相談だ。鈴夏さえ納得してくれるなら、俺がストリップショーを演じる必然性はそもそもない。

　しかし、鈴夏の反応は芳かんばしくないものだった。

『むう。それは嫌ね』

「お前さ、俺の声でむうとか言うの止やめない？　ウザいぞ？　……いや、ほら、後でちゃんと洗うって。それでもダメか？」

『ダメ。そもそもあんたはあたしの服に触っちゃダメ！　んーと……それじゃあ、そうね』

　鈴夏はそこで言葉を切ると、一転、ほんの少しだけ声に喜色を混ぜて続ける。

『あんたの話だと、そこにもう一人別の女の子が居るんでしょ？　ふふん、あたし良いこと思い付いちゃったわ。ちょっとその子呼んできてくれる？』

「は、はあ？　なんでだよ」

『いいからっ！　ほら早く！』

「ったく……はいはい」

　相変わらずワガママ全開な鈴夏に嘆息しながら、俺はテントの方へと身体からだを向けた。すると、ちょうどタイミングよく、着替えを終えた三[image: ]が出てきたところだ。

　薄く盛り上がった体操服の胸元から微妙に視線を逸そらしつつ、俺は彼女に声を掛ける。

「三[image: ]、ちょっといいか？　実は鈴夏──じゃなくて、昨日知り合ったＮＰＣがお前と話したいって言ってるんだけど」

「？　ちょっとならいい」

　こくんと首を縦に振る三み[image: ]つじ。

　了承を得たところで、俺は端末の設定を弄いじり、鈴すず夏かの声が三[image: ]にも聞こえるようにする。

『オッケー、完璧よ。はい、じゃあタルミ、あんたは目瞑つぶってて。

　それで──ミツジ、だったかしら？　ふふん、聞いて驚きなさい。あんたはね、今から目の前に居る超絶可愛い女の子のスタイリストをするの！　大丈夫大丈夫、あたしの指示通りにやれば難しいことなんて何もないわ。はい手伸ばしてー、脱がしてー』

「えい。えい」

「──ちょっと待て！」

　端末から流れ出る声と、それに何の抵抗もなく従う三[image: ]の両方に向けて声を荒げた。一応、目は瞑ったままだ。速攻で服を開はだけられたせいで目を開けようにも開けられない。

　鈴夏がムッとしたような口調で反論してくる。

『何よタルミ、誰も傷付かない最高の方法でしょ？　どこに不満があるって言うのよ』

「傷付いてるよ。主に俺のプライドとか見み栄えとか、そういうのがざっくり傷付いてるんだよ！　不満も何も普通に恥ずかしすぎるし、三[image: ]だってこんなの嫌に決まって──」

「べつにいやじゃないけど」

「まさかの反論だと!?」

「わたしは平気。だからじっとしてて。……脱がしづらい」

「っ──」

　三[image: ]の声がやけに近くから聞こえた気がして、俺は咄とつ嗟さに呼吸を止めた。同時にふわりと優しい匂いが身体からだ中じゆうを包み込む。……多分、すぐ目の前では三[image: ]が、俺の背中に手を回してごそごそとやっているんだろう。俺の服を脱がすために。体操服で。

　ふーっと顔にかかる吐息。

　押し付けられんばかりの体温、呼吸音。

　そしてするすると服が脱がされ、無防備になっていく不安感。だと言うのにぴとりと背中に押し付けられた手からは仄ほのかな安心が感じられて──

『……こ、こっちの方が、ちょっとだけ恥ずかしかったかもしれないわね』

　──あのな、鈴夏。

　世の中には、思っていても言っちゃいけないことがあるんだ。





　　　　♯



「────すずか、きづいてる？」

　着替えで二悶もん着ちやくくらいあったものの、その後は普通に作業を始めて五時間と少し。既に軽さの欠片かけらもない足取りで階段を降りていた俺に、三[image: ]がそっと耳打ちしてきた。

　身体に籠もった熱を逃がすように体操服の胸元をパタパタ──ちなみにこの仕草、上から覗のぞき込む角度アングルだと滅め茶ちや苦く茶ちやいかがわしい──やりながら、俺は首を傾かしげて訊きき返す。

「気付いてるって、何にだよ？」

「……すずかのどんかん。にぶちん。ばか。あほ。すけべ」

「いや、何だか知らないけどそこまで言うことないだろ……」

「そんなことない。だとうなひょうか。だって──わたしたち、つけられてる」

「っ──」

　囁ささやくような声こわ音ねにきゅっと全身が強こわ張ばった。……尾つけられてる？

「……いつからだ。あと、相手は誰か分かるか？」

　問い返しながらも高速で思考を巡らせる。ＳＳＲのゲームシステム的には誰が襲ってきてもおかしくはないが、やはり相手として一番に考えられるのは正体不明の勇者様だろうか。今のところ、俺を殺す動機をはっきりと持っているのはあの〝影〟だけだ。

「ん、だれかはわからない」

　三み[image: ]つじは無表情のままふるふると首を横に振る。

「でもじかんのほうはわかる。多分、なんじかんもまえからずっと」

「そっ……んな、馬鹿な。だって俺──あたしたち、ずっと同じ場所を行ったり来たりしてるだけだよ？　どこに居たって気付くと思うし、それに、奇襲をかけるならともかく何時間もただ見張ってるだけなんて、そんなの何の意味も──」

「ある。……ただみはってるだけ、でも、ちゃんと意味があるひともいる」

　その意味深な言い草に、俺はそろそろと右手を首筋へ遣やった。見張っているだけで意味がある、だと？　攻撃を仕掛ける隙を窺うかがうわけでもなく、単に後を尾けるだけ。つまりは尾行だ。尾行という言葉がマズければストーキングか、あるいは追跡。……追跡？

　そうだ、一つあるじゃないか。

　他の参加者を攻撃する必要が一切なく、むしろ生かしたまま至近距離で潜伏しなきゃならないという特殊な勝利条件を持つ役職──そう、

「追跡者ッ!?」

「────あれぇ、バレちゃってたんだ」

　トン、と軽やかに足を突く音がして、それだけで風景が一変した。

　誰も居なかったはずの、何もなかったはずの空間。そこから、まるで突如発生した蜃しん気き楼ろうがそのまま実体を持ったかのように、一人の女の子が現れたんだ。

　それは、色々な意味で印象的な少女だった。長い黒髪に一房の赤シャギー。パンク系の服装、とでも言えばいいのか、ひらひら控え目のモノトーンスタイルが実にロックに極まっている。けれど、反面、胸元にぎゅっと抱き締めているのは大きな熊のぬいぐるみだ。

　彼女は無邪気にも病的にも思えるへらりとした笑みを浮かべると、俺たちの目の前でちょこんとスカートの端を摘つまんでみせた。

「初めまして、お姉ちゃんたち。リナはリナだよ。ご推察の通り追跡者。よろしくね♪」

「…………」

　脳に絡まるような甘ったるい声だ。可愛かわいいことには可愛いのだが、どちらかと言えばあざといという感想の方が先行する。同時に、どこか既視感のある少女だと思った。なんだろう、初めて会うはずなのに、雰囲気が似通った人物を知っているような気がする。例えば前回の裏ゲームＲＯＣか何かで……いや。今はそんなことを考えている場合じゃないか。

　コツコツと音を立ててこちらに近付いてくる追跡者。

　その姿をじっと観察していて、一つ気が付いた。彼女の昏い瞳は俺のことなんか全く見ていない。粘着質な視線の先にいるのはただ一人──三み[image: ]つじ小こ織おりだ。

「あはっ。やっぱりだ、やっぱりそうだぁ……♪　ねえねえ、お姉ちゃん、三[image: ]小織っていうんでしょ？」

「そうだけど」

「〝氷の女帝〟。〝無敗の戦せん姫き〟。裏ゲームで歴代二位の総合成績を残してる凄すご腕うで天才プレイヤー……あはっ、あれでしょ？　きっと、すごくすごーっく強いんでしょ？」

「…………」

　挑発めいた口調で煽あおられているにもかかわらず、微み塵じんも動じずにただ視線を返す三[image: ]。

　そんな彼女を前にして、追跡者は凄せい惨さんな笑みをさらに大きく歪ゆがませた。

「うふ、ふふふ……っ！　そうそう！　そんなのは全然、ぜーんぜんどうでも良かったよね！　さすが小織お姉ちゃんだよ。そう、大事なのは一つだけ。たったの一つだけ。あのね、リナはね──小織お姉ちゃんが大っっっ嫌いなんだ♪」

　跳ねるように楽しげな口調とは裏腹に、その目は、その言葉は、まるで鋭い刃物のようだった。冗談らしき色なんか欠片かけらもない。甘い甘い囁き声のろいはさらに続く。

「とーっても気に食わない。なんでかって言うとね？　あはっ、お姉ちゃんなら分かってくれるよね？　……そう。お姉ちゃんが、十六夜お兄ちゃんに気に入られてるからだよ」

「っ!?」

　いきなり予想外の名前が飛び出してきて思わずむせ返りそうになる俺だった。

　けれど……言われてみれば、確かに腑ふに落ちるような感覚もある。ああ、そうか、似てるんだ。彼女はどこかあの十六夜いざよい弧こ月づきに似ている。色合いも、服装も、雰囲気も、常に笑みを孕はらんだような歪いびつな表情も、全てがあの変態戦闘狂を想起させる。

　それはたまたま偶然なんかじゃなくて──彼女が十六夜の信奉者だから、ということか。

「十六夜お兄ちゃん♪　大好きな大好きな、リナだけのお兄ちゃん♪」

　追跡者は尚なおも、半ば歌うように十六夜の名を繰り返している。……なんと言うか、見ていてちょっと不安になる光景だった。十六夜のヤツ、まさか裏ゲームに参加する度にこんな迷惑なのを量産してるんじゃないだろうな。ＲＯＣの時は違う女の子と一緒にいたはずだし、あいつの人間関係は一体どうなってやがるんだ。

「でも──」

　と、ぬいぐるみの頭をポンポン撫なでていた追跡者の顔色が不意に翳かげった。

「知ってるよね？　十六夜いざよいお兄ちゃんは強い人が好きなの。強い人にしか興味がないの」

「…………」

　知っている。十六夜弧こ月づきというのはそういうヤツだ。それでプロフィールの八割五分は説明できると言ってもいいくらい、どこまでも強敵を求めるイカレ野郎だ。

　だから──と、追跡者は嗤わらいながらもう一歩だけ歩を進めた。

「リナはお姉ちゃんが嫌い。十六夜お兄ちゃんに好かれてる人なんてみんなみーんな大っ嫌い！　……あはっ。ほんと言うとね、リナがお姉ちゃんたちと戦う理由なんか全然ないんだ。リナ、追跡者だもん。ストーキングが終わった相手に用なんてない。でもね、我慢できないの。小こ織おりお姉ちゃんのこと見てたら、自制とかＳＳＲゲームの進捗とか、そういうの全部全部どうでも良くなっちゃった！　だからね、小織お姉ちゃん？　そろそろ覚悟は良いかな？　お姉ちゃんだけは絶対、ぜーったい……殺しちゃうから♪」

「……そう」

　既に至近距離と言って良い間隔で対たい峙じする三み[image: ]つじ小織と〝追跡者〟。

　壊れた笑みと徹底的な無表情とのぶつかり合いは──やがて崩れた。

「──《不可視の征服》」

　まず陶とう然ぜんと言葉を放ったのは追跡者だ。発言と同時、小柄な身体からだがぬいぐるみごと空気の中に溶けていく。そしてほんの数秒後には完全に目視できなくなった。

　じり、と空気が歪ゆがむのが分かる。……不可視の征服、と言ったか。正確な効果はまだ分からないけれど、追跡者の役職特性から考えれば恐らく潜伏系のスキルだろう。きっと彼女はまだそこにいる。薄い笑みを浮かべながら絶好の機会タイミングを窺うかがっている。

「…………」

　しかし、その熱に、高揚に中あてられてなお、三[image: ]は微動だにしていなかった。まるで危機感など持ち合わせていないとでも言うように、ただぼんやりと虚空を眺めている。余裕がどうとか言うより、これではもはや〝無関心〟の領域だ。──と、

「《アクセル》ッ！」

　潜伏状態の追跡者が叩たたき付けるような大声で加速スキルの発動を告げた。

　同時に轟ゴウッと物凄すさまじい音が塔の内部に鳴り響く。──何だ？　《不可視の征服》はこんな轟ごう音おんを伴うようなスキルじゃなかったはずだ。だったら、追跡者が何か巨大な武器でも取り出した？　そしてそれを思い切り振り上げて、未いまだにじっと立ち尽くしている三[image: ]を葬り去ろうとしている……!?

「──ちっ！」

　目の前の空気がぐにゃりと歪ゆがんで砕ける刹那──俺は首筋へ遣やっていた右手を勢いよく振り下ろし、左手首の端末に触れさせていた。流れるような挙動で共通加速スキル《アクセル》を起動。跳ね上がった敏びん捷しよう値に任せて地面を蹴ると、横合いから三み[image: ]つじに飛び掛かる。

「え……？」

　轟ごう音おん、衝撃、それから静寂。……数秒後に恐る恐る振り返ってみれば、ほんの少し前まで俺と三[image: ]が立っていた場所は完膚なきまでに崩壊していた。頑丈な煉れん瓦がで作られたはずの壁が、床が、階段が、ガラガラと音を立てて崩れ落ちている。

「……あはっ。なに邪魔してくれてるの？　お姉ちゃん」

　そして──ゆらりと。

　最初に現れたときと同じように、滲にじみ出るような気軽さで、追跡者が姿を現した。

「もう、ひどいよお姉ちゃん。あのね、リナはね、誰かに何かを邪魔されるのがすごくすごーく嫌いなんだよ？　お姉ちゃん、ちゃんと分かってる？」

「……さあな。さっき会ったばっかりなんだから、そんなの知るわけないだろ」

「ふぅん。反抗的なお姉ちゃんだね。リナ、そういうの良くないと思うな」

　そして彼女は、口元だけは歪ませたまま、猫のような目をすーっと細めて……駆けた。

「──死んじゃえっ！」

　圧倒的な超加速。胸元に抱いていたぬいぐるみをぐるりと回転させた追跡者は、その勢いのまま両手を横薙なぎに振り回した。馬鹿げた衝撃音と共に、ぬいぐるみの直撃を受けた壁面が容易たやすく捲めくれ上がって飛んでいく。あっという間に瓦が礫れきの山が出で来き上あがる。

「くっ……！」

　破壊の根源たる武器の正体に頬ほおを引ひき攣つらせながら──それでも俺は、どうにか体を捻ひねって初撃を躱かわすことに成功していた。……うん、確かに威力はとんでもないけど、これくらいならしばらくは避よけ続けていられそうだ。少なくとも例の勇者ほどの絶望感はない。

　けれど、そこで。

「すずかじゃま。どいて」

「え？　って、おあっ!?」

　俺の身体からだを、今度は逆に三[image: ]が突き飛ばした。

　予想外の展開に理解が追いつかない俺を放置して、彼女はさっさと追跡者の正面に陣取ってしまう。すぐさま襲い来る二撃目──三[image: ]は《アクセル》と《パワー》を同時に展開すると、攻撃のタイミングに合わせて〝上〟へと跳躍した。ぬいぐるみは彼女の足元を轟音と共に通過し、壁にぶち当たっては大きな風穴を開けていく。

「あはっ。やっとやる気になってくれたんだぁ……お姉ちゃん♪」

　三[image: ]の参戦に、無上の恍こう惚こつで顔を歪める追跡者。

　しかし──その表情が、やがて曇った。

「…………あれ？」

　それもそのはずだ。だって、この光景は明らかにおかしい。

　追跡者の攻撃を跳躍で躱かわした三み[image: ]つじが、何な故ぜかそのまま降りてこないで滞空し──あろうことか空中で方向転換するや追跡者の肩口に痛烈な踵かかと落としを叩たたき込むなんて、物理的に考えてあり得るはずがないんだから。

　けれど、それは現実に起こった。

「あ、ぐっ!?」

　クリティカルヒット。追跡者はあまりの衝撃に呻うめき声を上げ、ずるりとぬいぐるみを滑り落とした。それでも三[image: ]の攻撃は終わらない。尚なおも宙を漂ったまま追跡者の背後に回り込むと、太ふと腿ももに巻き付けられていたベルトから短剣を引き抜いて彼女の首に突き付ける。

「……しぬ？　それとも、にげる？」

　ここまでの所要時間──ほんの数秒。

　感嘆と言うより、むしろ唖あ然ぜんとしてしまうほどの早業だった。

「…………こ、のっ」

　未いまだに冷淡な表情を崩さない三[image: ]に、追跡者は激怒と恥辱を半々にブレンドしたような顔で下唇を噛かんでいる。だけど、そんなこと俺にはどうでも良かった。間近で見せつけられた〝氷の女帝〟のゲームセンスに圧倒されて、俺はただ目を見開くことしか出で来きない。

　こいつ──今、重力を買ったんだ。

　細かい部分は推測になるけど……恐らく、三[image: ]は自分にかかっていた重力を購入し、所持品欄に《格納クローズ》することで一時的な〝無重力状態〟を作り上げたんだろう。そして入手した重力を任意に《展開オープン》しながら推進力として活用し、擬似的な空中浮遊を実現させた。

　何か特別なスキルを使ったわけじゃない。

　入手困難なレアアイテムを使ったわけでもない。

「（あらゆるものはｐｔで購入できる──そんな仕様を普通に活用しただけだ。でも、嘘うそだろ？　あいつ、今の戦闘中咄とつ嗟さに……いや、前から考えていたんだとしても、ゲーム開始からたった一日でこんな戦法を組み上げやがったのか!?）」

　ごくりと唾を呑のみ込みながら、俺は改めて三[image: ]の横顔に視線を遣やった。無表情ゆえに迫力こそ感じられないが──確かに、強い。十六夜いざよいが注目するのも当然だ。

「（にしても……重力みたいな〝実体のないもの〟でも買えるのか、ｐｔって。賄わい賂ろで戦力の補強が出来て、こういうトリッキーな使い方も出来て……じゃあ他は？　他には何が買える？　考えろ、重要なことだ。目に見えないものですら、概念的なものですらアイテム扱いになるんだから……そう、俺だって、例えば……）」

　例えば──の先はまだ思い浮かばないけれど、それでも少しだけ何かが見えた気がした。

　そんな俺の思考を他よ所そに、三[image: ]は、手元のナイフをちょっと揺らして言葉を継ぐ。

「どうしたの？　はやくえらんで」

「うっ!?　……わ、分かった。消える、消えればいいんでしょ！」

　脅きよう迫はくじみた（というか実際脅迫だけど）声こわ音ねに急せかされ、追跡者がようやく折れた。彼女は落ちていたぬいぐるみを拾い上げると、そのまま足早に階段を降りていく。

　そしてある程度の距離を取ったところで不意にこちらを振り返った。

「────あは、リナ、怒っちゃった。ＳＳＲは絶対絶対ぜーったい、リナが最初にクリアしてあげるから！　リナに負けるの楽しみにしててね、お姉ちゃんたち♪」

「……えっ」

　いや俺は全然関係ないだろ──と反論しようとしたのだが、しかし今のはいわゆる捨て台詞ぜりふというやつだったらしく、俺が何か言うよりも先に追跡者は姿を消してしまった。

　小さく溜ため息いき。とりあえず、傍かたわらの三み[image: ]つじに礼だけ言っておく。

「あー、その、ありがとな三[image: ]。正直助かった」

「…………」

　彼女は何も答えなかった。代わりに俺の瞳をじっと見つめ、静かに何かを考え込んでいる。そしてたっぷり数十秒後──ようやくその唇を震わせた。

「あなたは」

「え？」

「……ん、なんでもない。あと、お礼ならいらない。いまは、きょうりょくしゃ、だから」

　結局それだけ言い残し、ふいっと後ろを向いてしまう三[image: ]。

　その意図がいまいち分からず、俺は彼女の背を見送りながら一人で首筋を掻かいていた。

　──ああ、それから余談だけど。

　俺のバイト代なら、追跡者がぶっ壊した建物の補修費で全額消えちまったそうだ。





　　　　♯



「……ん？」

　時計塔修理のバイトを終わらせてからすぐにログアウトし、夕飯までの時間をぼんやり過ごしていたところ、突然部屋の外からダダダダッと激しい物音が聞こえてきた。

　もしや泥棒か、と身構えてしまうような騒音だけど、生あい憎にく垂たる水み家ではよくあることなので溜ため息すら出ない。やがて案の定といった光景が視界の端で展開された。

「────ナぁギぃいいいい！　あんったねえ！」

　バターン！　と勢い良くドアを開け放ち、憤ふん怒ぬの形相でツカツカ歩み寄ってくるのは幼おさな馴な染じみ、雪ゆき菜な。彼女がこの部屋を訪れる時のテンションは上から下まで様々だけど、その中でも怒鳴り込みというのは割と定番の表情だ。

　だから、俺は至極どうでも良さげに、漫画を片手に言葉を返す。

「おい、どうしたんだよ。お前、ちょっと前まではちゃんと人間だったのに」

「ちょ、何よその今はあんまり人間じゃないみたいな言い方！　どっからどう見ても可愛かわいい可愛い人型幼おさな馴な染じみの雪ゆき菜なさんでしょうが！」

「そんな姿になるなんて……俺、結構ショックかもしれない……」

「え、え、何？　私ってナギの目にどう見えてるの？　異形の怪物か何かなの？　そ……それにナギ、私がそうなったら一応ちゃんと心配してくれ──」

「まさか主人公が樽たるになるとはなあ」

「漫画の話か！　何よもうナギのくせに！」

　はあはあと息を切らしながら雪菜は全力のツッコミを入れてくる。……漫画の話か、も何も、俺は最初から漫画の話しかしてないんだけどな。

「ったく……で？　なんなんだよ。何か用があって来たんだろ？」

「へ？　あ、うん。……えっと、何だっけ」

「……じゃあな」

「や、違う、違うってば！　ナギがいっぱい茶ちや化かすから忘れちゃ──ってない！」

　ごく自然な流れで俺のベッドに腰掛けていた雪菜だったが、突如として何かを思い出したように立ち上がった。そして、微かすかに頬ほおを赤らめながら、ずいっと顔を近づけてくる。

　清潔感のある香りがふわりと鼻を掠かすめた。

「ナギさ、言ってたよね、昨日の夜。〝これからしばらく色々と妙なことが起こるかもしれないけど、出で来きれば我慢してくれ〟みたいなこと」

「あ、ああ」

　確かに言った。ＳＳＲに参加することで──もっと直接的に言えば、俺と鈴夏が入れ替わることで周囲に迷惑が及ぶ可能性は大いにある。だけど雪菜に入れ替わりの詳細を説明するわけにはいかないから、曖あい昧まいな言葉で誤ご魔ま化かすしかなかったわけだ。

「……って、あ」

　そこまで回想したあたりで、ふと、時計塔で鈴すず夏かと通信した時のことを思い出した。

　そうだ……そう言えば鈴夏のヤツ、初日からいきなり雪菜を巻き込んで暴走してたんだったな。端末越しに響いていた声から推測するに、どうせロクでもないことをしでかしたに違いない。説教くらいは甘んじて受けるしかないか。

「えっと、それでね」

　俺が内心でそんな覚悟を固めていると、雪菜はそう言ってこほんと咳せき払ばらいをした。心なしか、赤茶色の瞳がぽーっと熱っぽく潤んでいるようにも見える。

「分かってるの。その〝妙なこと〟の一環なんだろうなっていうのは分かってるし、それをナギが話したくないって言うなら私は訊きかない。だから、それはいいよ。我慢するもん」

「ん……悪いな」

「ううん。ナギのことだからどうせ私に気を遣ってるんでしょ。……で、でもさ」

　小さくはにかんだと思えば、今度はすっと俺から視線を逸そらす雪ゆき菜な。……何だ？

「…………のは、さすがに、ちょっと……」

「え？」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　だからっ！」

　ぼそぼそと漏れてきた声が全く聞き取れずに首を傾かしげると、雪菜は一度言葉にならない呻うめき声を上げ、それからがばっと真っ赤な顔をこちらに向けた。

　そして──鼻と鼻がぶつかりそうなほどの距離で、悲鳴みたいに叫ぶ。




「こ、告白するのは！　さすがにどうかと思う！」




「…………は？」

　思わず間の抜けた声こわ音ねで訊きき返してしまった。

　それで自や棄けになったのか、雪菜はいっそ半ギレの口調で糾弾を続ける。

「ああもう、ナギの馬鹿！　何よなんなのよ、朝早く春はる風かぜちゃんと一緒にうちに来たと思ったらいきなり私の腕がしって掴つかんで！　何が楽しいのか分かんないけど一日中私たちのこと振り回してはしゃぎまくって！　そ、その上、最後の最後であんなっ……あんな……」

「あ……あんな？」

「……壁ドンからの『愛してる』とか…………ずるいよ」

「────」

　その辺りで思考が完全に止まった。ぷしゅうう、と頭から湯気を出しそうな勢いで照れている雪菜を呆ぼう然ぜんと見み遣やりながら、俺も燃え尽きたように黙り込んでしまう。……え、それ、俺の話？　俺が雪菜を一日中連れ回して、挙句の果てに告白したの？　好きだって？

「「…………」」

　しばらく至近距離で見つめ合いながら、お互い次の言葉を切り出せない幼おさな馴な染じみ二人。

　先に立ち直ったのは雪菜の方だった。

「う……わ、分かってるわよ。さっきも言ったけど納得はしてるの。〝妙なこと〟なんでしょ？　今日のことはナギにとって間違いって言うか……事故みたいなものなんでしょ？」

　そう言いながら唇を尖とがらせ、チラリと俺に上目遣いを向けてくる。間違いだとか事故だとか……実際その通りではあるんだけど、こう真正面から問とい質ただされると頷うなずきにくい。

「えっと……」

　とにかく今は取り繕うのが先決だ。ようやく回復してきた脳内スロットから、状況に適した言葉をどうにかこうにか絞り出す。

「いや、その……ほんと悪かった。で、でもあれだよな。それが分かってるなら、何もそんなに恥ずかしがらなくたって」

「っ！」

　雪ゆき菜なは一度だけ、むっと俺を睨にらみ付けた。

　そして、思い切り頬ほおを膨らませると、べーっとばかりに舌を突き出して──

「本気じゃないって分かってても恥ずかしいものは恥ずかしいに決まってるでしょ！　ナギのばぁああああああああかっ！」

　そんな捨て台詞ぜりふを残してさっさと部屋を出ていってしまった。

「……俺、今、何か間違えたのか？」

　首筋を掻かきながらぽつりと呟つぶやく。何か重要な選択肢を間違えたような気がしないでもないけれど、しかしそうは言っても俺の対人経験値はここ四年間でガリガリ削られていたんだ。咄とつ嗟さの判断が利かないことくらいは雪菜だって分かっているはずなのに。

「──っと」

　そんなことを考えていると、ふと机の上のスマホがブーブーと鳴った。

　手早く操作して通話画面を起動する。相手は鈴すず夏かだ。

「もしも──」

[image: ]

『あ、ねえタルミ？　にしし、どうだったどうだった？　このスーパー賢い鈴すず夏か様があんたの恋愛ラブコメを軽ーく後押ししてあげたわ！　我ながら手腕が巧み過ぎてちょっと怖いくらいよね。あんたこれで脱童貞☆とか出で来きたらあたしに一生貢ぎなさいよ？』

「…………」

『ふふん、驚き過ぎて感謝の言葉も出ないというわけね』

「違ちげえよ、呆あきれ過ぎて憤ふん怒ぬの言葉も出ないというわけだ」

『ええー？　何よ、素直じゃないわねタルミは。大体あんたおかしいんじゃないの？　身近にあんな可愛かわいい子が二人もいるのにちっとも手出さないなんて有り得ないわ。もしかして流行はやりの草食系男子（笑）とか気取っちゃってるわけ？』

「うるさいっての。あのな、手出すも何も、雪ゆき菜なは俺の幼おさな馴な染じみだぞ？　小ちっちゃい頃から一緒に居るのに今さらそんな気持ちになれるかよ」

『そうなの？　本当に？』

「ああ」

『ち───っとも？』

「…………ああ」

『……ふうん？　まあいいわ、ならそういうことにしておいてあげる。ね、じゃあじゃあハルカゼは？　ほら、あたしが初めてそっちの世界に行ったときだってベッドの上でいちゃいちゃしてたわけじゃない。欲望のままに犯してやりたいっ、とか思わないの？』

「表現が露骨すぎるだろお前……自分の〝妹〟に対してよくそういうこと言えるな」

『妹？　妹って……あ、そっか。確かに、ハルカゼは五番機だから……ああ、それで……』

「……鈴夏？」

『────え？　あ、ううん、何でもないわ。えと、えっと……そう！　あんたにもう一つ、とっておきの情報を提供してあげようと思ってたの。うん、それだけよ！』

「とっておきの情報？」

『そうよ。……ふふん、喜びなさい？　心して聞きなさい？　さっき告白した時なんだけどね──ユキナ、けっこう満更でもなさそうだったわよ。あれ押し倒しちゃえば絶対』

「ッ……!?　ああもう、いい加減にしろよお前!?」

　声を荒げた瞬間、ケラケラと楽しそうな笑い声を残して回線はブツっと途切れた。

　はああ……と、俺はそんなスマホの画面を睨にらみ付けながら深く深く溜ため息いきを吐つく。

「こっちはお前のためにＳＳＲゲームを攻略しようとしてるってのに……」

　──いや。

　思わず愚痴っぽくなってしまったけど、ＳＳＲへの参加を決めたのは俺の一存だ。別に鈴夏に頼まれたわけじゃないし、スフィアから強制されたわけでもない。彼女がいくらワガママで能天気だからと言って、そこを恨むのは筋違いでしかないだろう。

　それに──一口に傍ぼう若じやく無ぶ人じんとは言うけれど、彼女のハイテンションに時折〝陰〟が窺えるのが俺には少し気になっていた。鈴すず夏かはたまに何かを言い淀よどんでいることがある。隠していることがある。だから、もしかしたら、まだ単なる〝傍若無人なワガママ娘〟と決めつけるには早すぎるのかもしれない。

「……まあ、俺の気のせいならそれで構わないんだけど」

　一つ呟つぶやいてから首を振り、重い腰を上げて勉強机へと向かう。

　経験則から考えればそろそろ二度目の来襲がある頃だ──その前に、雪ゆき菜なへの弁明を考えておかないといけない。





　　　　♯



　一晩経たって翌朝。

　昨日の大はしゃぎがそんなに楽しかったのか、鈴夏は今日も現実世界側を希望した。

　本来なら快諾したいところなのだが、実は、なかなかに微妙なところだ。祝日だった昨日と違って今日は平日。鈴夏を学校なんかに行かせたら大惨事になること間違いなしだろう。けれど、だからと言ってゲームの進行を疎おろそかにするわけにもいかない。

　とか何とか──そんなことをダラダラと悩んでいたのが、今から三十分ほど前の話だ。

「……で。何だかんだこっちを選ぶあたり、俺もそこそこ流されやすいのかもな」

　結局ＳＳＲ世界に降り立つことにした俺は、長いスカートを引っ掛けないよう小さくたたらを踏みながら自じ嘲ちよう気味にそう呟いた。ここは……町の外縁部に近い住宅街、だろうか。以前に見た貴族街や商店街に比べて活気が少なく、若干寂さびれているようにも思える。

「って言っても、俺からしたらちょうどいいくらいの田舎だけど」

　そんなどうでもいい感想を漏らしながら端末の画面を投影展開させた。やはりどうにも見み辛づらいＵＩに一瞬だけ顔をしかめ、気を取り直して掲示板にアクセスする。

《掲示板：三日目午前八時二十分現在。魔王：１３７４。勇者：１２２９。革命家：３８７。処刑人：１００３。審判：８００。追跡者：２２０８。神官：２４５５》

　ほっと安あん堵どの息が零こぼれた。

　……うん。１３７４ｐｔなら、昨日の追跡者戦での消費ｐｔと自然増加分を足し引きした数値とほとんど変わらない。もしかしたら鈴夏のヤツ、表の世界で楽しんだ分ゲーム内では大人しくしていてくれたのかもしれないな。

「さて、と」

　切り替えよう。今考えるべきはこれからの行動についてだ。順当に進めるのなら今日もバイトでｐｔを稼ぐのがベスト……なのだが、実は少しだけ嫌な予感がしていた。

　何って、あまりにも動きがなさすぎる。

「多分、そろそろだと思うんだけどな。ゲーム開始から丸一日はルールとか仕組みの把握に使うとしても、プレイヤーによってはもう本格的に動き始める段階だ」

　それも例えば三み[image: ]つじみたいな、凄すさまじいゲームセンスを持つ人間なら尚なお更さらな──と、心の中でこっそり付け加えておく。

　実際、妙な話ではあった。掲示板を見る限り、既に所持ｐｔが２０００を越えているプレイヤーだって出始めている。強力な武器や潤沢なアイテムを揃そろえたり、役職スキルの使用も戦略として検討できる頃合いだろう。それなのに、動かない。

　中でも特に違和感があるのが革命家と処刑人、それから審判だ。

〝処刑人・追跡者・神官の脱落〟を狙う役職──革命家。

〝魔王・審判・神官の脱落〟を狙う役職──処刑人。

〝神官を生存させた状態で任意の二役職の脱落〟を狙う役職──審判。

　追跡者や神官とは違って、この三職に関してはどちらかと言えばＰＶＰを行わない理由がないんだ。他のプレイヤーには〝積極的に動くと逆に彼らが有利になる〟というジレンマがあるけれど、彼ら自身にはそれがない。だからこそ、準備が整い次第すぐに行動を開始するのが筋なのに。

　なら……誰かがそれを妨げている？

　そう考えてみれば、そうだ。確か──

「すずか」

「ッ!?　……あ、ああ、三[image: ]か。何だよ驚かせやがって」

　絶妙なタイミングで現れた三[image: ]に背後から声を掛けられ、俺はか弱い美少女らしくびくっと肩を跳ねさせた。……相変わらず気配がなさすぎる。

「すずか。たいへん。とってもたいへん」

「お前が言うとあんまり大変そうには聞こえないけど、一応訊きくぞ。何がだ？」

「見て」

「……いや、だから、端末押し付けられても見えないって」

　どこか既視感のあるやり取りだ。なおも腕を伸ばしてくる彼女をやんわりと制しながら、俺は大した心構えもせずにその画面を覗のぞき込む──と。

「……え？　これって……！」

「そう、たぶん、ＰＶＰ。だれかが仕掛けたんだとおもう」

　三[image: ]は淡々と俺の言葉を引き継いだ。

　──彼女の端末に映し出されていたのは、ＳＳＲの全体図マツプだった。同心円状の街並みの上に七つの点が散っている。その分布は、今俺たちが居る位置に二つ、別の一地点ポイントに三つ、そして残りの二つはバラバラ、といった具合だ。どの点が誰、とは分からないけれど、恐らく七つの光点がそれぞれ各プレイヤーの現在地を表しているんだろう。

　そういう意味だよな？　と確認するつもりで視線を遣やると、三[image: ]は神妙に頷うなずいた。

「そう。じゅっぷんかんだけ全ぷれいやーのいばしょが分かるあいてむ。……けど、たかいし、つかいすて。しかも、せんぷくスキルつかわれると無効になる。しょぼい」

「しょぼいって……いや、そんなこと言ってる場合じゃないだろ。早く行かないとマズい」

　心拍数がどんどん上がっていくのを自覚しながら、俺は右手を首筋へ遣やった。

　三人参加のＰＶＰ……だと？　それは、想定出で来きる限りで一番マズい展開だ。大幅なｐｔ移動が起こるとかそういうレベルの話じゃない、審判だ。〝神官を生存させたまま任意の二役職が脱落〟──そんな勝利条件が一度の戦闘で達成されてしまう恐れがある。

「…………っ」

　痛いくらいに唇を噛かみ締めながら、俺は、密ひそかに三[image: ]へ視線を遣った。

　そうだ──三み[image: ]つじ小こ織おりは神官だ。もし仮にこのＰＶＰで二人のプレイヤーが脱落するとしても、その戦闘が終わるより早く俺が三[image: ]を殺せば審判の勝利条件は不成立に持ち込める。

「……すずか？　いかないの？」

　俺の様子を訝いぶかしんでいるのか、三[image: ]は無色透明の瞳でじっとこちらを覗のぞき込んでくる。

　そんなものを見つめながら、俺は──たっぷり一分近くはぐるぐると思考を回し続けた挙句──結局「……はあ」と短く息を吐いた。

「いや、行く。さすがに無視は出来ない。お前も行くんだろ？　急ごうぜ」

　ん、と頷うなずく三[image: ]を横目に早速足を踏み出す俺。

　……ああ、分かってる。分かってるさ。定石としては、冷静な思考でゲームに臨むつもりなら、俺はここで三[image: ]を倒しておかなきゃいけなかった。だってその方がずっと安全で効率的だ。凄すさまじいプレイスキルを持つ彼女を真っ向から倒せるのか、という疑問はあるけれど、端はなから放置というのは絶対に違う。

　だけど──曲がりなりにも追跡者から守ってくれた彼女を裏切るのは、少し気が引けて。

　彼女の言葉を借りるなら、少なくとも、今は協力者なわけで。

　そんな曖あい昧まいな理由から三[image: ]を攻撃するのを止やめ、それよりもＰＶＰ現場へ急行することを選択した俺は、だから完全に油断していた。

「──あっ」

　小路に突然現れた些さ細さいな段差。前を歩いていた俺は咄とつ嗟さに気付いて事なきを得たが、俺のすぐ後ろにいた三[image: ]はそうもいかなかったらしい。小柄な身体からだがぐらりと倒れ、重力に導かれるまま頭から石畳の道路に──

「《アクセル》ッ！」

　──衝突する直前、加速スキルを使用した俺は三[image: ]の下に滑り込んでいた。とすん、と小さな衝撃と共に、水色の髪に包まれた頭が俺のお腹なかに軟着陸を果たす。フリルが吸収材の代わりになってくれたのか、落下距離の割には大した痛みも感じない。

　そう思った矢先のことだった。

「────え？」

　身体が起こせない。

　金縛りに遭っているとか、物理的に起きられないとか、そういうことじゃなく──ただただ目の前に突き付けられた凶器のせいでこれ以上顔を持ち上げることが出来ない。

「三み[image: ]つじ……？」

　彼女は、三[image: ]小こ織おりは、俺の問いに一切の反応を示すことなく、相変わらずの無表情で俺のことを見つめている。射抜いている。馬乗りになって俺の身体を拘束したまま、冷たい視線をこちらに向けている。……待て、落ち着け。冷静になれ。

　俺が三[image: ]の協力を受けた理由は何だった？　ああそうだ、細かい事情はいくつかあるが、そもそもは彼女が神官だったからだ。神官と魔王には互いを殺す利点がない。だからこそこの協力関係は成立していた。

　だけど、それなら、どうして俺は襲われている──？

　……そこまで思考が至った瞬間、左手首の端末が小さく振動したのが分かった。

「ん」

　それはどうやら三[image: ]も同じだったらしく、彼女は無言で自身の端末に視線を向ける。そして一瞬で内容を確認し終えると、何な故ぜか投影画面を反転させ、俺の目の前に突き付けてきた。怪け訝げんには思うが、この体勢では視線を逸そらすことも出で来きやしない。

　端末画面に表示されていたのは、ＳＳＲの全体ログだった。

　そして、いくつかのシステムメッセージの中に、一際目を引く一文がある──そう。

《革命家が神官を撃破しました》

「…………ッ!?」

　一瞬で全身の血の気が引いていくのが分かった。

　いや……いやおかしいだろ、どう考えても。神官？　倒されたのが神官だと!?　だったら目の前で俺をホールドしてるこいつはなんだ、誰だ。くそ、ちくしょうどうなってやがる。以前見た三[image: ]の端末には確かに〝神官〟の役職名が記されていたはずなのに──

「１００ｐｔ」

「……え？」

　混乱に支配された俺の思考をぶった切ったのは、三[image: ]の淡々とした声だった。

「たんまつのがめんを偽装するアイテムなら、１００ｐｔで買える。すごくお得。それだけで、こんなにゲームの進行をおくれさせることができた」

「!?」

　端末画面の偽装──そうか。じゃあ、あの神官名義こそがフェイクだったのか。

　つまり彼女はすり替えていたんだ、役職を。恐らく本来の三[image: ]には俺を殺す動機があったんだろう。けれど素の役職名では近付きづらかったために無害な神官を装った。そして同時に、本物の神官が三み[image: ]つじの役職を騙かたっていたことで、神官狙いの革命家・処刑人の動きも牽けん制せいされていた。それら全ての状況が彼女によって誘導されていた。

　一石何鳥になるかも分からないくらい巧妙な成り代わり。

　これが──氷の女帝。

「…………っ」

　気付けばつるりとした首筋を一筋の汗が伝っていた。

　ついでにごくりと唾を飲み込む。……ああ、いい加減、予感はあった。昨日から魔お王れだけを尾つけ狙っているんだろう行動原理も、流れるような挙動も、静かな殺気も見覚えがある。そりゃそうだろう。だって俺は既に一度、こいつと戦っているんだから。

「お前は……誰だ？」

　それでも一応は礼儀として尋ねる俺に、三[image: ]小こ織おりは表情を変えず、囁ささやくように答えた。




「勇者。──わたしは、勇者」





　　　　♯



　ガヤガヤとした喧けん騒そうが遠く軽やかに耳じ朶だを打つ。

　陽の光は汗ばむほど強烈ではなく、穏やかな、なんて形容が似合う良い天気だ。

　そんな、リラックスするにはおよそ最高のロケーションの中で、俺は──美少女にあるまじき酷ひどく暗い顔色を晒さらしながらタッタッタッと小刻みに足を動かしていた。

「……何で生きてるんだろ、俺」

　果てはこんな鬱うつっぽい独り言まで飛び出してくる始末だけど、安心して欲しい。これは一応ゲームの話だ。

　──三[image: ]が〝勇者〟だと判明した瞬間、俺はもう、半分くらい諦めていた。

　だってあの状況はどう考えたってチェックメイトだろう。王手どころの話じゃない、完全な詰みだ。もちろん完全に勝負を投げていたわけではないが……それでも打開策なんか見当たらなかったし、多分、そんなものはどこにも残っちゃいなかった。役職スキルに望みを託そうにも、所持品を奪うだけの《強制徴収》じゃ使い物にもならない。

　……しかし、あの時。自身の正体を淡々と明かしたその直後。

　三[image: ]はあろうことか、何の予兆もなく立ち上がると──持っていた短刀を《格納》し、ふいっと俺に背を向けてどこかへ消えてしまったのだ。

　立ち去る彼女が残した言葉が、今も頭の中でリフレインしている。




『ていこうしなくていい。どうせまだころしちゃいけないし、さっきたすけてくれたから、今はみのがしてあげる』

『でも、きのうも、ころす機会はなんかいもあった。たぶん、これからだっていっぱいある。……すずか、ききかんなさすぎ。ひとのこと、かんたんに信じすぎ』

『これ、ゲームなんだよ。裏ゲーム』

『よけいなことかんがえてたら、ぜったい勝てない』

『そんな効率のわるいやりかたしてるひとに、わたしは負けないから』




「──分かってるっての、そんなこと」

　悪態交じりにそんな言葉を吐きながら足元の小石を蹴り飛ばす。

　三み[image: ]つじの言葉はいちいち正論だった。彼女が勇者であるのなら、俺を殺す機会など確かにいくらでもあったことだろう。だって俺は、神官という偽情報に安あん堵どして三[image: ]に対する警戒心をほとんど捨てきっていた。協力者として彼女を助けようとさえしていた。

　考えてみればおかしな話だ。他の参加者プレイヤーなんか絶対に信じちゃいけない──それが裏ゲームの基本だったはずだし、現に俺も、かつてはそうして勝利を収めている。

　……だけど。

　そんな俺は、裏ゲームをクリアするためだけに人格を再構築したいつかの俺は、ＲＯＣを通じて春風にぶっ壊されてしまったんだ。ちょっとした宗旨替えどころか、むしろ真逆の思考でゲームに挑まざるを得なくなっている。余計なことをいくつ抱えることになっても、それを安易に手放したいとは思えなくなっている。

　というか……そもそもの話。

「余計なことそういうのを簡単に切り捨てられるくらいなら、俺は最初からＳＳＲになんか参加してねーんだよ」

　形の良い唇を小さく歪ゆがめる。……そうだ。確かに三[image: ]の正体に勘付けなかったのは俺のミスだけど、その生なま温ぬるい思考の何もかもが間違っているというわけじゃない。そうじゃないんだ。違うんだ。俺は今からそれを証明しなきゃいけない。

　だからまあ、要するに。

「見てろよ。────三[image: ]おまえにだけは絶対負けねえ」

　散々煽あおられてボロボロにされた苛いら立だちに小さく頬ほおを歪めながら、それでもあくまで女の子な俺はふぅと一つだけ息を吐き、足早に目的地への行軍を再開した。





　　　　♯



「かはっ──よお、夕ゆう凪なぎ。遅かったじゃねえか。てめーどこで何してたんだよ」

「…………」

　例のＰＶＰが行われていたポイント。そこへ着くなり聞こえてきた乱暴な声に、俺は逆走ダッシュで家まで帰りたい気持ちを押し殺しながら可か憐れんな顔を引ひき攣つらせた。

　出で来きれば信じたくない現実を確かめるように、俯うつむいていたところから頭を徐々に上げていく。が……残念ながら案の定だ。ズタボロのダメージジーンズ、赤シャツにジャケット、素肌には揺らめく炎の刺青いれずみ、焦げ茶の短髪。そんな〝生涯関わり合いになりたくないタイプ〟の不良が一人、俺の前で傲ごう岸がん不ふ遜そんに立っている。

　十六夜いざよい弧こ月づき。

　ＲＯＣにおいて春お風れの最大の敵であり、けれど何だかんだあった挙句に最終的には協力関係──とも少し違う、言わば並列走行の関係に落ち着いた変態戦闘狂である。

「はあ……あのな。まあ百歩譲って『待ってた』はいいよ。ＰＶＰドンパチやってりゃ誰かしらは来るだろうしさ。けどお前、何で俺が夕ゆう凪なぎだって分かるんだ。ＳＳＲじゃ初対面だろ」

「あ？　そりゃてめー、決まってんだろ。アレだ」

「アレ？」

「雰囲気。空気。あとなんか匂い」

「っ……お前、はっ倒すぞ」

　春はる風かぜより少し大きな胸を隠すようにかき抱きながら、本能的に身の危険を察知した俺は目の前の不良から距離を取った。くそ……だからヤバいんだって、こいつ。明らかにストーカーレベルに磨きがかかってる。

　十六夜はそんな俺を見ながらしばらくニヤニヤと嗤わらっていたが、やがて右手に持っていた拳銃でトントンと自身の肩を叩たたいた。

「ま、細かいことはどうでもいい。一人コスプレ大会中だろうがなんだろうが、てめーが参加してるならオレに文句は微み塵じんもねえよ」

「だからコスプレじゃないって何度言えば──ああ、なんかもういいや、それで」

　降参するように両手を上げて、俺はそれ以上の説明を放棄した。どうせこいつは外見に固執しないタイプだ。俺がキラッキラの金糸を靡なびかせていようが薄桃色の長髪をふわりとやっていようが、大して気にも留めないだろう。

　そんなことより、訊ききたいことが一つあった。

「で、だ。……十六夜。ここに残ってるってことは、お前が革命家だな？」

「かはっ。さてどうだろうな──と言いたいところだが、ま、ぶっちゃけそうだな。そこは流石さすがに隠せねえか。……ああ、革命家はオレだ。役職偽装とかいう微妙な小細工で無駄に時間を取られちまったが、ようやく神官の野郎をぶっ殺せた」

「へえ……何だ、お前でも手間取ったのか」

「あぁ？　別に手間取ったって程でもねえよ。せいぜい道端の障害物が小石から岩にすり替わった程度の些さ細さいな差だ。多少時間を稼がれたのは事実だが……って、もしかしてアレ、てめーの仕業か夕凪？　お？」

「ひゃあっ!?　お、お前その図ずう体たいで肩とか組んでくるんじゃねえよ、訴えるぞ!?　離れ、ろって……だぁあもう違う違う！　神官を名乗ってたのは俺じゃない、三み[image: ]つじだ！」

「みつじ──って、うげ」

　俺が三[image: ]の名前を口にした瞬間、鬱うつ陶とうしくダル絡みしてきていた十六夜いざよいの表情がいきなり大きく引ひき攣つった。彼はしばらく「マジかよ」とか何とか呟つぶやきながら拳銃の銃口で後頭部を掻かいていたが、やがて全身を使って大おお袈げ裟さな溜ため息を吐つく。

「はぁ……また面倒な名前を出してきやがったな。知ってるぜ？　三[image: ]小こ織おり。天才孤高のゲームプレイヤー。最後まで参加したゲームじゃ一度も負けがねえ、っつう異常過ぎる戦績から〝無敗の戦せん姫き〟やら〝氷の女帝〟やら呼ばれてる女だ。勝ちまくるくせに報酬の要求が微妙、だとかで、スフィアが用意したサクラだって言い張る連中もいるくらいだな」

「……その二つ名みたいなヤツ、本当にあるのかよ」

「あ？　ああ、まあな。裏ゲームの常連なら大抵何かしらあるぜ？　当然てめーにもな」

「言わなくていいからな、それ。聞きたくない」

　だろうな、と哄こう笑しようを浮かべる十六夜。この分だと相当不本意な、もとい、こっ恥ずかしいあだ名を付けられていそうだ。今さらだけど、初対面の相手に〝女帝〟を名乗れる三[image: ]の精神構造が心底羨ましい……って、ん？

「あれ、でも、だったらどうしてテンション低いんだよお前。要するに三[image: ]はとんでもなく強いんだろ？　お前にとっては大歓迎じゃないのか」

　というかそんなヤツがいるなら俺じゃなくてそっちに執着しろよ──なんて内心を隠したまま、半分くらいは純粋な疑問としてそう尋ねる。

　けれど十六夜は、どことなく憂いを帯びたような表情で首を横に振った。

「ああー……いやな。なんつうか、苦手なんだわ。アイツ」

「……は？」

「いや、茶ちや化かしてるわけじゃねえよ。正味な話な。……そりゃあ最初は興奮したぜ？　てめーがなかなか裏ゲームに復帰しない中、颯さつ爽そうと現れたニューフェイス。このオレが挑みかからないわけがねえ」

「まあそうだろうな。それで？　一瞬で返り討ちにあったのか？」

「馬鹿かてめー。んな経緯なら余計に燃え上がってるっての。そうじゃねえ、そもそも戦闘にならなかったんだ」

「え？」

　予想外の返答に眉をひそめて訊きき返す。すると十六夜はいよいよ嫌そうに言葉を継いだ。

「だからよ、まともに勝負してくれねえんだわ、あの女。知ってるか？　アイツ、根っからの効率厨ってことで名が通ってんだ。無駄な行動は絶対しねえ。んで、そういうことなら、当時もう対人戦最強の称号を貰もらっちまってたオレとの交戦なんざ言語道断だろ」

「ああ……なるほど。要は避けられてたのか」

「そういうこった。それも、結局ゲーム内で一度も当たってねえのに最終成績じゃ毎回向こうが上なんだぜ？　上どころか一位トツプだ。やってられるか。……ああ、それと〝無敗の戦せん姫き〟にも秘密があってな。アイツ、割とすぐ棄権すんだよ。オレみたいな格上認識の相手と直接ＰＶＰしなきゃいけないような状況になったら速攻で勝負を降りやがる。ま、そういう意味で〝最後まで参加した場合は全勝〟の戦姫様ってわけだな」

　十六夜いざよいはそこまで話し終えると、本当に憂ゆう鬱うつそうに溜ため息いきを吐ついた。どうやら三み[image: ]つじへの苦手意識は本物らしく、その顔には既に疲労の色が濃く出ている。

「…………」

　ちなみに俺はもう一つ、十六夜シンパっぽいイカれたストーカーがＳＳＲに参加していることも情報として握っているわけだけど……まあ、ここで追い打ちをかけるのは可哀かわい想そうだし、今は伏せておいてやるか。

「──で、だ」

　そうやって黙り込んでいた俺に対し、十六夜は短く声を発した。

「てめーはその三[image: ]小こ織おりと──神官を詐さ称しようしていたヤツと行動を共にしていて、今は決別して一人きりって解釈で間違いねえな。だったら教えろよ、アイツの役職は何だった？」

「…………」

「んだよ、情報だって等価交換が基本だろ。ああ、ちなみに言うなら、ここに居たもう一人ってのは審判だ。案外逃げ足が速くてな、残念ながら仕留め損ねた」

　ニヤニヤと嗤わらったまま俺に銃を突き付ける十六夜。口調や態度からして本気でＰＶＰに発展させるつもりはなさそうだが、しかし戦闘への切り替えスイッチが異常に緩んでいるこいつのことだ。どういうキッカケで引き金を引くかなんて分かったものじゃない。

　……仕方ないか。

「あいつは──勇者だ。神官じゃなくて勇者だった」

「ひゅう。マジかよ、一日目からいきなり役職スキル発動して全プレイヤーを牽けん制せいしてくれやがった勇者様……アレが女帝か。確かに、らしいわ」

「あ……」

　そうか、と今さらながらに納得した。

　確かに役職スキルの発動は全体ログに載る。そこに《オートセーブ＆ロード》なんてチートスキルが公開されれば、誰だって勇者を無駄に襲おうとはしないだろう。三[image: ]はその隙を突いて神官と役職名を交換し、魔お王れに接近したんだ。その間、本物の神官は、狙われにくくなった〝勇者〟の皮を被かぶって正体バレまでの時間を稼ぐ。

　──改めて、すげえな三[image: ]。

「かはっ」

　俺が三[image: ]への認識をさらに上方修正していると、不意に十六夜の可お笑かしげな笑い声が耳じ朶だを打った。彼は思いきりニヤつきながら、指先で拳銃をくるりと回す。

「あいつが勇者なら、つまりてめーは魔王ってワケだ？」

「……ああ、そうだよ」

「く、くくくっ……かははははははは！　相ッ変わらず面白いゲーム見せてくれるじゃねえか夕ゆう凪なぎ！　んだよ不死身の勇者に立ち向かう魔王って！　あーあー、こりゃ革命家ってのは完璧ハズレ役だな！　こんなことならオレが勇者になりたかったくらいだぜ！」

「お前、他ひ人と事ごとだからって…………ん？　待て。お前、今なんて言った？」

「あぁ？　……別におかしなことは言ってねえぞ。てめーコスプレのしすぎで幻聴でも聞こえるようになったんじゃねえの？」

「…………」

　なんだろう。確かに何かが引っ掛かったような気がしたんだけど。

「いや……悪い、何でもない。──ったく、ハズレ役とか言うならそれこそ魔王だろ。倒さなきゃいけない相手が不死身なんだぞ？　こんなのどうやって攻略するんだっての」

「かはっ。無敵の勇者の倒し方、か？　ま、確かに、ＲＰＧってのはそういうもんだよな。プレイヤーは何度負けてもセーブポイントからやり直せる。魔王側にとっちゃ実際悪夢だろうよ。倒しても倒しても起き上がってくる勇者なんざ、端的に、絶望だ」

「…………」

「が──一つ、手があるにはある」

　十六夜いざよいは突如真面目まじめな表情になると、どこかつまらなそうにそう言った。

「手くらいあるさ、そりゃあな。だがこれはてめーも気付いた上で黙殺してる類の手段だろうし、オレだって死んでも使わねえ手だ。だからここでは話さねえ」

「……ああ」

　十六夜に同調するのだけが少し癪しやくだったけれど、一応頷うなずいておいた。そんな俺の反応を見て満足したのか、ヤツはニイッと口角を上げる。

「んで、二つ目。こっちが本命だ。単純な話だが──疑え。疑い続けろ。絶対崩せない復活スキルなんざチートの域だ。有り得ねえ。どこかに抜け道がある──と、まあそう考えるのが裏ゲームの常なんだが……っかし、今回はそうとも限らねえのが厄介だな」

「……どういうことだよ」

「てめーも聞いただろ？　いつもの裏ゲームは天てん道どう白びやく夜やが仕切ってるが、今回はそうじゃねえって話だ。……なあ夕凪。オレは今までいくつもの裏ゲームに参加してきたし、だからこそ天道主導のゲームについては最低限の公平性を保証してやってもいい。が──〝他の奴〟もそうかと訊かれりゃ、回答は保留せざるを得ねえぞ」

　いたたまれないような沈黙が一瞬で場を支配した。

「…………」

　確かに、十六夜いざよいの言い分は俺にも分かる。招待状から窺うかがえる過剰な残酷性、役職間の不平等、チュートリアルでの司書の台詞せりふ。それらを踏まえた上でＳＳＲのＧＭを信用できるか、と問われれば、答えはもちろん否いなだろう。

　けれど──そんなのはいわゆるメタ次元の問題だ。プレイヤーの俺たちが頭を悩ませたところでどうにか出で来きるものではない。

「……しっかし、よお」

　と、そこで、拳銃を使って頭を掻かいていた十六夜が不意にわざとらしい溜ため息を零こぼした。

「客観的に見る分には爆笑モンなんだが、てめーが魔王ってのはちっとばかし誤算だな」

「誤算って……何がだよ。そもそもお前、革命家だろ？　勝利条件は処刑人と神官と追跡者の脱落。魔お王れ関係ないじゃねえか」

「いや？　ｐｔ奪取のシステムがある以上、条件無視のＰＶＰは全然アリだろ。少なくともオレは、てめーがいるなら役職なんざ気にせず戦やるつもりだった」

「……色々と文句はあるけど、それなら何が問題なんだ？」

「だからよ、それが出来なくなったのが問題だっつってんだ。──おら、行くぞ」

「って、はあ!?」

　俺の反応など一切構わず、流れるような挙動で銃口を持ち上げる十六夜。直後にダンッと銃声が響く──しかし、音速の鉛玉が俺の身体からだをぶち抜くような事態は発生しなかった。

「──ぐッ」

　それどころか、呻き声を上げたのは十六夜の方だ。意味の分からない光景に俺が眉をひそめていると、突如として十六夜の顔がニヤリと歪ゆがむ。それも苦く悶もんではなく愉悦にだ。

「……お前、頭大丈夫か？」

「っ痛え……クソが。相変わらずコソコソ隠れて射撃すんのは上う手めえもんだなオイ」

「いや俺が訊きいてるのは物理的なダメージじゃなくて精神的なヤツなんだけど……って待て、射撃？　どういうことだ？」

「るせえな、見りゃ分かんだろ撃たれたんだよ。てめーを殺そうとした瞬間に、狙い澄ましたみてえなタイミングでな」

「は……？　撃たれたって、誰にだよ」

「あぁ？　てめーを守ろうとする役職なんざ勇者に決まってんだろ、寝ね惚ぼけてんのか」

　意味が分からない、とでも言うように十六夜は薄い目をさらに細める。意味が分からないのは俺の方だ──と反論しようとしたところで、ようやくハッと気が付いた。

　違う……意味なら分かる。

　勇者の勝利条件は魔王の撃破だ。脱落じゃない。つまり俺が他のプレイヤーに殺されてしまうと、三[image: ]の勝利は消えるんだ。だから三[image: ]は俺を守るしかない。彼女が俺を泳がせている理由は分からないけれど、少なくとも現状、俺に死なれて最も困るのは彼女自身だ。

　──はあ、と、十六夜いざよいが苛いら立だったように息を吐く。

「妙な縛りだよなあ、このルール。動きにくくて仕方ねえ。ただでさえさっき神官を倒しちまったせいでオレへの警戒ヘイトが強まってるってのに……めんどくせえ。チッ、こそこそ隠れやがってあのクソおん──（スパーンッ）──っ痛てえなあオイやるなら正々堂々目の前に降りてきやがれチクショウ！」

　台詞せりふを遮るように突如飛来した銃弾に、イライラとした様子を隠しもせず手近な壁を殴りつける十六夜。が、もちろん返事なんて返って来はしない。

　ブツブツと文句を垂れ流し始める彼を視界の端に収めながら──俺は俺で思考に耽ふける。

　神官が倒された今、役職ごとの状況は大きく変わった。審判と追跡者は役職勝利が完全に消え、もはやｐｔを１００００溜ためる以外に勝利はない。逆に革命家と処刑人は一歩前進だ。しかし反面、警戒が強まるために行動は大きく制限される。

　そして他のプレイヤーはその警戒にこそｐｔを割く必要が出てくるわけで……まあ、なかなか上う手まくはいかないものだ。

「ん？」

　胸の内側に燻くすぶる焦燥を嚥えん下げできずにいると、ふと左手首の端末が光を放つのが分かった。

　現実世界むこうで何か不測の事態でもあったのか、と、俺は急いで通話ボタンに指を触れ──




『あ、やほータルミ？　あのさー、あたしちょっとだけしくじっちゃったかも。今日体育の授業があったんだけど……ほら、あたしって女の子なわけじゃない？　だからうっかり女子更衣室に入っちゃったの。あはは、ごめんごめん！　でも安心して？　なんかリンチに遭いそうな雰囲気だったから、ちゃーんと速攻で逃げてきてあげたわ！』




「………………」

「おう、夕ゆう凪なぎ。あー、その、なんだ……てめーも大変みてえだな」

　──十六夜弧こ月づきに励まされる、という屈辱体験を喰くらわされることになった俺は、ポンと肩に置かれた手を跳ね除のける元気もないくらいに、呆ぼう然ぜんと膝から崩れ落ちた。








　《Selector of Seventh Role 三日目終了時・途中経過》

　《魔王：２３６１ｐｔ。勇者：２０７９ｐｔ。革命家：１６０３ｐｔ。処刑人：４４８ｐｔ。審判：３６０ｐｔ。追跡者：３０３２ｐｔ。神官：脱落ロスト》

　《役職勝利条件・進行状況》

　《革命家：神官脱落達成。残り二役職──処刑人・追跡者。

　　処刑人：神官脱落達成。残り二役職──魔王・審判。

　　審判：神官脱落により役職条件達成不可ロスト。ｐｔ勝利に完全移行。

　　追跡者・神官脱落により役職条件達成不可ロスト。ｐｔ勝利に完全移行》
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　三み[image: ]つじ小こ織おりの正体発覚。神官の脱落。十六夜いざよい弧こ月づきとの不本意な再会。

　色々あった昨日から一夜──『今日はどうしてもゲームがしたい』と言い張る鈴すず夏かにＳＳＲへのログインを譲り、俺は祝日を挟んで三日ぶりの学校へと登校していた。

　現在は昼休みだ。例の〝女子更衣室侵入事件〟のせいで朝から職員室に呼び出されたり女子連中から睨にらまれたりと散々だった俺だけど、それでもひたすらに頭を下げ続けたのが功を奏したのか向けられる殺意は徐々に収まりつつあった。

　……はず、なんだけど。

「む？　あれ、ゆーくんゆーくん、今日はハルちん来てないのー？」

「……来てるけど、今は雪ゆき菜なと一緒に購買行ってる。てかお前、顔近すぎだから。もう少し距離感考えろよ」

「にひひ。なになに？　あたしの色香に惑わされてうっかり顔が真っ赤になっちゃうからちょっと離れて欲しいってことー？　んーどうしよっかなー迷っちゃうにゃーうりうり」

「にゃーじゃねえ！　あとお前それ以上近付くのやめ──」

「あー！　そう言えばゆーくん、さっきから先輩に向かって〝お前〟とか言ってるでしょー？　いけないんだよ？　そんな不良くんにはあたしがお仕置きしてあげないとっ」

「ちょ、待っ──」

　むに。

　全力で抵抗したにもかかわらず、ほんの一瞬後には彼女に捕まっている俺だった。机を挟んだ向こう側から伸ばされた両手がむにむにと頬ほおをこねくり回す。……これが〝お仕置き〟なんだろうか。痛みもなければ悪意も感じられないけど、確かに羞しゆう恥ち心を煽あおるという意味では非常に効果が高そうだ。

　それに加えて、

『………………………………』

　──教室中の俺に対する視線を冷却する作用もまた、間違いなく大きい。

「はあ……」

　されるがままになりながら俺は小さく首を振った。お手軽即席〝針の筵むしろ〟だ。これで逃走でもしようものなら余計に反感を買うのは目に見えているから、せめてもの抵抗として、ささやかな抗議交じりの半眼を彼女に向けてみることにする。

「……ったく、お前な」

「んむ？　にひひ、なになにー？　そんなわざとらしい溜ため息なんか吐ついちゃって、ゆーくん実はかまってちゃんだなー？」

「違う。違うから。そういうんじゃないからこれ」

　俺の睨にらみに脅し効果なんか微み塵じんも付与されないことはとりあえず置いておいて、だ。

　──垢あか抜ぬけた少女だった。

　シンプルな制服は極端なまでに着崩され、スカートなんか膝上何センチなのか見当も付かないくらいに短い。あざとい赤のツインテールが肩下で揺れ、小悪魔チックと言うか蠱こ惑わく的てきと言うか、とにかくＳっ気のある笑みが常に口元を彩っている。

「にひ。もー、ゆーくんはほんと恥ずかしがり屋さんなんだからーもー」

　姫百合七瀬──そう、俺の前に腰掛けて眩まばゆい素足をぶらぶらと揺らしている彼女は、ＲＯＣの攻略にも手を貸してくれたスフィアのメンバー・姫ひめ百ゆ合りだ。あの天てん道どう白びやく夜や直属の部下にして、数多あまたの謎と伝説を持つ超ハイスペック女子高生。底抜けに明るい性格と馴なれ馴なれしい態度で俺の拒絶を拒絶した〝異常な距離感〟の持ち主である。

　とは言え、徹底的に〝陽〟寄りのこの人格キヤラはＲＯＣ用に作られた虚構であり、本来は瑠る璃りという名の住所不定無職アクテイブニート……だったはずなんだけど、例のゲームが終わってからというもの、彼女は何な故ぜかこちらの姿で学校へ来るようになっていた。

　その理由は、本人曰いわく。

『前はなかったけど、今は興味あるからねー、学校。でもいつものパーカーで通っちゃ駄目って言われちゃったし、かと言って脱ぐと恥ずか死するし。だったらいっそこれかなって感じー？』

　と、いうことらしい。ちなみに流麗な黒髪はウィッグで覆おおい、足りない胸はパッドで覆っている。後者は俺の目測だけど、姫百合と瑠璃先輩のカップ差的にまず間違いないだろう。意外に貧乳なこと気にしてたんだな……先輩。

　ま、まあそれはともかくだ。

「──あ、姫百合さん！　姫百合さんが居ますっ！」

「うぇ!?　……る、瑠璃先輩!?」

　良いタイミングで雪ゆき菜なと春はる風かぜが帰ってきて、俺は不ふ埒らちな思考を切り上げることにした。

　姫百合を見つけた二人の反応は対照的だ。春風が目をキラキラとさせてこちらへ駆け寄ってくるのに対し、雪菜は顔を赤らめながら自身の体をぎゅうっと抱きしめ、その辺にいたクラスメイト倉野の背に隠れてはガルガルと威い嚇かくするような声を上げている。

　……まあ、残念ながら妥当な反応だろう。何せ三ヶ月前に初対面（？）を果たしてからこっち、あいつは事あるごとに姫百合の毒牙にかかっているからな。

「ちぇー。もー、ゆーくんもユッキーも照れ屋さんなんだからー」

　姫百合はそんな雪菜を見ながらむーっと唇を尖とがらせていたが、特別深追いせずに視線を切った。そして一転、両手を大きく広げると、胸元に飛び込んできた春風の身体からだを抱き留める。

「っとと。にひひ、久しぶりー。もー一週間近くハルちん成分補給できなくて危うく干からびるとこだったよ。ハルちんは元気だった？　あたしと会えなくて寂しくなかったー？」

「えへへ……そうですね。姫ひめ百ゆ合りさんがいないと、ちょっと静かで寂しいですよ？」

「くぅあー！　もーハルちんってばやっぱり超天使！　ごめんね？　最近ちょっと忙しくって。明日も来れるかどうか分かんないーって感じだから……にひ。ほらほら、もうちょっとこっち来ていいよ。ぎゅーってしていいよー？」

「ぎゅ、ぎゅー、ですか？　はい、えと……こ、こうして……ぎゅー」

「んにゃぁあ手触りも抱き心地もまっくすだよさっすがハルちん……くんくん。むむ、いい匂い。ね、撫なでてもいい？　指ですーって髪梳とかしてもいいー？」

「え、あぅ、もうやってるじゃないです……、んっ」

「気持ちいいでしょー？　あたしに全部任せていいからね？　怖くないからね？　あむっ」

「は、はい……え、ひゃっ。あ、あの姫百合さん、耳！　そこ耳で──ひゃぁっ！」

「「…………」」

　姫百合の遠慮容赦ないセクハラを一身に受け、抱きすくめられた春はる風かぜの頬ほおがだんだんと上気していくのが分かった。とろんと蕩とろけた目元が既に若干エロい。漏れ出す呼吸は荒く艶つややかで、しまいには嬌きよう声せいのようなものまで上がり始める。

「……にひひ」

　それでも姫百合の蛮行は止まらない。巧妙に自身の身体からだを盾にしながら外部の視線をシャットアウトすると、滑らかな金糸に包まれた首筋に顔を埋うずめ、右手を妖しく動かしては制服のボタンを上から順に──

「────ってぇ、いつまで見てるのナギッッ!!」

　外そうとする、という一幕があったのだけれど。

　いつの間にかすぐ傍そばまで来ていた雪ゆき菜なが丸めたノートで俺（とついでに姫百合）の頭をすぱーんと引ひっ叩ぱたいたことにより、結局その光景を見ることは叶かなわなかった。




「鈴すず夏かがどんな様子か、って？」

　──セクハラ騒動が鮮やかな幕引きを迎えてからおよそ十分後。

　内密の話があるから、とのことで場所を変えた俺と姫百合は、中庭に備え付けられたベンチに並んで腰掛けていた。

　俺の怪け訝げんそうな声に、姫百合はパックのアイスティーをちうーと吸いながら一つ頷うなずく。

「ん、そうそう。実はあたし、前にちょろーっとだけ会ったことあってね？　それで少し気になってたんだ。ほら、今回のゲームＳＳＲって第三課あたしたちはほとんどノータッチだから」

「ああ、確かに司書もそんなこと言ってたな。……って、そうだ。お前、一昨日おとといくらいからどうして連絡取れなかったんだよ。おかげで酷ひどい目に遭った」

「にひひ。なになにー？　ゆーくん、あたしに返信貰もらえなくて寂しかったんだー？」

「そういうことじゃねえよ」

「もーゆーくんは相変わらず素直じゃないなーもー。……にひ、ごめんごめん。ちょっと室長の指示でお仕事しててね。忙しくてついつい後回しにしちゃったの」

「……天てん道どうの指示で仕事？　ＳＳＲの運営には関わってないのにか？」

「うむうむ。あ、でも内容は秘密だよー？　守秘義務もしくは禁則事項だよー？」

　人差し指を唇に添えて悪戯いたずらっぽく「にひひ」と笑う姫ひめ百ゆ合り。

　そんな彼女を見ながら俺は小さく溜ため息を吐つく。まあ、そこまで教えてもらえるとは最初から思っちゃいない。そもそも俺と姫百合は協力関係でも何でもないんだ。

　コホンと一つ咳せき払ばらい。気を取り直して話題を戻す。

「それで、鈴すず夏かの様子だったよな。……あいつは、そうだな。とにかく傍ぼう若じやく無ぶ人じんって言うか破天荒って言うか、とんでもないヤツだよ。入れ替わりなんて特異な状況だってほとんど抵抗なく受け入れてるし、それどころか現実こつちでもＳＳＲでも好き放題だ。おかげでゲームはまともに進められない。日常はガンガン壊れてく。はっきり言ってもう散々だな」

「……ふーん？　でもでも、ならゆーくんはなんで怒ってないのー？」

「いや怒ってるよ。滅め茶ちや苦く茶ちや怒ってるよ。……でも、確かに心から嫌ったりはしてないな。なんて言うか──あいつ、すげー楽しそうだからさ。行動の全部がキラキラしてて、悪意が全然見えなくて、だから……まあ、とんでもないことされても、あいつ自身には苛いら立だちが向かないってわけだ」

「……ふーん。ふーんふーん」

「……何で怒ってんのお前？」

　俺が鈴夏について語る度に不機嫌度合いを増していき、ついには唇を尖とがらせ始める姫百合。いや……意味が分からない。話せと言われて話したのに、どうしてこんな態度を取られなきゃいけないんだ。

「むう──とにかくっ！」

　仕切り直すように叫んで、姫百合は勢い良く立ち上がった。

　途と端たん、短すぎるスカートがくるりと俺の視線の高さで舞い、真っ白な太ふと腿ももがダイレクトで目に入る。距離が近いのも相まってクラクラしそうなほど際どい光景だ。思わず顔を背けると、彼女は満足げに口元を緩ませ、それから後ろ手を組んでちょこんと小首を傾かしげる。

「……な、なんだよ」

「んー？　あ、違う違う。ゆーくんを悩殺する任務はもう今ので完かん遂すいだよー？」

「はあ？　いや完遂されてねえよ。そう簡単に悩殺されてたまるかっての」

「む。やっぱり素直じゃないんだから、ゆーくん。……にひひ、そうじゃなくてさ。あのね、あたし、ゆーくんに一つ訊ききたいことがあるんだ」

　姫ひめ百ゆ合りはそこで一旦言葉を切ると、ほんの少しだけ表情を変えた。今までとは明らかに気配の違う儚はかない色彩。優しげで、真摯で、そしてどこか寂しげな微笑ほほえみだ。

「ね、ゆーくん。鈴すず夏かちゃんが『すげー楽しそう』なのは……どうしてだと思う？」

「……え？」

「楽しそう、なんでしょ？　ゆーくんから見て、鈴夏ちゃんはいつもキラキラしながら人生楽しんでる感じなんでしょ？」

「あ、ああ……そうだけど」

「ならその理由は？　どうして楽しそうなの？　何がそんなに楽しいのー？　……んーとね、この世界を遊び尽くしたい、ってことならあたしにも分かるんだよ。だって要するに異世界だもん、そんなの誰だってはしゃぐに決まってる。でも鈴夏ちゃんは、表の世界こつちだけじゃなくＳＳＲでもずっとずっと──不自然なくらい高いテンションをキープしてるんでしょ？　それってなんか……ちょっと変かもー、とか、思わない？」

　言ってこちらを見つめる姫百合。口調こそ軽いが、その瞳には真剣な色が宿っている。

「……確かに、それはそうかもしれないけど。でもそんなのは」

「鈴夏ちゃんが元々そういう性格だから、って？　ん、そだよね。ゆーくんからはそう見えると思う。でも……そんなわけないんだ。だって、あたしが前に会った〝電脳神姫二番機〟は、すっごく大人しい子だったんだよー？　静かで、いつも俯うつむいてて、何も喋しやべってくれなくて──うん。あたしらしく言っちゃえば、つまらなかった。少なくとも、今ゆーくんが話してくれた〝鈴夏ちゃん〟と同じヒトだとはちょっと信じられないよ」

「────」

　混乱させまいとする配慮が窺うかがえる柔らかな声こわ音ねに、俺はただただ黙り込む外ほかなかった。

　……それは、なんだ？　どういうことだ？

　鈴夏はハイテンションの中に微かな陰を潜ませているのではなく、時折見える陰の部分こそが中核であり、それを精一杯の虚勢で押し隠しながら俺と相対している──姫百合の話を素直に受け止めると、つまりそういうことになってしまう。あの呆あきれるほどの明るさは本来彼女の素ではない。きっと無理やり獲得された。

　だけど……もし仮にそうだとしても、そんなことをする理由は何だ？

　常に楽しげに振る舞わなければならない、と、そんな強迫観念に囚とらわれる理由は何だ？

「……っ」

　下唇を噛かみながら右手を首筋へと押し当てた。

　分からない──詳しいことはまだ全く分からないが、春はる風かぜの件を踏まえれば、胸むな糞くそ悪い背景が隠されているだろうことは容易に想像できた。招待状のイラストは恐らく単なる脅しじゃない。見えないし聞こえもしないけれど、鈴夏は悲鳴を上げている。

　それなら……俺は。

「ぁ──で、でもあれだよ!?」

　と、その時、すっかり黙考状態に入っていた俺に姫ひめ百ゆ合りが慌てた様子で両手を振った。

「今のは単にあたしの直感だから、ほら、全然見当違いかもしれないからね!?」

「そうか。それでも忠告しに来たってことは、今回のＧＭはそんなに厄介なんだな」

「うっ!?　ゆ、ゆーくんってば察し良すぎるよー!?」

　悲鳴みたいな声を上げ、大おお袈げ裟さに天を仰ぐ姫百合。……鈴すず夏かの様子を訊きく、なんて名目ではあったものの、最初から警そ告れが本筋だったんだろう。姫百合ならそれも不思議じゃない。意外にそういう気は利くヤツだ。

「朧おぼろ月つく詠よみ──だったよな。そいつ、そんなにヤバいのか？」

「んー、ヤバいって言うか……危ない、って感じかなー。嫉しつ妬と深くて自己中心的で、目的のためなら何でも出で来きる人。気を付けた方が良いいよ、ゆーくん。室長と違って朧月詠に矜持なんかない。──にひひ、だーかーらっ！」

　姫百合はそこで一旦言葉を切ると、赤いツインテールを揺らしながらぐいっと顔を近付けてきた。俺が仰のけ反ぞってもお構いなしだ。真まっ直すぐにこちらを覗のぞき込む瞳はいつかと同じく期待と高揚で熱っぽく潤んでいて、ギラギラと激しく燃え盛っていて。

「徹底的に、勝たないと！」

　──少しも心に響かなかったと言えば、それはもちろん嘘うそになる。





　　　　♯



『もしもしタルミー？　ちょっといいかしら。あのね、とっても良い報告があるの！』

　姫百合と別れた直後、中庭のベンチに座っていた俺のスマホに一件の着信が入った。

　毎度のことながら勝手に通話が開始され、小さな液晶画面に鈴夏の得意げな表情がドアップで表示される。この時点でもう若干嫌な予感はしていたけれど、それでも俺は、微かすかな希望に縋すがるように言葉の続きを促した。

「良い報告？　なんだよ、身長でも伸びたのか？」

『何馬鹿なこと言ってるの。あたしは既に最高のプロポーションよ、これ以上成長すべきところなんかどこにもないわ。だからそうじゃなくて──これよ！』

「……どれだよ」

　真紅の瞳をキラキラと輝かせながら自信満々に言い切る鈴夏だが、俺には何のことを言っているのか分からない。彼女の外見は昨日とほとんど同じに……いや、よく見れば上腕のあたりに何か腕章のようなものが巻かれている。それのことか？

　俺が首を捻ひねりつつ困惑していると、鈴夏は嬉うれしそうに笑みを深くした。

『もう、仕方ないわねタルミは。見て分からないなら説明してあげるしかないじゃない！』

「説明するのが普通だと思うけどな……」

『普通で満足してるからタルミはタルミなの。いいわ、じゃあ順を追って話してあげるからよーく聞きなさい。そしてあたしの優しさと賢さを崇あがめることね！』

「へいへい」

　そろそろ面倒になってきて適当な相あい槌づちを返す俺。すると画面の向こうの鈴すず夏かは至極楽しそうに『うんっ！』と頷うなずいて──こういう素直な部分は普通に可愛かわいいと思う──両手を腰に当てると、自慢げに〝良い報告〟とやらを語り始めた。

『あれは冷たい風の吹きすさぶ冬の日のことだったわ』

「遡さかのぼっても今日の朝までで頼む」

『じゃあ今朝のことよ。あたしはいつものように大通りを散歩していたわ。好きなレストランの日替わりメニューがオムライスの日だったから、ちょうどお昼頃にお店まで辿たどり着けるように微調整しながら歩いていたの』

「……あのさ、これ長いか？　終着点が全然見えないんだけど」

『ふふ、もうすぐ佳境よ。心配しないで。──そう、事件はそこで起きたわ。散歩の途中、ちょっとお腹なかが空すいちゃったあたしが甘あま味み処どころに寄り道して、餡あん蜜みつを食べて、とっても良い気分で散歩を再開した、その直後のことよ』

「オムライスが売り切れだったんだな」

『いいえ、この時点であたしはもう満腹だったからオムライスは割とどうでも良くなってたわ。だからその答えは間違い。そうじゃなくて──突然、ね？　近くの路地から他のプレイヤーが飛び出してきたの』

「…………何？」

　そこで初めて、俺は思考をゲームに切り替えた。

　他の参加者と遭遇した……？　誰だ？　三み[image: ]つじが何な故ぜか俺を〝泳がせて〟いる以上、鈴夏に手出しが出で来きるプレイヤーは少ないはずだ。考えられる可能性としては、単独で三[image: ]を突破できるだろう十六夜いざよいか、あるいは当の三[image: ]くらいしか浮かばない。

　果たして、正解は後者だった。

『──勇者だ、って言ってたわね。小ちっちゃかったし、水色の髪だったし、あんたから聞いてたミツジの外見と同じよ』

「っ……それで!?　襲われたのか!?」

　思わず声を荒げる。あの時は〝まだ殺さない〟と言っていたが、当然、勇者である三[image: ]には俺を殺す動機がある。いつ牙を剥むかれたとしてもおかしいことは何もない。

『いいえ、襲われてないわ』

　しかし鈴夏は何でもないように首を横に振った。

『それどころか襲ってきそうな気配すらなかったわね。ソフトクリーム舐なめながら幸せそうな無表情してたし、多分オフだったんじゃないかしら？』

「オ、オフって……何だそれ。よく分かんないけど、とにかく戦闘には発展しなかったってことでいいんだな？　少なくともゲームオーバーになったわけじゃないんだろ？」

『そりゃそうでしょ。だってゲームオーバーになんかなったらあたし──こほん、なんでもないわ。えっと、そう、戦ってない。会釈だけしてさっさと帰ろうとしてたもの、勇者』

「……はあ？」

　最終的に魔王を殺さない、という方針自体は変わっていないものの、あれだけ殺気全開だった昨日とはまるで違う対応だ。昨日と今日で一体何が違うと────いや。

　一つだけある。そりゃそうだ、たった一日の違いだけど、昨日と今日では魔王の中身が異なっている。……だけど、それによって勇者の行動選択が変わるなんてことが有り得るか？　もしあるんだとすれば──それは、

『あたしに恐れをなしたのね。分かるわ』

「ねえよ」

『ふふん、何よタルミ。褒めるのに遠慮なんかすることないわ。それに、良い報告って言ったでしょ？　どうして〝ゲームオーバー〟なんて発想が出てくるのよ』

「ああ、まあそれは確かに。……っていうか、そろそろ言えって。もったいぶりすぎだ」

『いいわ。じゃあ心して聞きなさい、そして心酔しなさいっ！』

　スマホの小さな画面の中で、鈴すず夏かはぐぐっと突き出すように胸を張った。そして言う。

『勇者と鉢合わせたとき、あたしの頭に天啓が降りてきたの。これはチャンスだって。今しかない、って！　だからあたしは迷わなかったわ。立ち去る勇者を対象に取って《強制徴収》を使ったの！』

「…………は？」

　予想外過ぎる単語に、俺は思わずベンチから立ち上がった。

《強制徴収》を使った……？　まだＰＶＰにも発展していないのにか？　いや、もし仮にＰＶＰが発生したとしても、必要なのは《アクセル》や《パワー》のような安い共通スキルがメインのはずだ。馬鹿みたいにｐｔを食う役職スキルが出る幕なんかどこにもない。

「待て……待ってくれ。お前、《強制徴収》で一体何を奪ったんだ？」

『だから〝これ〟よ。もう、さっきから見せてるのに全然気付いてくれないんだから』

　拗すねたように言いながら左腕を身体からだの前に回してくる鈴夏。おかげでさっきも見えた腕章らしきものが画面の真ん中に大写しになる。……ん？　いや、これ……腕章じゃない？




『そう、あたしは言ってやったのよ。勇者あんたのぱんつ、あたしが貰もらい受けるわってね！』




「────」

　発せられた言葉の凄すさまじい威力にふらふらと身体を揺らし、俺は崩れ落ちるようにベンチへと腰を下ろした。

　動揺を抑えるために何度か深呼吸を挟んで、それからどうにか声を絞り出す。

「お、お前……それ、本気で言ってるのか？」

『もっちろん本気に決まってるわ！　勇者との突然のエンカウントに対して、咄とつ嗟さに《強制徴収》で切り返す華麗なプレイング……うん、やっぱりあたしってば天才かもしれないわね。くふふ、あの鉄面皮がほんの少しだけど赤く染まる瞬間！　恥ずかしそうに走ってく後ろ姿！　タルミ、あんた見られなくって残念だったわね！』

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！　あああもう、うるっせぇえええええええええええええええええ！」

　謝るどころかむしろ得意満面な返答に、俺は気付けば盛大な怒鳴り声を叩たたき付けていた。

　こ……こいつに悪意がないから苛いら立だちが向かない、とか馬鹿げたことを言いやがったのはどこの誰だ!?　違うだろ、悪意がないからこそ余計に厄介なタイプだろこれ！

「なんで自慢げなんだよ！　おかしいよな!?　いや、確かに勇者と接触して生還してくれたのは普通に有り難いよ。そこはまあ、感謝してやってもいい。でも何だよその切り抜け方！　いいじゃん！　そのまますれ違えば平和だったじゃん！」

『えー？　何よその言い方。もしかしてケチ付ける気なの？　すごくスマートじゃない！』

「スマートさを求めるなら何もしないのが大正解だろうが！　お前、《強制徴収》の使用コスト分かってるのか!?」

『２０００ｐｔでしょ』

「っ…………せーかい。……はあ」

　何でもないように答える鈴すず夏かの声に、俺はひくっと頬ほおを引ひき攣つらせながら溜ため息を吐つく。

　２０００ｐｔ──２０００ｐｔだ。このタイミングでそれだけのリソースを失ったハンデは決して小さくない。焦燥に駆られるまま半ば無意識のうちに右手を首筋へ遣やり、冷静さを取り戻すように深く長く息を吸い込む。

　と、そんな時だった。

『あはは……楽しい。ほんと、楽しいわ。すごく……すっごく』

　恐らく本人すら自覚なしに発しているんだろう、小さな囁ささやき声が端末越しに漏れ聞こえてきた。それも、自然と溢あふれてきた感情というよりは、どちらかと言えば楽しいと自分に言い聞かせているような口振りだ。

　それを聞いて、ふと姫ひめ百ゆ合りとの会話が頭の中に蘇よみがえる。

　鈴夏は、どうしてこんなにも〝楽しそう〟に振る舞わなければならないのか──。

「……はあ」

『？　何よタルミ、どうかした？』

「いや、何でもない。ああ、それと、今からログインしてもいいか？　どうせお前、《強制徴収》でほとんどｐｔ使い切ったんだろ。その状況でお前にプレイさせるのは怖すぎる」

『な、何よそれ。あたしを信用してないってことじゃない。……それに、タルミ、怒ってないの？』

「怒られるかもって分かった上でさっきの発言ならお前も相当図太いな……まあ、でも実際そんなに怒っちゃいない。入れ替わりでプレイしてる以上、最初からこうなるだろうって覚悟はあったしな。……それに」

『それに？』

「お前からしたら不服かもしれないけど……一応、パートナーだし。お前の不始末を面倒見るのは俺の役目な気がするし。だからさっさと替われ」

『ぁ…………』

　俺の一方的な通告に、鈴すず夏かはほんの少しだけ反応した。

　けれどそれ以上は何を言うでもなく、素直に『いいわ』と呟つぶやいて──入れ替わる、直前。

『ぇ？　──きゃっ』

　スマホのスピーカーから小さな悲鳴が聞こえた。

「……鈴夏？」

　不審に思って声を掛けてみるものの、鈴夏は返事を寄よ越こさない。その代わり、端末のカメラモードがインからアウトに切り替わった。それと同時にとある一人の人物が映像の中に映り込む。……尋常ではない様相だ。病的なまでの白装束。痙けい攣れんにも似た歪ゆがんだ表情。

　鈴夏と一緒にこくりと息を呑のみ込んだ、刹那。

『〝処刑人〟ここに推参、ってなァ。──よォ魔王様。暇ならオレ様と遊んでくれない？』

　その女は、処刑人は、歪いびつな笑みを吊つり上げた。





　　　　♯



　まず動いたのは彼女の方だった。

『ひゃはははははははあっ！』

　口端を大きく吊り上げながら地面を蹴り、一瞬で鈴夏との間合いを詰める白衣の女。処刑人はそのまま右手を伸ばすと、鈴夏の喉元に鋭い掌しよう底ていを叩たたき込んだ。

『あ、ぐっ！』

　呻うめき声と共に小柄な身体からだが浮き上がり、ピンクの長髪がぶわりと広がる。

　処刑人はそんな鈴夏を後ろから羽交い絞めにすると、流れるように端末を起動し、《展開》コマンドによって顕けん現げんさせた曲刀をその首筋に突き付けた。

『ひゃはっ。──キレイに不意打ち喰くらった気分はどォだい魔王様。オレ様ってば意外と律儀なタイプだからさァ、最高のタイミングってヤツを朝からずーっと窺うかがってたんだぜ？』

『し……らないわよ、そんなのっ！』

『ァあ？　ハッ、んだよてめぇ。なかなか良いい声で鳴くじゃねえか！　堪たまんねェわ』

　感情を逆さか撫なでする不快な声を発しながら、処刑人は片手で握った曲刀を弄もてあそんでは鈴すず夏かの頬ほおをぺちぺち叩たたく。もちろん、今のところは刃が肌に触れているわけじゃない。それでも女がゆらりと手を動かすたびに鈴夏の表情は苦く悶もんに歪ゆがんでいる。顔色は既に蒼そう白はくで、震える両手は心細そうにスカートの裾を握り締めている。

「…………」

　そんな胸むな糞くその悪い光景を画面越しに睨にらみ付けながら、俺は、静かに思考を回していた。

　──処刑人の狙いが分からない。

　いや……分からないというのは少し違うか。表面的な意味だけならむしろ過ぎるくらいに明白だ。処刑人アイツの役職勝利条件は神官・魔王・審判の脱落。ターゲットである魔王すずかを襲うのは妙なことでも何でもない。

　だけど、ちょっと考えてみれば分かるはずなんだ。魔王はタダじゃ殺せない。どうしても殺したければ、その前に立ち塞がる勇者を──《オートセーブ＆ロード》なるチートスキルを持つ最強無敵の勇者様を先に倒す必要がある。

　今の俺がある程度の余裕を持っていられるのは、結局のところそれが理由だった。三み[image: ]つじは間違いなくどこかからこの場面シーンを見ている。誰かが鈴夏を殺そうとすれば、その瞬間に弾はじけ飛んでいるのはそいつの頭の方だろう。三[image: ]小こ織おりはそれくらい強い。彼女の監視下にある限り、鈴夏はＳＳＲ参加者のうちできっと誰よりも安全だ。

　それ故に分からない──処刑人。あいつは、一体どうやって魔王を殺すつもりだ？

『ひゃはっ』

　そんな俺の思考を嘲あざ笑わらうかのように、画面の向こうの処刑人は大きく頬を歪ませた。そして鈴夏の首に回していた腕に力を入れ直すと、突如として掠かすれた声を張り上げる。

『おいッ！　聞こえてるんだろ勇者様よォ!!』

「……え？」

　意味が分からず呆あつ気けに取られた声を出した俺は──しかし、遅れて気が付いた。

　そうか……違う。見方が違う。勇者が魔王の盾になるということは、当の魔王は勇者にとっての急所なんだ。急所であれば人質になり得る。処刑人は最初から、役職同士の関係性を逆手に取って、魔王だけじゃなく同時に二人を追い詰めようとしていた……！

『ひゃははっ。おい勇者様、見えるか？　分かるか!?　そォだよ、オレ様はたった今、こいつの身体からだに〝リンカーメイル〟を作用させた！　こいつはな、自分と他プレイヤー一人を選択して同期リンクさせ、自分がダメージを受ける度にその25パーセントを相方に肩代わりさせる、っつー呪のろい系のアイテムだ。まァ聞きゃ分かるだろォが倍率は微妙。普通なら好き好んで使いたいようなモンじゃねェよ──が！』

『……が、何よ。何なのよ!?』

『いいねェ魔王様、気が強くって征服し甲が斐いがある！　ひゃはっ……そう、ここで出てくるのが処刑人オレ様の役職スキルっつーワケだ。《改造適性》──ＳＳＲ内で入手したアイテムを自由に改造することが出来るスキル。ああそォだよ、この〝リンカーメイル〟は特注品だ。オレ様に入ったダメージの２５６倍をてめぇに叩き込む仕様になってる！』

『っ……！』

『ハッ。んだよ、んな怯おびえるこたねェだろ？　一瞬で逝イけるんだからむしろ楽だぜ!?』

『ち、ちが……っ』

　赤い瞳を見開きながら首を振る鈴すず夏かを見下して、処刑人は嫌らしく頬ほおを歪ゆがませた。その手の動きを注視してみれば、時折ひゅんと煌きらめく曲刀が鈴夏の服を切り裂いていくのがよく分かる。いかにも慣れ切った手付きだ。もはや手癖のようなものなんだろう。

「くそ……鈴夏。おい、鈴夏っ！」

　声に焦りを滲にじませながら彼女の名を繰り返し呼ぶ。

　鈴夏はしばらく唇を引き結んでいたが、やがて小さな溜ため息と共に弱々しく口を開いた。

『……な、によ』

「替われ。お前、顔色酷ひどいぞ。そんな状況で打開策なんか思い付くわけないだろ」

『ふん。まるであんたなら出で来きるとでも言いたげな台詞せりふね』

「少なくとも今のお前より絶対に頭は回るはずだ。だからさっさと俺に──」

『嫌っ！』

「っ……ん、でだよ」

『ご、ごめん、タルミ。……だけど、答えは変わらないわ。嫌よ。絶対に入れ替わってあげない。あんたが勝手にログインしたってすぐ元に戻すから』

　鈴夏の固い声がスマホのイヤースピーカーから流れ出る。気丈な発言とは裏腹に、画面に映し出されている彼女の両足はカタカタと小刻みに震えていた。……あまりにも無力な俺は小さく唇を噛かみ締めるばかりだ。

『──それで』

　鈴夏はそこでゆっくりと顔を上げると、挑みかかるような口調で処刑人に声を掛けた。

『あんたは、何が望みなの？　あたしを殺してそれでお終しまいってわけじゃないんでしょ？』

『ん？　あァ、そりゃそォだ。〝リンカーメイル〟が入った以上てめぇはいつでもどこでも殺せるからな、順番はむしろ最後でいい。オレ様が狙うのは、審判だ』

『審判？』

『ああ。神官が死んで、それだけで状況が一気に進んだ。ここらで勝負に出ねェとオレ様に勝ちの目はねェ──そんな具合だよ。だから、勇者様のご加護があるせいで殺しにくくて仕方なかったてめぇを拉致って、盾にして、クリアまでの突破口パスを作ってから審判を殺やるっつー算段だったワケ』

『……もしかして、あたしにも何かさせるつもり？』

『ひゃはっ。安心しろよ。てめぇはただのｐｔ提供者サイフだ。っつーのも審判の野郎、どォも追跡者にｐｔ払って潜伏スキルを常用してるらしくてな。だから現状、普通のやり方じゃ見つからねェ。効力高めの探知アイテムを片っ端から買って試す必要がある』

　圧倒的な優勢を確信しているからか、処刑人は滔とう々とうと自身の計画を語っていく。

　魔王に〝痛み分け〟の呪いリンカーメイルをかけることで勇者の動きを封じ、服従状態の魔王を利用して審判を殺す──確かに筋は通っていそうな戦略だ。少し暴れただけで即死級のダメージが返ってくることになるから、鈴すず夏かには些さ細さいな抵抗すら許されない。

『──で、まァ、それでも駄目ってんなら最終手段だな』

『最終手段？　……それって、上位のアイテムでも審判が見つからなかったら、ってことよね？　どうするのよ。場所が分からなきゃ戦いようがないじゃない』

　絶体絶命の状況にもかかわらず、何な故ぜか慎重な声こわ音ねで問いを重ねる鈴夏。

　そこでようやく気が付いた。……彼女の瞳は処刑人を見ているようで見ていない。どういうわけか画面越しの俺に向けられている。それに、そう言えば、鈴夏の発言はさっきから質問ばかりだ。もしかして、時間を稼いでくれているのか？　あんな拒絶を口にしながら、少しくらいは俺に期待してくれているのか？

「……っ」

　そういうことなら────やらないわけにはいかない。

　何か、何かないか？　現状を打開できる手段だ。処刑人を突破できるのであれば、スキルだろうがアイテムだろうがｐｔだろうが何でも構わない。ＳＳＲの開始から今までの記憶を残さず攫さらう。《強制徴収》はこんな時でも役に立たないが、それでも、一つもないということはないはずだ。〝リンカーメイル〟。痛み分けの呪い。それに対する無二の回答。

「あれ、そう言えば……確か」

　──あった。

　俺はいきなり回り出した思考に合わせて右手を持ち上げ、そっと滑らかな首筋に這はわせた。ああそうだ、間違いない。それで一気に状況は覆る。この糞ったれな展開を強引に書き換えることが出で来きる。

「よし……」

　小さく呟つぶやきながらＳＳＲに意識を戻す。と、ちょうど鈴夏の問いに対する答えを焦じらしていた処刑人が口を開くところだ。

『場所が分からなきゃ戦いようがない、だァ？　ひゃはっ、そうでもねェよ魔王様』

『……どういうことよ？』

『簡単な話だ──とびっきりのクラッカーを雇ってある。いくらスフィアったって末端突けば穴くらいあるだろ？　そこから審判の個人情報を抜き取るんだよ。ひゃは、そこまで行きゃ後はどォにでもなるっての。脅し誘拐監禁暴行エトセトラ、イリーガルな力ってヤツはこんな時でも便利なモンだ。てめぇらもちったァその出で来きの悪い頭使え!?　勇者だろォが審判だろォが、ＳＳＲ世界ここで手が出せねェなら現実世界リアルで潰つぶしゃいいんだよ！』

『っ…………！　そ、それ……そんなのっ！』

『お行儀が悪いとでも思うか？　邪道か？　姑こ息そくか!?　いいや違うね、狡こう猾かつなんだよオレ様は！　使えるモンを使って何が悪い。ルールの裏を突いて何が悪い！　ひゃはは、盤外戦術上等じゃねェか！　所詮ＳＳＲなんざ単なるゲームに過ぎねェんだからよ！』

　確固たる意志と共に大声で叫ぶ処刑人。恐らく、ＳＳＲこのゲームで初めて獲得した思考ではないのだろう。きっと彼女は、これまでのゲームでも同じ方法で上位に食い込んできた。

『……や、め……』

　そして、そんな彼女の腕の中で曲刀を突きつけられている鈴すず夏かは、もう完全に俯うつむいていた。薄桃色の長髪がはらりと力なく垂れ落ちる。前髪の隙間から覗のぞく真っ赤な両目は、これ以上ないと言うくらい大きく大きく見開かれている。

　それは、いつか見た春はる風かぜの〝絶望〟を思い起こさせるようで──

「…………替わるぞ、鈴夏」

　思考回路のどこかが完全に焼き切れた俺は、鈴夏の返事を聞くことすらせず、衝動的にＳＳＲへのログインアイコンをタップしていた。
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　処刑人──彼女は一つ良いことを教えてくれた。

　バーチャル世界のゲームであるＳＳＲは、〝単なるゲームに過ぎない〟からこそ現実世界との関わりを捨てられない。完全に独立した別の世界、というわけじゃないんだ。なら俺の方だって思考をゲーム内だけに留めておく必要はない。

　ああ、少しくらいは感謝してやろう。これはきっと、例のＧＭが講じた〝策略〟を完膚なきまでに攻略しきるには絶対必須の観点だ。……だけど、まあ、何と言うか。

　それで処刑人あいつを許せるかどうか、というのは、また別の問題だ。




　一瞬で視界が切り替わる。

　ＳＳＲにログインした瞬間、俺は首筋にひんやりとした異物感を覚えた。そして同時に、思いのほか強い力で身体からだを圧迫されていることを知る。ズタズタに切り裂かれたゴスロリドレスはもはや衣服としての体裁を保っていない。

　もうそろそろ、限界だった。今の鈴お夏れがどんな顔をしているのかは分からないが、溜たまった水滴で視界は少しぼやけている。冷たい涙が頬ほおを伝った感触がある。──だから、

「なあ、処刑人」

「ァあ？　……んだよてめぇ、急に反抗的な目付きになりやが──」

「お前にいくつか言いたいことがあるんだ」

「…………へェ？　言ってみな」

　頭の後ろで処刑人が薄く笑ったような気配がした。牽けん制せいのつもりか、曲刀を握る右手にぐっと力が込められる。少し呼吸がつらくなる。

　けれどそんな些さ細さいなことは気にも留めず、俺は微かすかに口角を上げながら言い放った。

「お前の策ってさ、それだけなのか？」

「……ハァ？」

「ああいや、別に馬鹿にしてるわけじゃない。単なる質問だ。……お前の作戦ってのは本当にさっき言ったので全部か？　だとしたら、それは──さすがに舐めすぎじゃないか？」

「っ──のッ！」

「がっ！」

　言い切った途と端たん、凶器を持っていない方の手で思いきりこめかみをぶん殴られた。頭が割れるように痛い……が、それでようやく処刑人の懐から逃れることに成功する。

　ダラダラと血が流れる頭に手を遣やりながら、俺は、挑発的な笑みのまま彼女を見据えた。

「どうしてだよ。どうしてそこで終わらせた？　俺を傀かい儡らいにしたなら、その時点で俺の所持品なんかは全部巻き上げるべきだっただろ。ちゃんと全力を尽くすべきだった。それを怠ったのは間違いなくお前のミスだ」

「所持品だァ？　ハッ、何を言うかと思えば！　オレ様の策はもう張り終わってるんだよ。今さら遅おせェ、何もかもが遅ェ。ここからの逆転劇なんざ起こらねェよ！　ひゃはは！」

「ヒャーヒャーうるせえ笑い方だな。さっきの言葉、そっくりお前に叩たたき返すぜ。──脳、使えよ。持ってるんだろ。んなひねくれた思考ばっかりしてるからゲームそのものが見えなくなるんだ」

　吐き捨てるようにそう言って──俺は。

「〝解呪の印〟」

　ゆっくりと持ち上げた手を胸元のネックレスに添えながらそのアイテムの名を告げた。

　瞬間、それはふわりと宙に浮かび上がり、煌こう々こうと光を放ち始める。限りなく純度の高い銀の輝き。目が眩くらみそうなほどに鮮やかな発光だ。そして……パキンッ。軽やかな音を奏でたのを最後に、一瞬にして細かい破片へと砕け散る。──と、

《アイテム〝解呪の印〟が使用されました。〝リンカーメイル〟が効力を失います》

「────なッ!?」

　処刑人の表情がそこで初めて驚きよう愕がくに染まった。

「て、てめぇ！　なんでそんなピンポイントに解呪アイテムなんか持ってんだよッ!?」

「偶然だよ。ただの偶然だけど、でも調べなかったのはお前の方だろ」

「こッの……くそっ、くそっ！　んだよてめぇ、余裕ぶりやがって！　何でだよ、何でオレ様の完璧な計画がこんなクソみてェなラッキーで潰つぶされなきゃいけねェんだ！」

「…………計画？」

　仄ほのかに怒りを交えた声で呟つぶやきながら、俺は一歩だけ足を踏み出した。すると反対に、処刑人が一歩後ろへ下がる。一歩。さらにもう一歩。

「勘違いしてるみたいだから一応言っておくぞ。──現実世界で勇者を潰す、だ？　あのな。俺も、それに十六夜いざよいとかいう変態戦闘狂だって、んな方法ならとっくの昔に気付いてるんだよ。気付いた上でやらないんだ」

「ハァ？　な、なんでだよ。てめぇ、こんな時まで優等生気取りか!?」

「違ちげえっての。だって、そんなのはもうゲームじゃない。ルールの裏だとか盤外戦術云うん々ぬんじゃなくてルール違反なんだよ、とっくにな。お前に他のプレイヤーを糾弾する権利なんか微み塵じんもない。そんなに犯罪が好きなら最初から表で人殺しでも何でもやってろ馬鹿が」

「っ……チッ！」

　下がって下がって壁際まで追い詰められた処刑人は、舌打ちを一つ、低い姿勢で俺を睨にらみ付けた。そして破れかぶれに大振りの曲刀を握り直すと──一転。奇声を上げながら俺の方へと走ってくる。

「ひゃははははァ！　てめぇ、自分が武器一つ持ってねェってこと忘れてるんじゃねェだろうな!?　あァ分かったもういい、そのクソ生意気な口、ナイフこれ一本で黙らせてやる！」

　石畳の上を疾走しながら勢いよく啖たん呵かを切る処刑人。

　秒を追うごとに近付いてくるその姿を見て、俺も一つだけ嘆息した。

「……あのさ。お前こそ、何か忘れてるんじゃないのか？」

「あァ!?　ハッ、どこまで馬鹿にする気だてめぇ。勇者様のことならバッチリ覚えてるっつの！　けど残念ながらこの路地裏はどっからだって死角──どんな凄すご腕うでプレイヤーでも射撃なんざ出で来きやしねェよ!?」

「まあ、そりゃそうなんだけどさ。……普通なら」

　だけど残念ながらあの勇者は普通じゃない。

《勇者が役職スキル〝オートセーブ＆ロード〟を使用しました》

　そんな期待通りのシステムメッセージが流れると同時──俺のすぐ横手に一人のプレイヤーが現れた。小柄な身体からだに水色の髪を靡なびかせる少女、三み[image: ]つじだ。彼女は相変わらず無表情のままスナイパーライフルを構えると、ただ一瞬のロスもなく、状況が理解できずに固まったままの処刑人に問答無用でヘッドショットを叩たたき込んだ。

　轟ごう音おん。残響。静寂。三[image: ]小こ織おりは、静かにこちらを振り返る。

「よばれて、とびでた」

「…………なんだそれ」

　淡々と発せられた言葉に全身の力が抜け、俺は思わずその場にへたり込んだ。

　予想してはいたものの……やっぱりチートだな、この勇者。今の異常な挙動、あれは恐らく、あえて自身を殺すことで役職スキルの発動条件を満たし、その後すぐ俺の隣にリスポーンしたということなんだろう。無敵の復活スキルを利用した強引な移動術。見るからに無む茶ちや苦く茶ちやなやり方だ。だけど確かに、あの場面ではそれが一番効率的だった。

　はあ、と小さく嘆息しながら、俺はそんな三み[image: ]つじに目を向ける。

「悪い……助かった。って言っても、別に俺のためってわけじゃないんだろうけど」

「ん、そう。りがいのいっち。だからお礼はいらない。……それより」

「？　なんだ？」

「…………」

　じっと俺のことを見つめて黙り込む三[image: ]。……まただ。三[image: ]はこれまでも何度か似たような行動を取っている。俺の中の〝何か〟を探り出そうとしているみたいな無色の瞳。ゆらゆらと揺れながら、微かすかに何かしらの色を宿しつつある薄い表情。

　三[image: ]は何か言いたげに口を開き、閉じ、もう一度開いてはやっぱり閉じて。

「……なんでもない」

　結局それだけ言い残すと、ふらふらとした足取りでどこかへ去って行ってしまった。
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《勇者が処刑人を撃破しました》

　そんな無味乾燥なメッセージが全体ログに流れてから数刻。

　処刑人が遺のこした曲刀を有り難く頂戴して《格納》まで済ませた俺は、端末の投影画面に触れながら小さく首を捻ひねっていた。

「通信エラー……？」

　画面中央に表示されているのはそんな文字列だ。鈴すず夏かの様子が気がかりだったため連絡を取ろうと思ったのだけれど、端末からの発信がいつまで経たっても繋つながらない。

「……うーん。仕方ない、通話がダメならメッセージでも飛ばしてみるか」

　首筋へ遣やっていた手を再び端末に添え、通話画面の脇にあるアイコンをタップする。

　訊ききたいことはいくつかあるけど……とりあえず。

『大丈夫か？　お前、大分ショック受けてるみたいだったけど』

　処刑人との問答の途中から様子がおかしくなった鈴夏。あの表情は、絶望は、単に間近の殺意に中あてられて生じたというわけではなさそうに見えた。多分、今の戦闘中に、鈴夏の〝隠しごと〟に触れる何かがあったんだ。彼女にとって決して看過できない何かが。

　どこかモヤモヤとした気分のまま画面を閉じようとした──そんな時。

『──ねえタルミ。あんたは、このゲームをクリアしたいのよね？』

「え？」

　突如として端末に表示されたメッセージに、俺は思わず眉をひそめた。

　返信……なんだろうか、これは。いや、少なくとも文脈は全く繋つながっていない。それに、声じゃなくて文章だからかもしれないけど、いつもの騒々しいハイテンションが丸っきり削そがれて何やら真剣な空気さえ感じる。

「…………」

　微かすかな疑問に赤い瞳を細めながら、俺は、ゆっくりと返事を打ち込んでいく。

『ああ、そりゃまあな。やっぱり参加したからには攻略クリアしないとだろ』

『そっか。……うん』

『〝うん〟ってお前。勝手に納得されても俺にはさっぱり分からないんだけど』

『そりゃそうでしょ。そもそもあんたに分かられたくなんてないし。ああ、でも最後にこれだけは言っておくわ』

『？　なんだよ。……っていうか、お前、最後にって一体どういう──』




『やっぱりあたし、あんたのこと、嫌い』




　──そこから先の変化はやけに緩やかで、いっそスローモーションのようにも見えた。

　特に何かを操作したわけでもないのに、徐々に視界がぼやけ、世界が滲にじんで切り替わる。見慣れた校舎。中庭のベンチ。そんなところに俺は一人で座っていた。どうしてか、制服のズボンにはボタボタと涙の粒が落ちた跡がある。

「え……なんで、俺」

　強制ログアウト──いや、あの宣言と同時に鈴夏が勝手にログインした、と考える方が自然だろうか。

　服の袖で乱暴に涙を拭ってから、急いでスマホを立ち上げる。ＳＳＲのアイコンを連打してどうにかログイン出で来きないか試みる。……が、しかし画面には《現在その操作は実行できません》と出るばかりで、俺の〝中身〟がＳＳＲへ飛ぶようなことはなかった。

「で、今度は通話どころかメッセージすら送れない、と」

　嘆息しながらスマホを閉じ、ベンチに寝転んで大きく空を仰ぐ俺。

「なんなんだよ……ったく」

　まさに、恐れていたことが起きてしまった、というやつだった。どこで機嫌を損ねたのかは知らないけれど、こうして一方的に遮断されると俺の方からコンタクトを取る手段はない。俺たちの歪いびつな共存関係は、歪であるからこそ、こうも容易たやすく引き千切られる。

　──そう言えば、少しだけあの時と似てるな。

　入れ替わり相手パートナーに拒絶された俺の脳裏を過よぎったのは、ＲＯＣの中で春はる風かぜが講じた〝ログイン妨害〟のことだった。考えてみれば、俺は前回も今回も、電脳神姫によってゲームから叩たたき出されている。

　だけど、それら二つは似ているようでいて全く別の問題だ。俺を守るために自らゲーム世界を選んだ春はる風かぜと違って、鈴すず夏かは明確な敵意で俺を現実世界に閉じ込めているんだから。

　ならその理由は？　俺を敵視する根拠はなんだ？

　思えば、鈴夏の行動は最初からおかしかった。ＳＳＲの開催を楽しみにしていたと豪語し、実際あれだけはしゃいでおきながら、ろくにゲームを進めようとしない。どころか邪魔ばかりしてくる。まるで俺にゲームをクリアされると困る──とでも言うように、だ。

「…………」

　寝転がりながらそっと右手を首筋に添える。目を閉じたまま静かに思考を澄ませていく。

　恐らく、だけど──鈴夏の〝隠しごと〟はＳＳＲのＧＭ絡みなんだろう。

　そして、もしそうだとすれば、彼女の抱えている問題はきっと俺じゃ対処できない。

「……まあ、そりゃそうだよな。もしちょっとでも可能性を感じてくれてるなら、春風みたいに声を上げるはずだ。助けを求めて縋すがるはずだ。でも鈴夏はそうしなかった。あいつは多分、そもそも俺には手出しできないくらい雁がん字じ搦がらめに囚とらわれてる」

　認めたくない事実をあえて口に出す。だらしなく垂らしていたはずの左手は、いつの間にかぎゅうっと強く握り固められていた。

　──なあ、このままでいいのかよ、垂たる水み夕ゆう凪なぎ。

「いいわけ……ないだろ」

　俺は鈴夏を助けたい。

　頼まれてなんかいないけど、縋られてなんかいないけど、それでも俺は助けたい。〝何か〟に潰つぶされそうになっているのに誰にも手を伸ばせない彼女を、俺の勝手な都合でスフィアから無理やり奪い取ってやりたい。

　そのために俺に出で来きることと言えば……やはり、このゲームをクリアすることしかないんだろう。〝Selector of Seventh Role〟。七つの役職のうち〝魔王〟を選択させられた俺の使命は、無敵の〝勇者〟を倒すこと。

　勇者の能力は鉄壁だ。《オートセーブ＆ロード》──チートとしか思えないほど完璧な自動復活能力。対する魔王の《強制徴収》は任意の所持品を奪うことの出来るスキルだが、現状は勇者の下着くらいしか盗めちゃいない。少なくとも一見した上では完全に力不足だ。

　だけど、それでも俺には見えている。描けている。

　もう情報は出で揃そろっているんだ。これまでのプレイの中で引っ掛かっていたことが全部全部繋つながって、ＳＳＲの攻略手順を明快に紐ひも解といていく。氷の女帝──三み[image: ]つじ小こ織おりのプレイスキルという障壁はあるが、そこさえ越えられればあとはクリアまで突っ走れるだろう。

　だが、それを実行に移すためにはあと一つだけピースが足りない。

　たった一つだ。たった一つだが、俺には埋めることの出来ないパーツ。スフィアという敵の強大さ故にどうしても覆くつがえせないそれのせいで、このままだと俺は間違いなく負ける。

　だから。

「…………ちくしょう。……癪しやくだなあ。癪だけど、でも仕方ないよなあ」

　俺はベンチから身体からだを起こし、ブツブツと呪じゆ詛そのような言葉を呟つぶやきながらポケットのスマホを取り出した。そしてまずは春はる風かぜにちょっとした〝お使い〟を頼み、それから電話帳に登録されている数少ない番号の一つをタッチすると、深呼吸しつつコールを開始する。

　相手は、すぐに出た。
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　あたしは、電脳神姫二番機は──〝失敗作〟だ。

　そういうことになっている。

　あ、ううん。自分で言うのもなんだけど、性能自体は別に悪くないと思う。エニグマコードの発見から間もなく作られた一番機に続いて、あの人……朧おぼろ月つく詠よみが張り合うみたいに設計した二番機。電脳神姫の常として人間らしい感情も持ってたし、とりわけ電子干渉能力に関してはかなりのものだった、とか。

　でも。それでも、あたしは。

　そもそも作り出された経緯からして一番機の劣化コピーであって、オリジナルを超える可能性なんて万に一つもなくて、しょっちゅう不具合が起こるせいで定期的なメンテナンスを受けないと存在すら危うくて、だから常にあの人の手を煩わせてる──そんな、世紀の出で来き損そこないらしい。

　あはは。信じられる？　あたし、あの人が居ないと三日も生きられないんだって。

　そして、そんな風になっちゃったのは、あの人の力量がどうとかそういう問題じゃなくて、ただただあたしが生来のクズだったからなんだって。

　ね？

　ほんっとに……馬鹿みたいでしょ。

　だけど、どんなに馬鹿らしくても、朧月詠にとってはそれが真実だった。スフィア幹部の一角、超上昇志向でプライドの高い自称天才。口癖みたいに「ボクがミスなんかするはずない」って言ってるような人だから。

　そんな人だから……多分、先に他の人が電脳神姫を完成させたのが許せなかったんだと思う。対抗するみたいにあたしを作って、でも焦ったせいで構成は穴だらけで、そもそも正体不明のエニグマコードを運用する力なんかあの人にはなくて──だから、こんな出来損ないが生まれちゃった。

　そう、出来損ない。

　詳しい人が見ればすぐに分かるくらい、ツギハギだらけのボロ人形。

　せっかく作ったあたしがそんなだったから、朧おぼろ月つく詠よみは目に見えるくらい落胆した。痛烈な言葉であたしのことを罵ば倒とうした。そして──ついにはなかったことにしようとしたんだ。小さな小さな箱庭世界ゲームフイールドに、あたしを閉じ込めることにした。

　スフィアからも世界からも孤立した、誰も訪れることのない孤独な世界。

　そこにあたしが隔離されたのは……もう二年近くも前のことになる。

　あはは。それからの毎日なんか、ほとんど地獄と変わらなかったよ。賑にぎやかだけど無人の街をとぼとぼ歩いて、歩いて、それだけで一日が終わる。それを何百日も繰り返す。

　イベントもね、あるんだ。ほら、あたしは三日に一度、あの人のメンテナンスを受けなきゃいけないから。あの人に──スフィアで本物の天才たちに囲まれて延々と鬱うつ憤ぷんを溜ため込み続ける朧月詠に、会わなきゃいけないから。

　あの人はいつも、あたしの首を絞めながら昏くらい瞳でこう言うの。

　──この出で来き損そこない。

　──ボクの経歴に泥を塗る最低最悪の失敗作が。

　──お前のせいで、お前が何の役にも立たないクズだったせいで、このボクまであいつらに揶や揄ゆされる。ふざけるな。ボクは天才だ。あいつらなんかよりずっとずっと上なんだ。

　──それなのに……お前のせいで！

　あはは。だったら殺せよ、って何回思ったことか分かんないよね。要はあたし、奴隷なんだ。あの人の苛いら立だちを発散するための便利な道具。あたしみたいな欠陥品が役に立てるのは結局〝それサンドバツグ〟くらいしかないんだってさ。……ふざけんな。あんたが作ったんでしょ。

　だけど──転機は、今から三ヶ月前に突然訪れた。

　ＲＯＣ。正式名称Rule of castersの意外な幕引き。スフィアとしては単に〝裏ゲームが一つ終わった〟というだけの話だけど、あの人にとってはそうじゃなかった。朧月詠にとって、ＲＯＣがあんな無様な終しゆう焉えんを迎えたのは天道白夜の敗北とイコールなんだ。手塩にかけて育てていた電脳神姫を奪われる、なんていう、面白いくらい完璧な敗戦だった。

　だから、あの人はこう考えたんだと思う。

　天道を負かした垂水夕凪とやらを潰せば、自分が天道より〝上〟だと証明できる、って。

　……ほんとに。

　馬鹿だ馬鹿だとは思ってたけど、あの人は、あたしの想像よりずっとずっと馬鹿だった。

　だけど、まあそこは腐ってもスフィアの幹部だよ。方針を決めてからの行動力は並外れてて、そこから先はほとんど彼の思い通りに事が進んだみたい。スフィア先進技術開発部フエイクウイツ門第三課チーズの扇動。次回開催予定だった裏ゲームの差し替え。

　そして、その〝差し替えられたゲーム〟っていうのがSelector of Seventh Role──あたしに与えられていた箱庭世界を舞台にした裏ゲームだったってわけ。

　ＳＳＲゲームが始まる直前、あの人は、あたしを呼び付けてこう言った。

　──おいクズ。聞け、お前に一つチャンスをやる。

　──もうすぐ行われるＳＳＲだが、お前にもプレイヤーとして参加してもらおう。

　──もしそこでお前が勝利を収めれば、お前をこの箱庭から解放してやる。もちろん負ければ今のままだが、特別お前に不利な条件はない。ボクに出で来きる最大限の譲歩だ。

　──全く、泣いて喜べよ出来損ないガラクタ。

　だってさ。あはは、ほんとに面白い。可お笑かしくて涙が出てくる。勝てばこの世界から出してもらえるんだって。……なにそれ、馬鹿じゃないの？　あたしはメンテナンスがないと生きられない。たとえこの世界から出られたところで、そんなことに意味なんか欠片もないっていうのに。

　でも────それでも、あたしは嬉うれしかった。

　だって、ただの箱庭だったこの世界がゲームの舞台になるんだよ？　いつものＮＰＣだけじゃなくて、ちゃんと意思を持ったプレイヤーがここに来てくれるんだよ？　そんなのちょっと凄すごすぎる。二年間閉鎖された世界で過ごしてきたあたしにとって、それは麻薬みたいに強烈で魅力的な想像だった。──だからこそ、

　あたしの望みは、可能な限りゲームを長引かせること。

　ただ、それだけだったんだよ。

　ゲームのクリアなんか心の底からどうでもいい。ううん、むしろしたくない。でも他の誰かに攻略されるのもダメだ。勝っても負けても元の生活に戻らなきゃいけないなら、あたしはこのゲームを終わらせない。

　そういうわけだから、あたしは、ＳＳＲが始まり次第、他のプレイヤーを精一杯に妨害しながら長く長くゲームを楽しむつもりだった。

　そろそろ愛着すら湧き始めていたこの狭い世界を、一生懸命謳おう歌かするつもりだったんだ。

　あのね。凄いんだよ、ＳＳＲ。スフィアが裏ゲームを始めてから取ってきたデータの中で、本当に上位の成績を取ってる人にしか招待状が出されてない。対策を練ろうと思って片っ端から調べてみたけど、とんでもない戦績を残してるプレイヤーばっかりで……あたし、ちょっとワクワクしちゃった。楽しそうだなってドキドキしてた。

　もちろん、その中でも特に意識していたのは例の彼だ。

　垂水夕凪タルミ──Rule of castersを攻略し切ったプレイヤー。あの人が目の仇かたきにするくらいだから、相当腕の立つ人なんだろうって思った。そして、だからこそ、あっさりクリアされないようにって色々作戦も考えてたのに……あはは。

　まさかあたしが彼になるなんて、さすがにちょっと予想してなかったな。

　正直に言って動揺した。そもそもあの人以外の人間とはほとんど関わったことがないあたしなのに、いきなりこんなイレギュラーな出会い方をするなんて聞いてない。というか困る。あまりにも衝撃的で、混乱しすぎて、思わず鏡の前でぺたぺたと顔を触ってみたりもしたよ。……うん、ちょっとだけ、ごつごつしてたかな。

　でも、よくよく考えてみれば、その〝入れ替わり〟はあたしにとって都合が良くもあったんだ。だってあたし自身がその人なら、大たいして手間もかけずにいくらでもゲームの進行妨害が出で来きる。少なくとも、どこにいるとも知れない強敵よりはずっとずっと簡単に。

　そう、心のどこかでほくそ笑んでいた……はずなんだけど。

　──誤算だったのは、あたし自身の感情だ。

　きっとあたしは、あの人に散々痛めつけられたせいで、どこまでも弱くなっていた。タルミの提案で〝向こう側の世界〟に出られたのが嬉うれしくて仕方なかったし、タルミやハルカゼ、ユキナと喋しやべっているだけで胸の奥がじんわりと温かくなるみたいだった。

　だから……タルミとやるゲームはとてもとても楽しくて。

　同時に、とてもとても痛かった。

　制限時間付きの幸福。一時的な幻想。そう、あたしは最初からこのゲームにそれをこそ望んでいた。だから傷つくのは筋違いだ。そんなのちゃんと分かってる。

　でも、それでも、この夢はちょっとリアル過ぎた。思わず本物だって錯覚してしまうくらい眩まぶしくて、思わず手を伸ばしてしまうくらい近くに見えて。

　それであたしは誤解してたんだ。

　タルミが見せてくれる幸せが、あたしにも掴つかめるものなんだって……勘違いした。

　あはは、馬鹿だよあたし。いくら今が楽しくてもゲームが終われば独りぼっちに戻るんだ、って、それすら忘れちゃうほどはしゃいでたんだから。馬鹿みたいに騒いで、はしゃいで、そして〝処刑人〟の言葉で一気に夢から引き戻された。……そう、そうだ。この世界はあくまでゲームであって現実ホンモノじゃない。現実世界むこうにある幸せはあたしじゃ絶対に掴めない。それに気付いてしまった。思い出してしまった。

　だから、あたしは嫌いだ。

　絶対に手に入らない希望をチラつかせるタルミが……この上なく、大嫌いだ。




　──定期メンテナンスを受け、ボロボロになった身体からだでそんなことを思い返していた。

「はあ……あたし、何してるんだろ」

　よろけた身体を石壁に預け、とりあえず共通回復スキル《キュア》を使用しておく。今日の暴力は控えめだったから、これでほとんど全快だ。それに、一昨日と違ってこの服の惨状は処刑人にやられたもの。タルミに疑われる心配はない。……そんなことを〝良かった〟と思える自分がちょっと嫌になって、ピンクの髪に包まれた頭をこつんと叩たたいた。

　それから小さく顔を伏せる。ゲームの行く末に思いを馳はせる。

　まだ始まって間もないはずのSelector of Seventh Role──ＳＳＲは、早くも最終局面を迎えようとしていた。神官と処刑人の二人が脱落したことで革命家のリーチが確定。さらに、審判への潜伏スキル貸し出しなど巧妙なｐｔ戦略を講じていたこともあり、追跡者が大幅に所持ｐｔを伸ばしているらしい。そろそろ９０００の大台に乗る勢いだ。

「あたし、何か間違えたのかな」

　ぼんやりと靄もやのかかった頭でＳＳＲを振り返ってみる。……タルミのｐｔ稼ぎはちゃんと妨害できてたはずだよね、うん。垂たる水み夕ゆう凪なぎという最強のプレイヤーに全力でゲームを進めてもらって、彼自身のクリアはあたしが阻む。ゲームが始まる前から考えていた作戦は、ちゃんと実行できていたと思う。単純に、それでも駄目だった、というだけの話だ。

「もし、もし最初からタルミに全部話してたら……って、ううん。そんなの無理だよね」

　あはは、と乾いた笑い声を発しながら、向こうの世界との接続を切った端末を虚うつろな瞳で見つめる。この端末が新たに着信を告げることは、きっともう、一度もない。

　それに──そろそろ〝引き延ばし〟も限界だ。クリアに王手をかけたプレイヤーが現れた以上、もう他人の動向なんか窺うかがう意味はない。じきにＰＶＰが乱発することだろう。

　それでＳＳＲはお終しまい。同時に、あたしの短い幸せも幕を下ろす。

「でも……うん。ほんとに、楽しかったから……いいかな」

　石壁に背中を預け、ずるずると腰を降ろしながら、誰にともなくそう呟つぶやいた。

　……本当は良くなんかない。全然ない。

　タルミと過ごしたこの数日は楽しかったけど、楽しかったからこそ、いつまでだってこの夢に浸っていたかった。でもそんなのは無理だと知っている。知っているから、これ以上手は伸ばさない。伸ばしたら──だって、そんなの、余計に虚むなしい。

「あはは。それに、そうだよ。あたしが諦めようが諦めまいが、ゲームは勝手に終わるんだから。だったらいっそ──」




「────そんなことは、ありません」




「…………え？」

　自暴自棄な独り言に突然割り込んできたひどく失礼な声に、あたしは思わずぱちくりと目を瞬しばたたかせた。そして、すぐに気付く。いつの間にか、目の前に、豪奢な金糸の美しい少女が息を切らして立っている。

「えと。ちょ、っとだけ。あの、待って、くださ……けほっ」

　彼女は両手を膝に突いて、しばらくの間はぁはぁと息を整えていたけれど、やがて少しだけ汗の滲にじんだ顔を上げ、ふにゃりと柔らかく微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます、落ち着きました。……えへへ。ちょっと、あれですね。ＲＯＣの時は探される側だったので、探す側の立場というのはちょっと新鮮な気がします」

「え、っと……？」

「でも、見つけました。ちゃんと見つけることが出で来きました」

　真まっ直すぐにあたしを見つめながらそんな言葉を放ったのは────ハルカゼ。

　タルミがＲＯＣを介して天てん道どう白びやく夜やから奪い取ったと言われている電脳神姫五番機だ。その境遇から、本来あたしとしては羨んだり、あるいは敵視したりしてもいいくらいの少女。でも一緒にいるだけで何な故ぜか安らいで、嫌うなんてとてもじゃないけど出来ない……そんな不思議な女の子。

　彼女は緩んだ笑顔のまま言葉を続ける。

「ダメですよ、鈴すず夏かさん。こんなところで諦めるのはもったいないです。って、ＲＯＣでずっと逃げ続けていたわたしが言うのも変なんですけどね」

「ちょ、ちょっと待って。……あんた、どうしてＳＳＲここにいるのよ？　おかしいじゃない。この世界にアクセスするには、裏ゲームで高評価を獲得してないと──」

「えへへ、はい。なのでそこは、ちょっとズルしちゃいました。電脳神姫五番機としての能力でわたし自身の設定を書き換えて……実はわたし、今だけ百戦錬磨のとってもすごいプレイヤーなんです」

「ああ……そう言えばそんな能力だったわね、あんた」

　納得するにはしたけれど、自分の声が徐々に固くなっていくのが自覚できる。ハルカゼに当たる理由なんかどこにもないと分かっているのに、キツい言葉が止まらない。
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「……ふん。でも、だからってあたしの意見は変わらないわ。大体あんたに何が分かるって言うのよ？　諦めるも何も、あたしは最初から抵抗しようだなんて思ってなかった。最初から、何も始まってなんかない」

「ですから、そんなことはありません。ないんです。だって、夕ゆう凪なぎさんがいるじゃないですか。あの夕凪さんがいるじゃないですかっ！」

「だからっ……！　もう、何なのよその、あんたのタルミ絶対信仰。あのね、あたしだってタルミが凄すごいゲーマーだっていうことくらいは知ってるわ。でも、何度だって言うけど、そんなことはどうでもいいの。関係ないの！　たとえＳＳＲをクリアしたって意味が──」

「ふえ？　あ、あの、違いますよ鈴すず夏かさん」

「──ない、って……なによハルカゼ。違うってどういうこと？」

　突然あたしの結論を遮ったハルカゼは、どこか不思議そうにきょとんと首を傾かしげた。

　それから何な故ぜか得意げに胸を張り、ぴんと右手の人差し指を立ててみせる。

「えへん、違います。夕凪さんは凄いゲーマーなんかじゃありません。あ、いえ、もちろん頭はとっても回りますし、強豪プレイヤーだってことも確かではあるんですけど……夕凪さんの〝本質〟は、きっとそんなところじゃないんです」

「……じゃあ、どこだっていうのよ」

「えへへ。それは、ですね」

　ハルカゼはそこで一旦言葉を切った。それからあたしにぐっと顔を近づけて、とっておきの宝物でも見せるみたいにキラキラと目を輝かせ始める。圧倒的な熱量に気け圧おされて後ずさるあたしに構うことなく、ぐいぐいと距離を詰めてくる。

　そして彼女は、囁ささやくようにこう言った。

「それは──執念、ですよ」

　あたしが黙っていても、何も答えられなくても、優しげな語りはさらに続く。

「夕凪さんは諦めません。折れかけることはあっても、絶対に折れません。ＲＯＣでわたしを助けてくれた時もそうでした。劣勢だろうが崖っぷちだろうがそんなの関係ないんです。最後の最後まで〝ヒーロー気取り〟をするんです」

「……でも、それはあんたたち二人の話でしょ。あたしはずっとタルミの邪魔ばかりしてたもの。もうＳＳＲになんか戻ってこないに決まってるわ」

「あの、鈴夏さん。ほんとに、ほんっとーに、そう思いますか？」

　ちょっと悪戯いたずらっぽい瞳に見つめられ、あたしは「うぐ」と視線を逸そらした。……実はあんまり、思わない。あたしがどう動こうが何をしようが、結局は見捨ててくれなさそうな気配がタルミにはある。

「……えへへ」

　黙り込んだあたしにもう一度だけ微笑ほほえんで──ハルカゼは、祈るみたいに両指を絡めた。

「ちょっとでいいんです。夕ゆう凪なぎさんの話を聞いてあげてください。ね？　お姉ちゃん」





　　　　♯



　強い西日が目を焼く夕刻。

　呼び出された町外れのビルの一室で、俺はとある人物と顔を合わせていた。

　黙り込む彼の表情は逆光になっていてよく分からない。が、少なくとも機嫌が良さそうには思えなかった。ここまで同行してくれた瑠る璃り先輩──この人は未いまだに、学校以外じゃ黒髪貧乳フードパーカーの不審者だ──も、俺のすぐ後ろに控えながらどこか居心地悪そうにソワソワしている。

「（ちょ、ちょっとキミ。いきなりこんな所に来るなんてどういうつもりなのかな？）」

「（え？　あー……すいません先輩。説明が面倒なんで、飴あめでも舐なめながらとりあえず適当に見ててくれませんか）」

「（……何か最近、私の扱いがぞんざいになっている気がする。まあ舐めるけれど）」

　パーカーのポケットからおもむろに棒付きキャンディーを取り出して、いつものようにそいつを咥くわえる先輩。そんな彼女から発せられる抗議の視線を背中全体で受け止めながら、俺は改めてその人物に向き直った。すぅと息を吸い込んで、一言。

「──お前に一つ、頼みがある」

「…………」

　男は相変わらず態度を変えなかったものの、ほんの少し、怪け訝げんそうな様子で眉をひそめた。まあ、確かにこれだけで意味が伝わるはずもない。俺は続けて口を開く。

「まず──」

　と、しかしその時、突如として鳴り響いた異音が静せい謐ひつな空間を引き裂いた。

　何かと思えばスマホのバイブレーションだ。くぐもったような音がポケットの中でブー、ブーと唸うなりを上げている。状況が状況なだけに無視しても良かったのだけれど……目の前の男は「早く出ろ」とでも言うように顎をしゃくってくるばかりだ。

　だから俺は、仕方なくポケットに手を突っ込み、スマホを耳に押し当てた。

「もしもし？」

『あ、もしもし夕凪さんっ！』

「……春はる風かぜか？　どうした」

『えと……あのですね。夕凪さんに頼まれた通りゲーム世界にログインしまして、鈴すず夏かさんは何とか見つけられたんですが……その、ちょっと説得が難航していると言いますか』

「ああ、それで電話越しにってことか」

『いえ、その……大変言いい辛づらいんですが、鈴すず夏かさんは今、絶賛拗ねモードなんです。通信だろうと夕ゆう凪なぎさんとは話したくない、の一点張りで。なかなか強情な方ですね……むむむ』

「……じゃあ、俺にどうしろと？　いくらなんでも喋しやべれないんじゃどうしようもないぞ」

『よくぞ訊きいてくださいました、夕凪さんっ！　わたし、一生懸命考えたんです。それでやっと思い付いたんですっ。えへへ、これはとっても名案ですよ。──夕凪さん、今からＳＳＲにログインしてもらえますか？』

「え？　……もうログインできるようになってるのか？　いや、もしそうなんだとしても、結局入れ替わるだけなんだから鈴夏とは会えな──」

『大丈夫ですっ！　怖がらないでやってみてください、夕凪さん。わたしだってやるときはやる子なんですから！　えへん！』

　……正直に言うと不安なことこの上ない。

　この上ない、が──まあ、春はる風かぜがここまで言っているんだから少しくらい乗ってやるか。

「分かった。今から行く」

　小さく息を吐きだした俺は、目の前の男と瑠る璃り先輩に一言断りを入れると、それからすぐにＳＳＲのアイコンをタップした。





　　　　♯



「……なるほど、名案ね」

「え？」

　ログインするなり漏らした言葉に疑問の声を返してきたのは、春風ではなく鈴夏だった。

　それには答えず、俺は自分の身体からだをまじまじと見つめる。鈴夏より少し小ぶりな胸、フリルのたくさん付いたワンピース、最高級の織物みたいに手触りの良い極上の金糸。

　間違いない──俺は今、春風の中にいる。

　意味の分からない現象に一瞬混乱しそうになったものの、考えてみれば簡単な話だ。恐らく、春風が電脳神姫としての能力を使って〝垂水夕凪〟のログイン先を鈴夏じゃなく春風自身に書き換えたんだろう。そんなチート紛まがいの策略で無理やり俺と鈴夏を対面させた。

　全く、相変わらずとんでもない行動力を持ったお姫様だ。

「ど、どうしたのよハルカゼ？」

　俺がやれやれと苦笑していると、少し離れた場所にいた鈴夏が訝いぶかしげな様子で近付いてきた。……そう言えば、こうして直接対面するのは初めてだ。何気に少し感慨深い。

「なんか急に態度変わったように見えるけど……もしかして、あたしがタルミとの通話拒否ったから怒ってる？」

「いや、そういうわけじゃない。確かにちょっと傷付いたけどそうじゃない」

「？　怒るなら分かるけど、なんであんたが傷付くのよ。意味わかんないわ。いくら何でもタルミとシンクロしすぎじゃない？」

「シンクロか。……ああ、まあ、そうだな。ある意味すっげえシンクロしてるな」

「え、それ、納得するところなの？　一応皮肉のつもりだったんだけど」

「いやだって、俺がそのタルミだから」

「何それ面白い」

　ギャグじゃねーんだよ。

　俺は一つ嘆息すると、笑うばかりでまともに取り合ってくれない鈴すず夏かに軽く状況説明をしてやることにした。春はる風かぜの設定変更能力。相方違いの入れ替わり。

　話を聞くにつれて、余裕そうだった鈴夏の表情がさーっと青ざめていくのが分かった。

「え、じゃあ……もしかしてあんた、タルミ？」

「さっきからそう言ってるだろ」

「う…………」

　俺の返事に黙り込み、小さく肩を震わせながら俯うつむく鈴夏。長い前髪に隠れた表情を覗のぞき込んでみれば、そこに浮かんでいるのは迷いにも似た困惑と狼ろう狽ばいだ。春風の説得が功を奏しているのか、少なくとも強硬な拒絶ではないように思える。

　けれど、次の瞬間──俺の眼前を通り抜けたのは陽光に煌めく尖刃だった。

「っ、うぉお!?」

「なっ……なんで避よけるのよ!?」

「避けるに決まってんだろ、殺す気か！」

「うるさい！　うるさいうるさいうるさい！　話したくないって言ってるじゃない！　それなのに一体なんなのよあんたたち!?　ハルカゼは物腰柔らかいかと思ったら意外に強情で全ッ然話聞いてくれないし！　あんたはほいほい女の子乗り換えてご満悦だし！」

「その言い方どうにかならないか!?　こっちは入れ替わりこれで大分迷惑してるんだけど！」

「そんなの知らないわよ！　いいから覚悟しなさい──あんたを殺してあたしも死んでやるんだからぁああ！」

　鈴夏はそんな啖たん呵かを切りながら勢いよく曲刀──処刑人から奪った例の凶器を振り回す。

「ちっ……！」

　そこで俺は、タイミングを計りながら彼女に近付いて思いきり両手を伸ばした。ゴスロリ衣装に包まれた肩に掌を乗せ、真っ正面から抱き締めるみたいに引き寄せる。

「え？　──きゃっ」

　鈴夏は小さく悲鳴を上げると、バランスを崩して俺の方へと倒れ込んできた。ぽすんと春お風れの胸に彼女の頭が埋まる。ピンクの髪がふわりと広がる。鈴夏は荒い息を整えるためかしばらく黙っていたものの、やがて顔を持ち上げ、少し潤んだ赤い瞳で俺を見た。

「何よ……あんた、タダじゃ死なせてもくれないってわけ？　とんだ悪魔ね」

　声と一緒に吐き出される息がいちいち頬ほおを撫なで、今さら体勢のマズさに気付く俺。鈴すず夏かの手に凶器が握られているのを除けば、構図としては完全にべたべたイチャついてる百ゆ合りカップルだ。どちらからともなく発せられる甘い匂いに思考が麻ま痺ひしそうになる。

「ち、違うっての。……っていうか、心中はさすがに大おお袈げ裟さだろ。いくら電脳神姫だからってゲーム内の死＝消滅ってわけじゃない。ＲＯＣの時だって、散々脅されてた春はる風かぜにもちゃんと〝ゲームで殺された後の役目〟が設定されてたんだから」

「……そりゃ、ハルカゼはそうでしょうね」

「え？」

「ハルカゼならそうに決まってる、って言ったのよ。……あの天てん道どう白びやく夜やが作った最新型なんだから、あらゆる状況を想定して人格再生バツクアツプやら防衛性能プロテクトやら掛けられてるはずよ。そういう意味じゃハルカゼが消滅するなんて事態はまず起こらないわ。でも……あたしは違う」

「……違う？」

　怪け訝げんな声で──けれど、頭のどこかではやっぱりそうかと思いながら訊きき返す。と、俺の腕の中に収まった鈴夏はやけにぎこちない笑みを作った。笑おうとして、でも笑えなくて、恐怖と絶望で引ひき攣つったみたいなぐちゃぐちゃの表情。

「違うわよ。……あはは、当たり前じゃない」

　そして彼女は、堰せきを切ったように、溜ため込んでいた感情を一気に吐き出した。




「っ──あたしは、失敗作だから！　同じ電脳神姫でも、ハルカゼとは似ても似つかない出来損ないなんだからぁっ!!」




　……鈴夏の〝告白〟はまるで慟どう哭こくのように続いた。

　彼女の制作主である朧おぼろ月つく詠よみにずっとずっと虐しいたげられてきたこと。そんな日々から逃げたくて、一種の逃避としてＳＳＲの開催を心待ちにしていたこと。彼女にとってゲームクリアなど価値はなく、ただただゲームを引き延ばすためだけに尽力していたこと。

　鈴夏は震える声を絞り出しながら、俺の背に回した両手にぎゅうっと力を加える。

「もう、この際だから正直に言うわ。ＳＳＲが始まってから、あたしはずっと楽しかった。ゲームの中でも、表の世界でも……何をするのも楽しかった。でもっ！

　それは、あたしには絶対手に入らない偽物の幸せで！

　あたしの全てだったＳＳＲが、あんたたちの世界からしたらちっぽけな虚構でしかないって思い知らされてるみたいで！

　本当に、やめてよ……このゲームが終われば、あたしはまた一人でここに残らなきゃいけない。だったら別の世界があるなんて知りたくなかった。だってそれを知っちゃったら、あたしがＳＳＲここでどれだけ自由を叫んでもそんなの虚むなしいだけじゃない！

　あたしに必要だったのは、ちっぽけな癒いやしとほんの少しの逃避だけだったのに……怖くてまともに会話も出で来きないあの人から、少しの間目を背けていたいだけだったのに。

　あんたがあたしに幸福を見せるから！　勝手に深く浸らせるから!!

　だからっ……もう、いいの。これ以上あたしを惑わせないで。もう充分よ。手に入らない幸せがどれだけ残酷か、あたしは思い知ったわ。だからあんたは責任取って、あたしをこのまま一人にしなさい」

「…………」

「……タルミ？　ねえ、何を迷うことがあるの？　あんたがどうしてあたしを助けようとしてたのかは知らないけど、当のあたしが助けなんか要いらないって言ってるの。大丈夫よ、あんたが悩むことなんか何もないわ。最初から……っ、そう。あたしには、最初から救われる価値なんかなかったって、たったそれだけのことなんだから」

　自身を傷付けるような言葉ばかりをあえて選び取り、涙交じりの声を漏らす鈴すず夏か。

　そんな彼女の背を左手一本で支えながら──俺は、ゆっくりと回り始めた思考に置いていかれないよう、空いた右手をそっと首筋に添えていた。

　……考えるべきことならいくらでもあった。鈴夏の境遇。朧おぼろ月つく詠よみの策略。ただ長引かせることだけが目的のゲームは、彼女にとって期間限定の非日常。

　出来損ない──鈴夏は自身をそう評した。いや、本心からそう思っているのかは分からないけれど、きっと言われ続けているうちに染みついてしまったんだろう。あれだけ傲ごう岸がん不ふ遜そんに振る舞っていた彼女の裏には、そんな、表面とは真逆の本質が潜んでいた。

　出来損ないだから定期的なメンテナンスが必要で。

　出来損ないだからＳＳＲ内での死はそのまま消滅デリートに直結して。

　出来損ないだから助からなくても仕方がない。

「っ……」

　苛いら々いらとした感情が胸の中に湧き立つのが自覚できた。……ああ、なんてくそったれな思考だ。こんな洗脳紛まがいの刷り込みをしてくれやがったクソＧＭには、致命的な一発をぶち込んでやらないことにはどうしたって気が済まない。激情を抑えられそうにない。

　そのためには──ああ、そうだな。

　まずは、このワガママな魔王様をその気にさせるところからだ。

「……なあ、鈴夏」

　声を掛けると、ぴくん、と小柄な身体からだが跳ねた気がした。

「お前の言い分は一応全部聞いたよ。ちゃんと理解も出来たと思う。……だけど、それで俺が嫌われるのはなんか納得いかない。拒絶される意味が分からない」

「なっ……ど、どうしてよ。当たり前の帰結でしょう？　あんたはあたしに叶かなわぬ夢を見せた。最低な詐欺師みたいな真ま似ねをしたのよ。そんなの嫌われて当然じゃないっ！」

「だからどこがだよ。……ったく、いいか？」

　俺は少しだけ腰をかがめると、鈴すず夏かに顔を近づけた。額と額がこつりと触れる。滑らかな薄桃色の髪と極上の金糸が交じり合う。もはや至近距離を通り越して心臓の鼓動すら同期しそうな密着状態ゼロ距離だ。だけどそれでも、恥ずかしさは押し殺しながら言葉を続ける。

「お前は最初から、俺がＳＳＲをクリア出で来きるかも、と思って警戒してたんだよな？　ならそれは、どうしてだ？」

「……そ、それは…………だって、あんたが」

「ＲＯＣをクリアしてるからか？　月つく詠よみとかいうのが目を付けてたからか？　もしそうなんだとしたら、さ──それはちょっと評価が甘すぎるぜ」

「……え？」

「いいか、鈴夏。俺は最初っからお前を賭けてこのゲームに挑んでる。お前以外は端はなから眼中にねーんだよ。お前に希望を見せた責任？　馬鹿言え、強制されたわけでもないのにこんな趣味の悪いゲームに参加してるんだ。取ってやるに決まってんだろ。最後まで一ミリの不始末もないように、完璧にクリアしてやるっての」

「っ────」

「だから、撤回しろ。あれはちょっと気に入らない。──偽物の幸せ？　手に入らない虚構？　ふざけんな。そう思ってるなら最初からお前に見せたりしねえよ。俺はお前を〝奪い取る〟ためにここに居るんだ。お前が最近ずっと楽しかった、って言うなら、それは偽物なんかじゃない。ただの未来の前借りだ。遠慮しないで貰もらっとけ」

「ぅ……あ」

　気の強そうな赤い瞳から大粒の涙を零こぼしながら、鈴夏は弱々しく俺に縋すがり付いてくる。

　それは多分、彼女が初めて〝弱さ〟を見せた瞬間で。

　それは多分、彼女が初めて、俺を仲間だと認めてくれた瞬間だった。

　──そして、数分後。

「ふぅ……」

　ようやく落ち着いたらしい鈴夏は、すっと俺から身体からだを離し、ゴスロリドレスの袖で涙を拭うと一つだけ深呼吸をした。落ち着いたとは言えその表情はまだぐちゃぐちゃで、とても人に見せられるようなものじゃない。

　それでも、彼女が浮かべているのは間違いなく笑顔だ。

　涙の跡を頬ほおに色濃く残しながら、鈴夏は不敵に笑みを浮かべる。

「……いいわ」

　そして真っ赤な瞳で俺の目を覗のぞき込み、気取った風に両手を腰に付け、精一杯に胸を張ったいわゆる仁王立ちスタイルで──こう言った。

「それならあたしも、諦めない。もうちょっとだけ頑張ってみるから」

「いい返事だ」

　その答えを聞いて、俺は思わずニヤリと美少女らしくない笑みを浮かべた。ちょうど目の前にあった鈴すず夏かの頭をポンポンと撫なでる。鈴夏は特に嫌がりもせず、少しだけ顔を赤らめてから照れたようにふいとそっぽを向く。

「…………さて」

　そんな彼女をぼんやりと眺めながら、俺は、心の中で静かに啖呵を切ることにした。

　──なあ、朧おぼろ月つく詠よみ。あの天てん道どうより性悪なＳＳＲのＧＭとやら。

　お前はもう勝ったつもりでいるのかもしれないが、生あい憎にく俺は諦めが悪い。いくら状況が悪くても、勝率が小数点の遥はるか下でも、ゲームオーバーの表示が出るまではどんな勝負も放り投げられない性分なんだ。…………だから、さ。

　せいぜい、首を洗って待ってろよ。








　《Selector of Seventh Role 四日目中間時・途中経過》

　《魔王：１３４４ｐｔ。勇者：３９００ｐｔ。革命家：２８３１ｐｔ。処刑人：脱落ロスト。審判：１０８０ｐｔ。追跡者：９０３８ｐｔ。神官：脱落ロスト》

　《役職勝利条件・進行状況》

　《革命家：神官・処刑人脱落達成。残り一役職──追跡者。

　　追跡者：残り９６２ｐｔ獲得でｐｔ勝利達成》
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　　　　♭



　勇者は、俯うつむいていた。

　頭の中ではただ一つの単語が延々とリフレインしている──ルール違反。〝魔王〟が処刑人を糾弾する際に放ったその言葉が、今も胸の奥に引っ掛かり続けている。

　……果たして。

　果たして自分がしているのはルールに則のつとった行為だろうか。

　そして、もしもそうでなかったとして──それが何な故ぜ、こうも自分を苦しめるのだろう。

　混乱した頭を一度だけ振ると、勇者は思いきり駆け出した。




　革命家は、口端を上げていた。

　そこに宿るは歓喜の色だ。彼の標的ターゲツトである追跡者の９０００ｐｔ超えオーバー、そしてそれに連動するかのような潜伏スキルの解除。今回の裏ゲームでは愉たのしいことが次々と起こる。

　無論、これだけ熱烈な〝誘い〟に乗らないほど彼は愚かではない。

　最高の好敵手とのバトルこそ叶かなわなかったものの、これはこれで重ちよう畳じようだ。

　くく、と喉奥を鳴らすと、革命家はゆっくり足を踏み出した。




　追跡者は、微笑ほほえんでいた。

　神官が殺されてすぐに転向シフトしたｐｔ戦略の成果は上々だ。奴隷や日雇いＮＰＣを買い上げての人海戦術バイト収入も、審判への潜伏スキル貸し出しも、全ての策が加速度的に所持ｐｔを増やしてくれた。〝終しゆう焉えん〟スキルの使用だってもはや非現実的な話ではない。

　けれど──彼女にとって、重要なのはそんなことではなかった。

　もうすぐ彼が来てくれる。自分の勝利を阻んでくれる。

　そんな期待と興奮で、追跡者は陶とう然ぜんと頬ほおを緩めていた。




　審判は、黙っていた。

　ＳＳＲの開始からこれまで、彼はただひたすらにその〝時〟を待ち続けていた。




　そして、魔王は──。





　　　　♯



　現実世界に戻って例の男との〝交渉〟を済ませた直後、俺は再び鈴すず夏かの身体からだでＳＳＲへとログインし直していた。

　隣に春はる風かぜの姿はない。てっきり一緒に行く流れだと思っていたんだけど、何な故ぜか少しだけ唇を尖とがらせた彼女に同行を拒否されてしまったのだ。『わたしは鈴夏さんの傍そばに付いていますからっ！』とか何とか……なんだろう。陽性の塊みたいな春風にそういう反応をされると普通に凹へこむ。別に嫌われるようなことをした覚えはないんだけどな。

　ま──まあ、それはともかく、だ。

　思考を切り替える意味も含めて、俺は端末から掲示板へとアクセスしてみることにした。

《掲示板：四日目十五時二十二分現在。魔王：１３９０。勇者：３８７７。革命家：３３２０。追跡者：９７２０。審判：１１２１》

「……やばいよなあ」

　思わずそんな弱音が漏れる。

　ゲーム開始時からほとんど動きを見せず、ｐｔを溜ためる気配すらない審判も不気味と言えば不気味だが……やはり、最も直接的に危機感を煽あおってくるのは追跡者だろう。表示されている数字は断トツで９７２０ｐｔ。仮に自然増加だけ考えたとしても、あとたったの五時間弱で〝終焉〟スキルに手が届く計算だ。

「一応、止める方法は分かってるんだけど……微妙だな。そうするとｐｔが足りなくなるかもしれない」

　どう動くのが正解か。全力で思考を回しながら、右手をそっと首筋へ遣やる。

　そんな俺の前に──突如、見覚えのある一人の少女が現れた。

「──はぁっ……はあっ」

　大人しい印象のショートヘアに小柄な肢し体たい。全力で走ってきたのか、息は絶え絶えで頬ほおも薄っすら上気している。洒落しやれっ気けのない薄手のシャツは汗で素肌に張り付いている。

　三み[image: ]つじ小こ織おり。

　彼女は立ちはだかるように両手を広げると、俺を見据えたまま小さく口を開いた。

「まって。あなたに……ひとつ、訊ききたいことがある」

「……なんだよ？」

　少しだけ刺とげ々とげしい声で訊き返す俺。……どうやら問答無用でＰＶＰを仕掛けられるというわけでもなさそうだ。いや、そもそも〝氷の女帝〟は効率主義。本気で狩るつもりならわざわざ目の前に姿を晒さらしたりしないか。

「しつもん。こたえてほしい。……あなたは、なんのためにゲームをしているの？」

「へ？」

「あ、その……えっと」

　俺の反応を〝拒絶〟と受け取ったのか、三[image: ]は弁解するようにふるふると首を振る。

「……わかってる。むしのいいしつもんだと思う。でも……気になる、の。あなたはわたしを助けてくれた。〝あの子〟を助けようとしてた。どっちもゲームの益にならないよけいなことなのに、あなたはすすんで抱えてた。ぜんぜん効率的じゃない。わたしとはたぶん正反対のスタイル。……でも、だからしりたい。どうして、あんなことをしてるの？」

「どうして、か」

　鸚おう鵡む返しに呟つぶやいて、俺は緩く腕を組んだ。長い髪の毛を振り払うようにしながら思考に耽ふける。……俺のプレイが効率的じゃないことを詰なじられているのか？　いや、けれど三[image: ]の口調は特別責めている風でもない。どちらかと言えば──焦あせり、だろうか。

「わからないの」

　三[image: ]は淡々と続ける。

「これでいいはずなのに、このやりかたで合ってるはずなのに、いつもと違う。おかしい。ぜったいへん。あたまの中がぐるぐるする。もやもやする。……きっと、あなたのせい」

　垂れた前髪に半分隠れた瞳は、無色ながら強い光を湛たたえてじぃっと俺を睨にらんでいた。

　そこに浮かんでいるのは激しい動揺だ。恐らく、何かの原因で三[image: ]の根幹に近い部分が揺るがされているんだろう。盛大なまでに価値観の混乱が生じている。そして彼女は、自分と正反対のプレイスタイルを持つ俺こそがその元凶だと言っているわけだ。

　だとすれば、それは。

「あー……三[image: ]、お前さ」

「……なに？」

「お前が言ってるのって、要するにこういうことか？　お前はいわゆる効率厨ちゆうで、ＳＳＲでもその信念に従って〝効率的なプレイ〟を行った。でもそれがどうもしっくり来なくて、だからモヤモヤしてる」

「ん、そう。そういうこと」

「なら、多分だけど。もし間違ってたら悪いなとは思うんだけどさ。……その効率的なプレイってヤツ、単に〝無駄がなくて上う手まい手段〟だったわけじゃなくて──」

　俺はそこで一旦言葉を区切って。

　透明な瞳をしっかりと見つめ返しながら、浮かんだ〝答え〟を口にした。

「──完全なルール違反だったんじゃないのか？」

「っ！」

　言い切った瞬間、三み[image: ]つじの目が大きく大きく見開かれた。彼女は動揺に唇を震わせて、ふらふらと身体からだをよろめかせて、それでもどうにか反論を紡ぎ出す。

「ち……がう。ちがう！　そんなわけないっ！　だって、そんな理由でもやもやしたりしない。こうりつてきに勝てるなら、わたしはばんがいせんじゅつだって何でもやる！」

「本当か？　いや、それはないと思うけど」

「っ……！　どうしてあなたにそんなこと分かるの！」

「どうしてって……簡単だろ」

　ぶんぶん、と三[image: ]は何度も首を横に振る。……もしかしたら、本当に分かっていないのかもしれない。俺からしてみればとんでもなく単純で馬鹿らしいことなんだけど、こちらを睨にらみ付ける三[image: ]の視線は真剣そのものだ。

　そういうことなら仕方ない。

　俺は気取った風に一つだけ溜ため息を吐つくと、ピンクの長髪をぶわさっと風に舞わせ、振りかぶった人差し指とついでにジト目を三[image: ]の顔に突き付けてやった。

「──三[image: ]。お前がルール違反に引け目を感じてるのは不思議でも何でもない、当たり前のことなんだよ。なんたってお前は……効率厨である以前に、ただのゲーム好きだからな」

「……ぇ」

「ぇ、ってお前」

「え、だって、そんなのありえない」

「有り得ない？　俺にはそっちの方が信じられないけどな。だって……〝無敗の戦せん姫き〟なんだろ？　まずそれがおかしいだろうが。裏ゲームの報酬は〝なんでも〟なんだから、例えば金が欲しいなら、最初の一回で人生何周でも遊んで暮らせるような金額貰もらっちまえばそれで終わる。〝無敗の〟なんて二つ名が付くほど勝ちまくる必要なんかどこにもない」

「…………あ……」

　三[image: ]は呆ぼう然ぜんとしたままぽかんと口を半開きにしている。

　これは十六夜いざよいから聞いた話になるが──三み[image: ]つじが今までの勝利で要求した〝報酬〟はどれも金銭で、それもせいぜい小遣い程度の額なんだそうだ。故に一時期は〝スフィア側が用意したサクラプレイヤー〟なんていう非難までされていたとか。

「もし、お前がそれを意識すらしていなかったんだとしたら、それこそ決定的だろ。お前は効率がどうだとか言いながら、本当はゲームそのものを楽しんでた。だから何度でも参加しようとしたし、だから、何かしらのズルをした今回は楽しさが薄れてモヤモヤしてる」

「…………」

「……って、まあそうは言っても細かいところまでは分かってないんだけどな。でも、よく思い出してみたら、勇者おまえとの最初の遭遇はどう考えてもおかしかったんだ。ゲーム開始直後なのに、俺の居場所も、役職も、何もかもがお前には筒抜けだった。だから……多分、俺を潰つぶしたいＧＭ側の刺客とか、そんなんだろ？」

　言って、俺は三[image: ]を──さっきから俺を〝すずか〟と呼ばない彼女を見み遣やる。

　……そう、勇者の行動に覚えた最初の違和感はそれだ。追跡者も革命家も、初対面ではまず俺の役職を訊きいてきた。が、勇者はそのステップを完全に無視していたんだ。だってそんなの尋ねる必要がなかったから。最初から知っていたから。

　三[image: ]は静かに俯うつむいたまま、何かを考えるようにしばらくじっと黙り込んで。

　そして──数秒後、ポツリと小さく呟つぶやいた。

「……そう。だいせいかい」

　前髪の隙間から覗のぞく透明な瞳が微かすかに揺れて俺を見る。

「えすえすあーるが始まってすぐ、朧おぼろってひとかられんらくがきた。〝ＳＳＲを途中棄権りたいあしないこと〟──それがみっしょん。たっせいできれば、ゲームとは別にほうしゅうをしはらうっていう提案だった。

　べつにいいって、そのときは思ったの。だって、ゲームに参加するだけでお金がもらえるなら、それはとても効率的。こうりつてきなのはすきだから。……だけど、そうじゃなかった。それだけじゃなかった。

　あの人がわたしにもとめてたのは、きっと、あなたを追い詰めること。

　だって──だって、わたし、知ってたの！　魔王あなたのやくしょくも、すきるも、いばしょも持ち物もぜんぶぜんぶぜんぶっ、わたしの端末からまるみえだった！」

「…………」

「……それに、プレイに口出しはしないって言ってたのもうそだった。さいしょに攻撃をしかけたのだって後ですっごくおこられたし、指示をだすまであなたを殺すなってうるさいし、でも圧力はかけ続けろとかいうし……けっきょく、ただの傀かい儡らいだった。わたしはえすえすあーるに参加してたんじゃなくて、させられてただけ。きっと、魔王あなたをいちばん屈辱的なタイミングでころすために用意されただけ」

「…………ああ、なるほどな」

　そうして三み[image: ]つじのルール違反は、本人の意思を無視する形で成立してしまったんだろう。

　ゲーム外のメタ的な契約に従って、いや、その契約に関する〝おまけ〟の情報で、三[image: ]には魔王の情報が何もかも透けて見える。それに加えて勇者の役職スキルは鉄壁だ。もはや負ける方が難しいコールドゲーム。効率で言うなら最高のさらに上。

　それなのに。

「おかしかった。へんだった。ぜんぜんどきどきしない。ぜんぜん、たのしくない」

　裏ゲームをプレイしている時はいつも感じていたはずの、胸を締め付けるような高揚感がどこにもない。無為で無色で無感動。自分の判断は合理的で適切だったと信じているのに、どうしてか、とてもつまらない。どうしてこんな感情が湧き出してくるのか自分でも見当が付かないけれど、とにかくそれだけが頭の中でぐるぐる回る。

　だけど──それは、多分。

「あなたに言われてやっとわかった。……そっか。これがあるから、どきどきしなかったんだ。これがあるから……つまらなかったんだ」

　口の中でそう呟つぶやきながら、三[image: ]が手を遣やったのは左手首の端末だ。彼女は静せい謐ひつな表情のまま眼前に画面を投影展開させ、淡々と操作を施していく。祈るように、挑むように、繊細な指先を虚空に躍らせる。──そして、

《勇者がアイテム〝月下の誓い〟を破棄しました》

《〝月下の誓い〟により定められていた全ての契約が無効となります》

　更新された個別ログを眺めながら、三[image: ]は「……ん」と小さく満足げに頷うなずいた。

　……恐らく、その〝月下の誓い〟とやらが、彼女と朧おぼろ月つく詠よみを繋つないでいた契約のアイテムだったんだろう。それを捨てるということはすなわち、この期ごに及んで報酬を受け取らない選択をしたということだ。そして同時に、全ての束縛を投げ捨てた。

　あまりにも三[image: ]らしくない非効率的な行動に、俺は思わず口角を上げて応じる。

「いいのかよ？　ここまで契約通りに動いてきたんだろ。それが全部無駄になるぜ？」

「うるさい。だまって。だいたい、それはあなたが──って、ぇ」

　俺の軽口をざっくりと切り捨て、少しムッとしたような様子で何かを言いかけていた三[image: ]だったが、しかしそこでふと言葉を止めた。

　苛いら立だちに細められていた瞳がきょとんと見開かれ、端末と俺の顔とを交互に見み遣やる。

「え、あの、これ……ｐｔ。ついせきしゃの。……え？」

「……まさかとは思ってたけど、気付いてなかったのかよお前」

　今さら過ぎる指摘に、俺はがっくりと脱力して溜ため息を吐ついた。……こいつ、混乱すると周りが見えなくなるタイプなのか。ちょっと意外だ。さらに言うなら、画面と睨にらめっこして焦あせっている三[image: ]の様子はなかなか新鮮で面白い。

　そんな俺の態度を不審に思ったのか、三み[image: ]つじはほんの少し首を傾かしげて控え目に口を開く。

「き……きにならないの？　今、ほら、きゅうななさんよん」

「ん？　ああ、そりゃもちろん気になるよ。いくらお前を倒したって、その前に他の誰かにクリアされたら意味ないからな」

「それなら、どうしてそんなにおちついてるの？　わたしとあなた、どっちが勝つにしても──あ、かつのは多分わたしだけど──あとすうふんで勝負がおわるとはおもえない」

「意外と自己主張するんだなお前……まあいいけど。落ち着いてる理由か？　そんなの決まってるだろ、追跡者が勝つなんて有り得ないからだ」

「……？」

　微かすかに眉をひそめる三[image: ]に対し、俺はニヤリと笑いながらそんな断言を口にした。

　──追跡者が１００００ｐｔ獲得を達成するのは実質〝不可能〟。

　俺がそう結論付けたのには、もちろんちゃんと根拠がある。

　一つは、十六夜弧月がこの場に居ないことだ。ＳＳＲ最終盤とも言えるこの段階で、あいつが俺と三[image: ]を二人とも放置するなんて異常事態以外の何物でもない。そこには確実に理由がある。あの変態戦闘狂には俺たちよりも優先すべき何かがあった。

　何かとは、すなわち──ＳＳＲ攻略クリアに王手をかけたプレイヤーからの〝挑発さそい〟。

　ああそうだ、間違いない。十六夜は追跡者を止めに行ったんだ。

　いや、もちろんそれだけで追跡者の敗北を確信しているわけじゃない。十六夜いざよいのゲームセンスは嫌というほど知っているけれど、しかし追跡者だってＳＳＲに参加できるくらいには裏ゲームの熟練だ。両者にどれだけの実力差があるかなんて俺には見当も付かない。

　……だけど。

　それでもなお、追跡者が残りのｐｔを自然増加で賄おうと考えている限り、彼女の勝利は絶対に訪れないということを俺は既に知っていた。

「そうだろ？　なあ、頼むぜ。自称天才ゲームプレイヤー」

　そして────瞬間、時が止まった。
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「けっ……ごちゃごちゃるせえよ、タコ」

　ＳＳＲの中枢。時計塔最上階・管理室。

　この時計塔を一括管理する管理者ＮＰＣを買い取り、大時計の進行を完全に停止させた十六夜弧こ月づきは、一人下界を睥へい睨げいしながら誰にともなく呟つぶやいていた。

　一応、ということで、片手で端末を操作しつつ掲示板にアクセスする。追跡者の所持ｐｔは……９７３７。本来ならもう少し上昇していてもおかしくない頃合いなのだが、そこでｐｔの自動増加が完全に停止していた。

　当たり前だ。だって時間など経過していないのだから。

　そう──この時計塔はＳＳＲの中心であり、ＳＳＲに存在する全ての時計はここの大時計を基準に時を刻んでいる。つまり、文字通り、この時計こそがＳＳＲにおける時間の絶対基準なのだ。天体の動きだとか潮の満ち引きだとか、そんなことは全く関係ない。この世界では時計塔に掲げられた時計が時を一分刻むごとに、時間が一分進むことになる。

　故に。

　時間の進行と共に増加するはずのｐｔは、この時計が止まれば微動だにしない。

「──ま、夕ゆう凪なぎの奴やつはオレより先に気付いてたみてえだが」

　十六夜いざよいは面倒そうに、あるいは少しだけ悔しそうに吐き捨てた。……やはり垂たる水み夕凪は面白い。そして、だからこそ、あの男と戦えない現状は酷ひどくイライラする。

「ったく、また貧乏クジ引かされたよなあ。夕凪が参加してるのに戦えねえわ、女帝は相変わらずクソつまんねーわ、んでよりにもよって……オレの相手がてめーとはな」

「っ！　…………なぁんだ。気付いてたんだ？　弧こ月づきお兄ちゃん」

　コツ──と、そこで初めて足音が響いた。

　窓の外から視線を切ると、十六夜は嘆息しながら部屋の入り口へ身体からだを向ける。聞き覚えのある声だ。見覚えのある格好だ。そして、うんざりするほど覚えのある歪んだ気配だ。

　──追跡者。

「うふ、うふふふふ。すごい、すごいすごい！　やっぱり弧月お兄ちゃんは天才だよ。こんな方法でクリアを阻止されちゃうなんて、リナぜんっぜん思わなかった！」

「黙れよ、ストーカー」

　怖おぞ気けがするほど愛らしい笑みを浮かべる追跡者に対し、十六夜は酷く端的な暴言を突き返した。が、彼女はそれすらも嬉うれしいといった様子で、ぎゅうっと胸元のぬいぐるみに抱き付きながら恍こう惚こつで頬ほおを緩ませる。

「弧月お兄ちゃんに怒られちゃった……♡」

「あー、相っ変わらずクソめんどくせえなてめー。……で？　のこのこ現れたっつうことは、戦やる気ってことでいいんだよなあ？」

　瞬間、十六夜の気配がガラリと変わる。その手にトンッと無骨な自動小銃が《展開オープン》され、「かはっ」と息を吐いた彼は腕をクロスさせたまま銃口を正面に突き付けた。

　追跡者はそれを見て、大きなぬいぐるみを愛いとおしそうに撫なでながら妖しく微笑ほほえむ。

「当たり前だよ。リナは弧月お兄ちゃんが大好きだから、もっと、もっともっと、お兄ちゃんに見てもらいたい。リナのことをちゃんと見て欲しい。〝氷の女帝〟みたいな雑ざ魚こ雑魚じゃなくて……うふふ、リナのことしか見えないようにしてあげるね？」

「言ってろチビ」

　十六夜はその宣戦布告を、けれど歓迎するかのように受け入れた。

「てめーのことしか見えねえように、だ？　ああ、そうして欲しけりゃ証明しろ。てめーがオレより誰より強えなら、オレは寝る間も惜しんでてめーのことだけ考えてやる。脳内をてめーで染めてやるよ。だからおら、全力で来やがれ」

　革命家ＶＳ追跡者──戦闘開始。
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「…………すごい。びっくり、した」

　やけにぎこちない発声と共に、止まった時計を見つめたまま硬直していた三み[image: ]つじの顔が数刻ぶりに持ち上げられた。

「あなたも、いざよいこづきも、やっぱりすごくおもしろい」

「待て。あのな……俺をアイツと同じカテゴリーに入れるのは止やめろ。第一、俺のことを面白いとか抜かすヤツにはロクなのが居ないんだ。何でもいいから別の言葉に変えてくれ」

「じゃあ、変」

「……ド直球だなおい」

　うんざりとそう答えると、目の前の三[image: ]が小さく笑ったような気がした。じっくり観察しないと分からない誤差レベルの変化だけれど、確かに頬ほおが緩んでいる。

　それにほんの一瞬だけ目を奪われそうになって、俺は誤ご魔ま化かすように首を振った。

「っ……じゃ、じゃあ、もう気になることはないな、三[image: ]？　そろそろラストＰＶＰバトルと行こうぜ。早くしないと、時間切れなんていう最悪の幕が下りることになる」

「きになること……？」

　むぅ、と妙に可愛かわいらしい唸うなり声と共に身体からだの前で腕を組む三[image: ]。ちなみに、全然全く微み塵じんも関係ない話だが、彼女が腕を組んでも特に何かが強調されたりはしない。

　──と、その時。

「ぁ」

　突如として微かすかな囁ささやき声を零こぼしたかと思えば、三[image: ]は何な故ぜか飛とび退のくように俺から距離を取った。そして、ぷしゅうう、と頭から湯気が出そうなほどに赤くなりながら、熱に浮かされたみたいな瞳でじとっとこちらを睨ねめ付ける。

「も……もう、もうっ！　なんでそんなの思いださせるの！」

「……思い出す？　えっと、何がだ？」

「き、気にしないようにしてたのに……もうっ！　ぜんぜんしゅうちゅうできないっ！」

「気にしないようにって……向こうのＰＶＰのことか？　いや、だからさっさと──」

「ちがう！」

　いつもの三[image: ]からは想像も付かない、悲鳴みたいな叫び声が連続して上がる。

「あ、あなたが……あなたがわるい。女の子だとおもってたのに。ひきょうもの。さいてい。へんたいっ！」

「は、はあ？　さっきから何の話をしてるんだよお前。意味分かんねえぞ」

「っ[image: ]　な、なにをいわせようとしてるのっ!!」

「だから何も分かんねえんだよ！」

「っ……！」

　俺の声にびくりと肩を震わせた三み[image: ]つじは、どういうわけか微妙に内股になると、半分くらい剥むき出しになった太ふと腿ももをむにむにと擦り合わせ始めた。心なしか吐息が乱れているような気がする。澄んだ瞳がじわりと潤んでいるような気もする。

　そして彼女は、そんな、やけに扇せん情じよう的な状態のまま──叫んだ。

「ぱ、ぱんつ！」

「……は？」

「だから、わたしのぱんつ！　あなたが奪とったんでしょ!?　か、かえして！」

「…………え、何、お前今ノーパンな──」

「うるさいっ！」

　ガガガガガッ、と路面を削りながら、地を這はうような攻撃が飛んできた。咄とつ嗟さに上へ飛とび退のいて躱かわす。逃げ場のない空中へと放り出された形になるが、そこはｐｔ絶対主義のＳＳＲだ。以前三[image: ]が見せた〝重力の購入〟を活用すればどこだろうが不自由はない。

　追撃を全て避よけきって、いつの間にか例の大剣を握っていた三[image: ]から少し距離を取る。

　ちょっと視線を下げてみる。

「……み、みてないではやくかえして」

　三[image: ]は少しだけ掠かすれた声でそう言うと、ショートパンツを隠すようにぐいっとシャツの裾を引き延ばした。いや……そもそもスカートじゃないんだから、そんなの言われなきゃ絶対に気付かなかったのに。恥ずかしいならなんで言うんだよ。というか、もじもじすんなよ……なんかエロく見えるだろうが。

　それに。

「あー、その……三[image: ]。あのさ、《強制徴収》で奪ったアイテムって、ルール上〝絶対に奪い返されない〟らしいんだよ。絶対ってことは、俺の意思でも無理ってことだ。だからつまり……あれ、返したくても返せない」

「────」

　顔を絶望一色に染め、三[image: ]はガラン、と剣を取り落とした。……俺にぱんつを持たれるのがそんなに嫌か。いやまあ、そりゃ嫌だろうけどもさ。

「ま、まあ、なんだ、あれだ。あの下着、こっちで買ったやつじゃなくて、向こうから持ち込んだやつなんだろ？　それなら現実世界に持ち帰れるし……ＳＳＲが終わったらちゃんと返してやるからさ。それまではその、なんていうか」

「……あなたのおかずに？」

「使わないから」

　多分。

「ん……」

　俺の返事に、三み[image: ]つじは落としていた視線をほんの少しだけ持ち上げた。平へい坦たんな表情には微かすかな羞しゆう恥ちが滲にじんでいて、ほんのり赤らんだ頬ほおは青のショートヘアと絶妙な対比を醸し出していて、つまるところ可愛かわいい。

「ほんと？」

「っ……ああ、約束する。俺だってこんなの持て余すっての」

「よかった。なら、はやくゲームをおわらせないと」

「そうだな。……っていうかお前、そんなに気になるなら、一回ログアウトでも何でもして下着穿はいてくれば良かったのに」

「？　なに言ってるの？　ログアウトしたらｐｔがふえない」

「……効率厨ちゆうなのか究極の馬鹿なのかよく分かんないヤツだな、お前」

　呆あきれた口調でそう言って、俺は正面から対たい峙じしている三[image: ]の顔を再度見み遣やった。

　まだ少し朱に染まってはいるものの──その表情に、もう〝冷静さ〟なんてものは欠片かけらもなかった。今まで抑圧されていたゲームへの欲求で、完全に点火されてしまっている。

「──ん、ざつだんはここまで」

　三[image: ]は最後に一度だけ首を振ると、腰をかがめて先ほどの大剣を拾い上げた。そしてその切っ先を真まっ直すぐ俺に突き付ける。俺は俺で、その大剣を正面から迎え撃つように、処刑人から奪った曲刀を視線の高さで真横に構える。

「ああ。……かかって来いよ、勇者様。確かに勇者おまえはＲＰＧじゃ最強の存在かもしれないけどさ、案外、最強ってのは倒されるためにあるんだぜ」

「いわせておけば。まおうのくせになまいき」

　呼応するように三[image: ]の口元が小さく歪ゆがんだ。

　……これが、正真正銘、ＳＳＲ最後のＰＶＰになるだろう。

〝氷の女帝〟〝無敗の戦せん姫き〟──三[image: ]小こ織おり。

　彼女の通り名は裏ゲームのユーザー間では非常に有名だ。けれど反面、彼女がまともに戦闘している場面というのはあまり目撃されたことがないらしい。

　その原因は、十六夜いざよいも言っていた通り、相手の力量が高いと踏めば即刻逃げるというプレイスタイルにある。直接のＰＶＰは出で来きるだけ避け、総合的な勝利を狙う──三[image: ]の戦術は基本的に〝狩り〟なんだ。孤立無援の最強ハンター。徹底的な効率至上主義。

　けれど──ついさっき、そうではない、と証明してしまった。

　三[image: ]は単なる効率厨ではなく、呆れるほどのゲーム好きなのだと……証明してしまった。

　故にこそ、三み[image: ]つじはもう退ひいたりしないだろう。ＳＳＲ最強の勇者は撤退する理由を既に失った。その目に宿るは揺らめく炎だ。それも、赤より熱い青色の焔ほのお。

　その〝青〟は、俺を映して燃え盛る。

「っ……！」

　何かを考えるよりも先に身体からだが理解していた。……ああ、こいつは、強い。叩たたき付けられる圧力の量が半端じゃない。恐らく、今までに見せた戦闘シーンなんか、三[image: ]にとっては単なる作業プレイみたいなものだったんだろう。だけど、今は違う。今だけは違う。ここから先は──まだ誰も見たことのない、三[image: ]小織の全身全霊。

　……もう、周りのことなんかどうでも良かった。

　十六夜いざよいと追跡者のＰＶＰも、審判の行方も、朧おぼろ月つく詠よみの策略も、今だけは全部どうでもいい。そんな些さ事じを抱えていたら俺は三[image: ]を越えられない。

　ああ、だから──そうだ。

「わたしとたたかって、まおう。……決着を、つけるから」

　ＳＳＲを攻略するためにはただ、目の前の敵を倒せばそれでいい！

「「──《アクセル》ッ！」」

　タイミングはほとんど同時、俺と三[image: ]は、迷うことなく真っ正面に駆け出した。

　三[image: ]の武器は勇者の大剣。対する俺の得物は処刑人譲りの曲刀だ。どちらも美少女の手にはそぐわない業わざ物ものだが、今さらそんな贅ぜい沢たくを言っても仕方ない。ピンクの長髪を振り回すように身体を捻ひねり──大上段から叩き切る。

「っ……」

　三[image: ]は俺の攻撃に大剣の腹を合わせると、そのまま力任せに押し返してきた。いつかと同じく、拮きつ抗こうしたのはほんの一瞬。ガリガリと俺のヒールが石畳を擦こすり始める。

　けれど、俺だってそれくらいは予測していなかったわけじゃない。すぐ横合いにあった民家の塀に右足を置き、蹴り飛ばした反動で三[image: ]へ──

「ッ！　購入処理：対象〝壁〟！　それから《格納クローズ》！」

　──突撃しようとした刹那、全体重をかけていた石壁が消失し、俺の身体はそのまま地面に倒れ込んだ。角ばった石の破片が柔肌を掠かすめ、ヒリッとした痛みを感じる。

　でも……大丈夫。ゲージの減りは誤差程度だ。これくらいなら全然大したことはない。

　擦すりむいた腕をちろっと舌先で舐なめてから、俺はすぐさま立ち上がった。

「相変わらずの反射神経だな。お前、いっつも対応が早すぎるんだよ」

「べつに。いっしゅんで考えてるわけじゃない。さいしょから、さくせん」

「だとしたらそっちの方がすげーっての……って、うぁっ!?」

　皮肉めいた口調で悪態を吐ついていると、突如として俺の頭上に巨大な石壁──恐らくさっき〝購入〟されたものだ──が《展開》された。その岩塊は三[image: ]が降り下ろした大剣により粉々に砕かれ、大量の瓦が礫れきに変化してガラガラと崩れ落ちてくる。耳を劈つんざくような轟ごう音おん。咄とつ嗟さに身をかがめた俺は、転がるように爆心地から逃れ出る。

　最も弾幕の薄い方向──前へ。

「ふ……っ！」

　けれど、当然ながらその行動は読まれ切っていたんだろう。俺が滑り込んだ先には、正眼に剣を構えた三み[image: ]つじがゆらりと立っていた。そして一いつ閃せん。刹那の隙も見せることなく、迷いのない剣閃が振り下ろされる！

「っ、購入処理：対象〝風圧〟！　《格納クローズ》からの再《展開オープン》！」

「えっ──？」

　そこで俺は、局地的に巻き起こされている風圧をｐｔ購入すると、間かん髪ぱつ容いれずに展開して剣の横っ面へと叩たたき込んだ。勢いを失った大剣は簡単に剣筋を揺るがせ……地面にこつんと落ちるのみ。

　三[image: ]の肩が苛いら立だったように小さく跳ねた。

「こっ……こしゃくなことをする」

「はっ。なんだよお前、台詞せりふが魔王っぽくなってるぞ。この土壇場で鞍くら替がえか？」

「っ──うるさいっ！　うるさいうるさい！」

　らしくない大声を張り上げ、乱暴に剣を振り上げる三[image: ]。……戦闘続行だ。凌しのぐだけで精一杯な現状というのが辛つらいところだが、それでも俺に退路なんかは残っていない。

　こっそりと息を整えて、迫り来る〝氷の女帝〟に死に物狂いで抵抗していく────。




　……それから、およそ数十分が経過した頃だろうか。

「ぐっ──！」

　俺は、ついに避よけ切れなくなった勇者の斬撃をもろに喰くらって、ボロ雑ぞう巾きんみたいに軽々と宙を舞っていた。商店の壁に叩き付けられてずるずると地面に落下する。咄嗟に《キュア》を使用したものの、それでもＨＰゲージ全快とまではいかなかった。

「マジで…………強すぎるだろ、ちくしょう」

　既に朦もう朧ろうとし始めている視界の中心に三[image: ]の姿を捉えながら、思わずそんな悪態を吐つく。

　──氷の女帝。無敗の戦せん姫き。ＳＳＲにおける最強の勇者。

　最初から分かっていたことではあるものの、《オートセーブ＆ロード》なんてチートスキルを使うまでもなく、彼女はそもそも強かった。

　ついさっきだってそうだ。

　数分前、三[image: ]がいきなり購入したのは〝ＳＳＲ商業区の統治権〟。俺には最初意味すら分からなかったが、その瞬間から彼女は該当エリアで最も上位の存在となり、一声号令をかけるだけでそこら中のＮＰＣが俺を捉えるために武器を取るようになった。

　その後、命からがら三み[image: ]つじの支配下にあるエリアを抜けて、ようやく今に至るわけだ。

「ふ──そこまでだ。まおう」

　静かな足音。三[image: ]はちょっと上機嫌にロールプレイなんか挟みながら、反面、勇者どころか死神みたいな雰囲気を纏まとって近付いてくる。……くそ、と小さく心の中で吐き捨てた。

　──絶対に倒せない勇者を攻略するための方法なら描けていた。

　──胸むな糞くそ悪いＧＭの策略を叩たたき潰つぶすためのシナリオなら用意していた。

　けれどそれ以前に、やはりどうしようもなく、三[image: ]小織は俺より上位のプレイヤーだ。

「っ……」

　瓦が礫れきの中に蹲うずくまりながら、じっとりと汗の滲にじむ首筋を一度だけ拭う。掲示板を見る余裕はないけれど、ここまで使用したｐｔを単純に引き算すれば、俺が残り５００と少し、三[image: ]の方は２４００程度、といったところだろう。大丈夫だ。今のところはまだ足りる。

　が──しかし、攻めようにも一切隙が無い。ノーパンの件でキレているのか、三[image: ]の攻めは時を追うごとに鋭くなるばかりだった。〝無敗の戦せん姫き〟の本領発揮だ。彼女は圧倒的な力量で俺の目の前に立ちはだかる。

　なら…………どうする。

　俺は一体どうすればいい──ッ!?




『────に、してるのよ』




「…………え？」

　瞬間──端末から流れ出したのは、やけに聞き覚えのある声だった。

『何してるのよ、って言ったの。……ふん。あんな大層な啖たん呵かを切ったって言うのにざまあないわねタルミ。かっこ悪いわ』

「お前……」

　鈴すず夏かだ。

　電子機器への干渉能力を用いて、現実世界むこうからアクセスしてきているんだろう。勝手にスピーカーモードにされた端末が、俺と彼女を勝手に繋つなぐ。鈴夏の声を勝手に届ける。

『しょうがないから助けてあげる。しょうがないから手伝ってあげる。……勘違いしないでよ？　あたしがあんたに手を貸すのは、あんたのためなんかじゃなくて……ただ、あたしがそうしたいってだけなんだから』

「……何だそれ。ったく、ツンデレがツンデレになってないぞ」

　誰に影響されたのかは知らないが、素直なのか面倒なのかよく分からないヤツだ。あとそのツンデレ、俺の声でされると死にたくなるから早急に止やめて欲しい。……けど。

「来てくれて助かった。……正直な話さ、見栄を張る相手がいなくて困ってたんだ」

『！　ふ、ふん。何よそれ。タルミ、あんた馬鹿なんじゃないの？』

　嬉うれしそうに言う鈴すず夏かの声を聞きながら立ち上がると、俺は血の味がする唇をぺろりと舐なめた。鈴夏が《キュア》を重ね掛けしてくれたのか、全身の痛みはとうに消えている。いや、それだけじゃない。三み[image: ]つじ小こ織おりに対する絶望感さえ、今やどこかに消えている。

　代わりに胸中を占めるのは、根拠不明の絶大な自信だ。

　さっきと何か状況が変わったわけでもないのに、端末越しに鈴夏とリンクしただけで俺の心が明らかに凪ないでいくのが分かった。余裕とそれから全能感。今の俺なら、俺たちなら、この程度の逆境くらい意にも介さず乗り越えられるという不遜な勝算。

　ああ──だって、そうだ。当たり前だ。

　ＳＳＲと現実世界。次元も世界も隔ててはいるけれど、俺と鈴夏は最初から二人で一人の〝魔王〟なんだから。揃そろっていなきゃ意味がない。足りていない。だけど二人が揃っているなら、こうして背中合わせになって互いを支えているのなら──きっと、俺たちは無敵の勇者も超えられる。

『──《アクセル》ッ！』

　端末越しの声と同時に、俺の身体からだは一瞬で加速のエネルギーを帯びた。攪かく乱らんするように横へ飛とび退のき、着地の刹那に重力の方向を切り替えて思いきり三[image: ]の方へと跳躍する。

「ん──ッ」

　しかし三[image: ]は焦あせらなかった。身体強化スキル《パワー》を展開し、上段に構えた剣を勢いよく地面へ。途と端たんに大量の瓦が礫れきが跳ね上がり、結果、俺と三[image: ]の間に細かい石いし礫つぶてのカーテンが引かれた。これまでも何度か俺の突貫を防いでいる三[image: ]お得意の防御手段だ。

　が──今回の俺は、進路を変えずにこのまま突っ切ることにする。

「え……な、なに……？　なんで。なんで……むしろ、加速してるのっ!?」

「──《展開オープン》ッ！」

　降り注ぐ礫の雨の中──俺は瓦礫が身体にぶつかった際の〝衝撃〟を片っ端から買い取り、推進力として消費することでひたすら前進にブーストを掛けていく。

　そしてその結果として背中辺りに集中することになるダメージを、鈴夏が《キュア》や治癒アイテムを使って徹底的に打ち消していく。

　そう……そうだ、そういうことだ。何が普通じゃないって、鈴夏に端末をジャックされている今の俺は、二種類の行動を同時に採用することが出来るんだ。本来なら不可能な速度でスキルの並列処理が出で来きる。それは間違いなく莫ばく大だいなアドバンテージになり得る。

「くっ……！」

　まさか抜けられるとは思っていなかったのか、三[image: ]はその表情をほんの微かすかに歪ゆがませた。

　恐らく、彼女の頭の中では、既に次の作戦が練られ始めていることだろう。勇者の役職スキル《オートセーブ＆ロード》を絡めた、自動復活からの奇襲劇。勇者の不死性を活用すれば、いくら押されていようと必ずいつか巻き返せる──そう、思っていることだろう。

　だから、俺はニヤリと笑った。

　違う。今のお前が取るべき行動はそんなものじゃなかった。お前が今、ありったけのｐｔを使い潰つぶしながら全力で抵抗していたら──俺の勝ちは消えていた。

「──悪いな、三み[image: ]つじ」

「ん……あやまられるいみがわからない。勝つのはわたし。なんどわたしを殺しても、けっきょくいみなんてない。さいごまでいきのこるのは、わたし」

「そうか？　それは、やってみなきゃ分からないだろ」

　距離、目測で数センチ。

　微み塵じんも勢いを殺すことなく近付いた俺は──そのまま、ギラつく曲刀を前方に突き出していた。一瞬だけ三[image: ]と目が合ったような気がしたものの、彼女は特に何かを言うでもなく凶器の突進を受け入れる。青白い粒子となって一旦この世界から消滅する。

　と、間かん髪ぱつ容いれず、端末の全体ログにこんなシステムメッセージが投下された。

《勇者が役職スキル〝オートセーブ＆ロード〟を使用しました》

　ゲーム開始直後にも流れた文章だ。見る者を絶望の淵ふちに叩たたき落す一種の最強宣言。しかも〝どのタイミングで〟〝どの地点から〟リスポーンする、という選択肢すら勇者側に与えられているんだから手に負えない。

『……ねえ』

　そんなメッセージに呼応するように、端末から不安そうな声が漏れ出した。

『そろそろ教えなさいよ、タルミ。結局……どうやってあの子を倒すの？』

「ん？　あの子って、三[image: ]のことか？」

『他に居ないでしょ。なに、馬鹿にしてるわけ？』

「いや、してないって。短気すぎだろお前。……それと、三[image: ]なら別に倒さないぞ」

『…………はあ？』

　こいつ頭大丈夫か？　みたいなニュアンスの『は？』が時空を超えて飛んできて、俺は思わずひくっと口元を歪ゆがめた。……ヤバい、ちょっと苛いらつく。別に鈴すず夏かは何も悪くないんだけど、自分の声ってだけで鬱うつ陶とうしさが数倍になっているみたいだ。

「ふぅ……」

　だから俺は、右手を胸に置いて小さく深呼吸し、しばし息を整えた。もちろん落ち着きを得るためだ。ふにふにとしているけど、あくまでポージング的に仕方なくそうなっているのであって、決して下心はない。それにしてもふにふにする。

『死ね』

「っ……あ、あー。こほんっ！」

　一瞬あらゆる思考をもっていかれそうになっていた。危ない……ほんと危ない。

　気を取り直して続ける。

「な、なあ鈴すず夏か。お前はどう思う？　勇者のスキルは絶対に攻略出で来きないものか？」

『え？　……うーん、まあ普通に考えたらそうじゃない？　回数制限もないし、条件の指定もない。死んだら生き返る、ってだけのスキルだもの』

「ああ、そうだな。認識自体はそれで間違いない。──だけど」

　俺はそこで言葉を切って、端末の画面に目を向けた。現在の所持ｐｔは２２７９だ。勇者のｐｔを奪ったことで俺のｐｔが少しだけ回復していた。

　それを満足げに眺めながら、俺は、長い髪を翼みたいに広げて仁王立ちのまま口を開く。

「お前は聞いてないかもしれないけど、チュートリアルの時、あの司書はこう言ってたんだ。〝プレイヤーの皆様にはそれぞれ勇者・魔王・革命家・審判・処刑人・追跡者・神官の中からいずれかの役職を割り振らせていただきまして、各々が所有している役職に応じた勝利条件の達成を目指していただきます〟──ってさ」

『……あんたの記憶力が変態レベルなのは分かったけど、それが何？　あたしが把握してる情報と大して変わらないわ』

「いや、内容じゃなくて言い方の問題だ。……それぞれが所有している役職に応じた勝利条件、だぞ？　つまり、ＳＳＲにおける役職勝利条件は、それぞれのプレイヤーが持ってる役職ごとに設定されてるんだ。プレイヤーに対して設定されてるわけじゃない」

『え、と……ん？　それ、何か違うの？』

「全然違う。──気付かなかったか？　違和感とかなかったか？　この端末のＵＩなんだけど、ほら、ステータスとか役職なんかの情報が全部所持品と一緒のページに入ってるんだ。正直言ってめちゃくちゃ見み辛づらい。使い辛い。

　でも、それが必要な処理だったとしたら？　誤植でも出来が悪いわけでもなくて、ステータスも役職も、最初から全部所持品に含まれるべきモノなんだとしたら？」

『え……？　ま、待って。役職が所持品扱い……？　じゃあそれ、もしかして……っ!?』

「そういうことだ」

　短く同意だけ返して、俺は手の中から曲刀を消失させた。この戦闘にもう武器なんか必要ない。役職が所持品なら、そして所持品がｐｔで購入できるものであるのなら、俺の勝ち筋なんか最初からたったの一つしか存在していなかった。

　手ぶらになった右手を遊ばせたまま、くるりと身体からだを反転させる。

「──ッ！」

　と……そこには案の定、復活した直後らしい三[image: ]が立ち尽くしていた。大剣を振り上げた臨戦態勢。けれどそれ故に殺気は全開で、気付くのにそう苦労はしない。

　絶好の位置取り、かつ、絶好のタイミング。

　……ああ、確かに勇者のスキルは最強だ。崩しようがない鉄壁のスキルだと言っても過言じゃない。だけど、そこで諦めるのはあまりにも早計過ぎるだろう？　崩せないなら崩す必要なんてない。別に俺は《オートセーブ＆ロード》を打ち破るゲームをしているわけじゃないんだ。ルールの隙を上う手まく突いて、勝利さえ掴つかみ取れればそれでいい。

「っていうわけだから、さ」

　端末起動。スキル消費コスト２０００ｐｔ：クリア。

　咄とつ嗟さに表情を歪ゆがめる三み[image: ]つじに小さく笑い掛けながら、俺は、堂々とその宣言を口にした。

「《強制徴収》──俺は、三[image: ]おまえの持ってる〝勇者〟の役職を奪い取る」





　　　　♯



《魔王が役職スキル〝強制徴収〟を使用しました》

《〝勇者〟の所有権が〝三[image: ]小こ織おり〟から〝垂たる水み夕ゆう凪なぎ〟に移動します》

《〝オートセーブ＆ロード〟の所有権が〝三[image: ]小織〟から〝垂水夕凪〟に移動します》




「すごい。………………わたしのまけ」

　端末の表示を眺めながらぺたんと地面に尻を突いていた三[image: ]は、しばらくの間悔しそうに俯うつむいていたものの、やがて小さくそんな言葉を漏らした。

「ねたばらしとか、してくれるの？」

「ああ、そりゃまあいいけど。……って言っても、もうほとんど分かってるだろ？」

　指の腹で首筋を掻かきながら、俺はゆっくりと口を開く。

「俺が買い取ったのはお前の役職そのものだ。ＳＳＲでは役職も所持品の一つだから、プレイヤー同士の合意があれば売買の対象になる。やろうと思えばトレードだって出で来きるわけだ、本当はな。まあ成立なんてするわけないけど」

　ＳＳＲの役職には明確な有利不利がある。不利な側に相当なｐｔを積まれない限り、ゲームクリアに直結する役職を格下げするなんて愚策以外の何物でもない。

　……ただし、何事にも〝例外〟は存在するもので。

　対象プレイヤーの所持品一つを強引に奪い取る《強制徴収》であれば、問答無用で相手の役職を自分のものに出来る──俺が思い付いたのは、要するにそんな乱暴な方法だった。

「つまり……ゆうしゃをたおすんじゃなくて、ゆうしゃになる……」

　正せい鵠こくを射た三[image: ]の呟つぶやきに、軽く頷うなずきだけ返しておく。

　絶対に倒せない勇者を倒す──そう聞くと確かに大層な偉業に聞こえるけれど、ＳＳＲはあくまでゲームだ。例えば七人参加のゲームの中に一人だけ異常に強いキャラクターが混じっていたとして、そんな前提の中で〝絶対に勝ちたい〟のなら、そいつの弱点研究やら何やらするより前に、コントローラーを奪って自分がそいつになればいいだろ？

　そう、だからつまり。

　倒せない勇者を倒す方法を考えるんじゃなく、ただそのポジションを奪い取ればいい。

「……ふぅ」

　ようやく落ち着いてきたのか、三み[image: ]つじは寝転がったまま両腕を顔の前に回し、表情を隠しながら微かすかな息を吐き出した。規則正しく上下する胸。悔しさからか興奮からか、小柄な肩は少しだけ震えているようにも見える。

「そっか。そう、だったんだ。……すごい、またびっくりした。そんなほうほうがあったなんて……ぜんぜんきづかなかった。ううん、多分、かんがえようともしてなかった」

「そりゃそうだろ、勇者おまえはそんなの考える必要ないし。形勢不利の魔王だからここまでしなきゃ勝てなかったんだ」

「ありがとう。でも、それはいいわけ。……やっぱり、わたしがやってたのはゲームなんかじゃなかった。ただの作業。なにも考えなかったから、つまらなかったし、ぜんぜんどきどきしなかった。もったいない。いまさら気付くなんて……すごくもったいない」

　それに──と、沈んだ表情のまま小さな溜ため息を吐つく三[image: ]。

「わたしはルール違反をしてたから。きっと、あなたにげんめつされた。おさきまっくら」

「ん？　幻滅って……ああ、お前、ＧＭと契約してたんだっけ」

「っ。……お、おこ？」

　三[image: ]は一度だけびくっと肩を跳ねさせてから、親に怒られるのを待つ子供のように、腕の隙間からそーっとこちらを窺うかがい始めた。もしかしたらずっと気に病んでいたのかもしれない。澄んだ瞳は怯おびえたように揺れている。

　だから俺は、少しだけそっぽを向きながら、嘆息混じりに口を開いた。

「ったく……そんなの別にどうでもいいだろ。お前はもうその枷かせを千切って捨てたじゃねえか。前はそうだったかもしれないけど、今は違う。たったそれだけの話だ」

「……でも。それ、なんか、つごうよくない？」

「都合が良いからいいんだろうが」

　詭き弁べんにすらなっていない適当な返事を吐きながら、俺はニヤリと笑みを浮かべる。こんなのが三[image: ]の不安に対する答えになるはずはないけれど、今の俺すずかから溢あふれ出る傍ぼう若じやく無ぶ人じんな魔王の素質ワガママオーラは目が眩くらむほどに強烈だ。多少の疑念なんか勢いだけでねじ伏せられる。

「……ん、わかった」

　案の定、三[image: ]は小さくそう言うと、口元を綻ばせてそっと静かに目を伏せた。

　そしてそのまま──どこか吹っ切れたような口調で続ける。

「ね。まおうとゆうしゃが一つになったら、どうやってゲームをクリアするの？」

「どうって、そのままだよ。別に何も変わらない」

「そのまま？　でも、たおすあいてがいないんじゃ戦えない」

「ああ、もう戦う必要はないからな。ＳＳＲは役職と勝利条件が対応するから、俺は今二つの条件を持ってるってことになる。勇者の撃破と魔王の撃破。で、それはどっちも──」




「──キミが今ここで自殺をすれば、達成できることになるよね」




「…………え？」

　俺の台詞せりふは、突如として割り込んできた男の声で強制的に中断させられた。

　鬱うつ陶とうしいくらいに気き障ざったらしい声だ。聞く者を不快にさせるためだけに存在するかのような苛いら立だたしい響き。それと同時に、革靴で地面を打ち付けるようなわざとらしい靴音と、パチパチという軽薄な拍手が辺り一帯に鳴り響く。

　そんな諸もろ々もろをＢＧＭに……彼は、その男は、俺の目の前で悠ゆう然ぜんと立ち止まった。

「はじめまして。そしてゲームクリアおめでとう、垂たる水み夕ゆう凪なぎくん。ボクはスフィア幹部メンバーの一員にして、Selector of Seventh Roleの統括管理者ゲームマスター──朧おぼろ月つく詠よみだ」

　──端末の向こうで、鈴すず夏かが小さく息を呑のみ込んだのが分かった。





　　　　♯



　株式会社スフィアには幾人かの〝天才〟が集っていると言われている。

　スフィアの中核。スフィアの心臓。今や世界的大企業にまでその勢力を拡大しているスフィアだが、実際のところ規模なんて大した問題ではない。スフィアは〝彼ら〟によって構成される。たった数人の幹部によってスフィアは魔術師メイガスたり得ている。

　そんな、スフィア幹部の一人──朧月詠。

　線の細い男だった。色白で、髪は脱色したような灰に染まっている。年齢はかなり若いだろう。大学生だと言われても違和感はないくらいだ。スーツに革靴という出いで立たちではあるものの、スーツの前は開けられているし、拍手を終えるや否いなや片手をポケットに突っ込んでいるしで、どうにも友好的な雰囲気ではないらしい。

　彼は俺の顔をじっくりと検分するように眺めながら、やけに可お笑かしそうな口調で言った。

「なるほど……確かに面白いや。キミが垂水夕凪くん、なんだよね？　間違いなく？　あはは、どう見たってボクの不出で来きなガラクタにしか見えないのになあ」

「っ……近付くんじゃねえ」

「なに？　怒った？　それとも萎い縮しゆくしちゃったってやつ？」

　くく、と喉奥に引っ掛かるような笑い声を残して、月詠は素直に俺から身体からだを離す。

「…………」

　ヤバい。これは──ヤバい。

　どくんどくんと脈打つ心臓の音を無理やり抑えつけながら、俺は密ひそかに舌打ちをしていた。……どうやら、月詠に対する恐怖心はこの身体に染みついているようだ。彼に近付かれるだけで両足がガクガク震え始める。見られているというだけで首筋を汗が伝う。三み[image: ]つじの姿がいつの間にかなくなっているけれど、対処としては逃そ走れで正解だろう。こんなのとまともに対たい峙じする方がどこか間違っている。

　……だけど、それでも。

「よう」

　俺は全身を襲う震えを押し殺して、ぎゅっと両手を握り締めながらその男を睨にらみ上げた。

「やっと姿を見せやがったな、ゲームマスター。待ちくたびれたぜ」

「……へえ。二番機おまえ、ちょっと中身が変わっただけなのにまだそんな顔が出で来きるんだ。鬱うつ陶とうしいなあ……ボクへの絶対服従って命令コードで感情も制御できれば良かったのに」

「っ……お前」

「ん？　何？」

　不思議そうに、もしくは愉たのしそうに首を傾かしげる朧おぼろ月つく詠よみ。……服従と統制。息をするように鈴すず夏かの尊厳を踏みにじる行為が俺には異常としか思えない。そんなのは、もう、人間の範はん疇ちゆうをとっくに超えている。

　神を目指した悪魔。

　あるいは──真性のクズだ、こいつは。

「まあいいや、とにかくおめでとう」

　そんな俺の表情は気にも留めず、月詠は口端に笑みを湛たたえて軽く肩を竦すくめてみせた。

「すごいねキミ。あのＲＯＣを超速で終わらせたっていうから期待はしてたけど、正直言って想像以上だ。徹底的に勝ちにくくしたはずなんだけどなあ……こうまで見事に抜け道を突かれるとはね。あはは、終わってみればキミの一人勝ちじゃないか」

「……勝ちにくく？」

「うん、そう。役職勝利がほとんど絶望的な魔王にキミを配置してみたり、キミを除けば当代最強のプレイヤーをぶつけてみたり、それから……ああ、そうそう。例の出来損ないだってその一環なんだよ？」

『……っ！』

　出来損ない、という言葉と共に放たれた不可視の〝圧プレツシヤー〟に、端末の向こうから悲鳴じみた吐息が零こぼれた。それを聞いて、月詠は得意げに続ける。

「ＳＳＲはロール＆ポイント制のバトルロイヤルだ。そしてキミの役職は魔王。さっきも言ったように、役職勝利が限りなく難しい役職になっている。となれば本来、キミの正せい着ちやくは〝終しゆう焉えんスキルを使用しての勝利〟となる。けれどそれは叶かなわなかった──何な故ぜか？」

「…………」

「くく、分かっているようだね。そう、その通りだよ。二番機あれのせいだ。二番機あれがキミのｐｔを食い潰つぶすせいで、キミはｐｔ勝利の路線を封じざるを得なかった。──やあ、聞いてるんだろ出来損ないクズＡＩ？　このボクの天才的発想に感謝して欲しいな。お前みたいなゴミでも役に立たせてあげるなんて、ボクでなきゃ出で来きないくらいの偉業だよ？」

『ッ──！』

　現実世界から届く音は今やほとんどノイズみたいに歪ゆがみ切っていた。

　その一方で、俺は小さく顔を引ひき攣つらせる。……正気か、こいつ。いや違う。間違いなく壊れてる。少なくとも、俺はこいつを同じ人間だと認められそうにない。

　こいつは最初から分かってたんだ──鈴夏がＳＳＲの開催に抱く思いを、期待を、憧れを。そしてその上で利用した。いつまでもゲームを続けていたいと願う鈴すず夏かを俺と組ませることで、俺のｐｔ勝利の道を閉ざしていた。

　月つく詠よみはなおも皮肉げに唇を歪め、揶や揄ゆするように口を開く。

「いやあ、さすがだよ不良品。お前、相変わらず他人の足を引っ張るのだけは得意だよね」

　──止やめろ。

「ああ、でもあれか。やたら頑丈だからサンドバッグにも向いてるか。あはは、出来損ないのくせに二つも長所があるなんて凄すごいなあ」

　──止めろ。

「でも良かったよね？　このゲーム、楽しみだったんでしょ？　クズなりにボクの役に立てて嬉うれしかったでしょ？　ならもういいよね。もうこの先一生楽しみとかないけど、いつもみたいにボクの言うこと聞いてへらへら笑ってられるよね？」

「止めろって──」




『──言ってんでしょうがぁあああッ!!』




　キィイイイインッと、叩たたき付けられた声のあまりの大きさに端末が妙な唸うなりを上げた。

「……鈴……夏？」

　俺は呆ぼう然ぜんと問い返すことしか出来ない。……今の、本当に鈴夏か？　あいつ確か、ＧＭこいつにトラウマ植え付けられ過ぎてまともに会話すら出来ないんじゃ……？

『あ──あんた、タルミ！　ちゃんとそこに居るわよね!?　居るのよね!?』

「あ、ああ……居るけど」

『離れちゃ駄目よ!?　ずっと近くに居なさいよ!?　あんたが居るから──あんたが居なきゃ、絶対こんなこと言えないんだから』

　震えを無理やり抑え込んでいるような鈴夏の声。それに一つ頷うなずくと、俺はザッと音を立てながら一歩だけ月詠に近付いた。彼の冷たい視線がチラリと俺の目を射抜く。刻み付けられた恐怖が次々に呼び起こされて、今すぐ顔を背けたい衝動に襲われる──けど。

　鈴夏がここまで勇気を出したのに俺の方が折れるだなんて、情けなさすぎて有り得ない。

「──言ってやれ、鈴すず夏か」

『ええ、ありがとタルミ。……ねえ朧おぼろ月つく詠よみ。あんたに一つ、言いたいことがあるの』

「…………」

　月詠は静かに一度目を伏せると、それからガラリと気配を変えて俺を見た。いや、違う、俺を介して現実世界むこうの鈴夏を睨にらんでいるんだろう。底冷えのするような昏くらい視線。世の中に存在するありとあらゆるものを憎んでいるかのような深い深い恨みの色。そして、

「……へえ？」

　吐き出された音はひどく端的なものだった。

「言いたいこと、ね。なんだろう？　世紀のクズなのに面倒を見てあげてるんだから、妥当なのは日頃の感謝かな？　いいよ、聞こう。聞いてあげよう。けどまあ、それはそれとして──ねえ、敬語はどこに忘れてきたのかなそこの廃品スクラツプ。このボクにそんな口を叩たたくなんて、壊れかけてた回路がいよいよ使い物にならなくなったの？」

『────ッ！　ち、ちが…………違うわ』

　静かな怒気に満ちた月詠の口調に、けれど鈴夏はどうにか反発を返す。何度か息を吸って、吐いて、言葉に詰まってまた息を吸う。

　少し不安になっていると……不意に、聞き慣れた柔らかい声が『大丈夫ですよ』と囁ささやくのが端末越しに聞こえてきた。春はる風かぜだ。どうやら鈴夏の傍そばに居てくれているらしい。

　それで、なのかどうかは分からないけれど──鈴夏の声に芯が通る。

『違う。あたしは、出で来き損そこないじゃない。……ううん、それもちょっと違うわね。もっと正確に言えば──出来損ないかどうかなんてどうでもいい。気付いたのよ、そんなの全然些さ細さいな問題だって。たとえあたしが不良品でも、タルミとやったゲームは楽しかった。ハルカゼやユキナと遊び回った世界は輝いてた。……あはは。だからね、あんたにとって有用かどうかなんて、あたしにとってはどうでもいい』

「…………ふうん。言うようになったね」

『おかげさまでね。……あたしは、今まであんたに呪のろわれてたから、自分のことをちゃんと見れてなかった。あんたの言う通り、出来損ないのクズなんだって思い込んでた。だけど……そうじゃないのかもって。タルミのおかげで、やっと思えるようになったの。少なくとも、それはあんたに決めつけられることじゃない。だったらあたしは──タルミが信じてくれたあたしの価値を信じる』

「…………」

　堂々と放たれた鈴夏の絶縁宣言を聞き終えた後、月詠はしばらくの間黙り込んでいた。

　その姿は怒っているようにも、苛いらついているようにも……同時に、それらとは正反対の感情を押し殺しているようにも見えて。

「……く、くく。くくくくっ、あははははははっ!!」

　──数刻の後、その表情が歓喜に歪ゆがむ。

「面白い、なんて面白いんだろう！　やっぱりボクは天才だな！　はは──ああいや、済まない。つい取り乱してしまった。何もかも予定通りに進むのがちょっと可笑しくてね」

『っ……！　それ、どういう意味よ』

「そのままの意味さ。……くく」

　月つく詠よみは笑い疲れたとでも言うように一つ溜ため息を吐つくと、それから空いた左手で前髪をさらりとかきあげた。

「二番機はゲームを進める中で夕ゆう凪なぎくんに信頼を寄せた。そしてそれは夕凪くんの側も同じことだ。……そもそも夕凪くん、キミはボクの誘いに応じてＳＳＲに参加してくれたんだろう？　あんなゴミをわざわざ救ってやろうと、さ」

「……ゴミだとは思ってないけどな」

「あはは、ごめんごめん、つい癖でね。まあそれはいいんだ、キミには参加して貰もらわないと困ってしまう。だけど──やっぱりお前は欠陥品だよ二番機。まだ気付いていないんだろ？　彼の甘言に揺さぶられて、まだ自分が助かるかもだなんて夢想に浸ってるんだろ？」

『…………え？』

　強こわ張ばった声を返す鈴すず夏かに対して──月詠は、こんな台詞せりふを叩たたき付けた。

「もう一度言ってやる。夕凪くんがＳＳＲをクリアするには、自殺するしか方法がない」

『自殺…………ぁ』

「やっと思い出したのか？　やれやれ、不ふ出で来きな頭を持っていると苦労するな。──そうだよ、自殺だ。それしかない。魔王であり勇者である彼は、自身を殺すことで二つの勝利条件を達成出来る。それで勝利だ。逆に言えば、それ以外での勝利はないよ」

『ど、どうしてよ！　参加者だって残り少ないわ。普通にｐｔを溜めていけば──』

「ないね。現在、革命家と追跡者が交戦中だ。革命家が勝てばその時点で役職勝利が決定。逆に追跡者が勝ったとしても、決着時点で二人のｐｔ合計が１００００を切っているということはまずないだろう。その場合は終しゆう焉えんスキルの使用で追跡者の勝利となる」

「…………」

　そう──自殺。

　俺の描いていたプランというのが、まさしくその〝自殺〟だった。《強制徴収》で勇者の役職を奪い取り、その後自らの胸を貫くことで勇者と魔王を同時に殺す。魔王の役職勝利が可能となるほぼ唯一の手段がそれだと言うんだから、趣味が悪いことこの上ない。

　いやしかし、そうは言ってもＳＳＲはゲームだから、自傷行為自体にそこまで抵抗があるわけじゃないんだ。それでクリア出来るならいくらでもやってやる。その程度の覚悟だったら俺にもある。だけど、それにはどうしても、一つだけ大きな問題があった。

　──ＳＳＲ世界での俺が、鈴夏が、自らの命を絶つということは。

　──仮初めの死でも何でもない、永劫の消滅を意味するんだから。

　月つく詠よみは相変わらず薄い笑みを浮かべながら、残酷な事実を口にしていく。

「全く、ね……この場合の最適解は自殺。それは間違いないよ。だけどね、出で来き損そこない。夕ゆう凪なぎくんは躊ちゆう躇ちよせざるを得ないんだ。だってお前は未完全だから。バックアップなんてものは存在しない。ＳＳＲで死んだら完全にこの世界から消え去るんだよ？」

『…………っ！』

「くく、なんだよ、やっぱり気付いてなかったのか。……キミたちが互いに信頼し合っているのなら、自殺という手段は取りづらいだろう。かと言って、うだうだしていれば他の誰かにクリアを掠かすめ取られてしまう。そうなれば夕凪くんは完全敗北だ。そこの出来損ないは変わらずボクに縛られることになって、ゲームの報酬も得られない」

「…………」

「だけど、仮に夕凪くん。キミが自殺に踏み切ったって、ボクの勝利は微み塵じんも揺るがないんだよ。だって──それはキミが当初の目的を諦めて、二番機あのクズの信頼を踏みにじって切り捨てたということになるんだからね！　くく、笑いが止まらないよ。ＲＯＣではゲームをクリアし電脳神姫さえも救ったキミが、ボクの挑戦の前には膝を屈するしかないんだ。ほら、やっぱりボクは天てん道どうなんかよりずっとずっと優秀じゃないかっ！」

　左手でくしゃりと髪を触りながら、堪こらえきれないといった様子で嗤わらい始める月詠。彼はにたりと笑みを浮かべると、気味の悪い声こわ音ねで端末の向こうへと声を掛け始める。

「やあ出来損ない、気分はどうかな？　お前はよく絶望してるね。絶望するの、好きなんだね。……あは。どうする？　お前はすっかり心酔してるみたいだけど、夕凪くんの方は案外あっさりお前を見捨てるかもよ？　ああ、その時の顔が見れないのはちょっと惜しいなあ……ま、だけどいいよね。だって彼が自殺を選んでくれれば、ボクはようやく、お前をお払い箱に叩たたき込める。鬱うつ陶とうしいお前の顔を今後一切見なくても済む」

『…………そう』

　遠慮を知らない暴言に、しかし鈴すず夏かはひどく端的な反応を返した。思った通りのリアクションが得られなかったことにイラついたのか、月詠が微かすかに頬ほおを歪ゆがませる。

「……なんだよ、お前さ──」

『タルミ』

　けれど、そんな彼の発言を途中でぶった切るように、鈴夏が再び喉を震わせた。反応どころか月詠の台詞せりふなんて完全に無視した暴挙だ。思わず苦笑しながら言葉を返す。

「なんだ？　鈴夏。改まって」

『そりゃあたしだって改まるわよ、こんな場面なんだから。……信じて、良いのよね？』

「……ん？」

『惚とぼけないでよ。あるんでしょ、作戦。……あ、あたしは別にどうだっていいんだけど、その、ハルカゼがさっきから「夕ゆう凪なぎさんは夕凪さんは」ってうるさいから……まあ、ちょっとくらいは期待してみようかな、とか』

　──思っちゃったのよね、と続く鈴すず夏かの声を聞き流しながら、俺は右手を首筋に遣やった。

　ふむ。……一つだけ、心残りがあると言えばある。別に残しておいても問題はない些さ細さいなものだが、気にかからないこともない──だから。

「なあ、朧おぼろ月つく詠よみ」

　俺は大きく足を踏み出すと、一歩分だけ彼に近付いた。一歩、そして、再び一歩。

　どれだけ近付いても、もう身体からだに震えは起こらない。

「結局、お前は天てん道どうに勝ちたくて今回のゲームを計画したんだよな？」

「うーん？　いや、その言い方は正確じゃないよ。そもそも、最初からボクは天道白びやく夜やより、いいや、スフィアの誰より上なんだ。それを証明するため、というのが最も近いかな」

「そっか。なら、あれだな。残念だったな。……それ、真逆の証明がされることになるぜ」

「……何？」

「これくらいの王手チエツクで悦に入ってるようじゃ程度が知れる、って言ったんだ。あの化け物集団スフィアの頂点トツプ？　馬鹿言え、んなわけあるか。俺を倒して天道に勝つため、なんて、そんなガキみたいな目的で裏ゲームを強行するお前じゃ完全に役者不足だよ」

「……へえ。なかなか煽あおるのが上う手まいみたいだ。で？　だから何？　良いじゃないか思想なんかどうだって。最も能力のある者が最も認められるべきなんだ。それがガキだろうが何だろうがボクは一向に構わない」

「能力があれば、な。ああ、確かに替えの利かない才能がちゃんとあるなら、お前みたいな自己中のクズにでも付き合ってくれるヤツはいると思うぜ」

「なんだよ、まるでボクには才能がないみたいな言い方じゃないか」

「あるなら鈴夏はこんな風になってないんだろ」

　俺の即答に月詠の頬ほおがピクリと動き、鋭い瞳が不機嫌そうに俺を射抜いた。だけどそんなのは関係ない。ピンクの長髪をぶわりと大きく広げ、不遜な仁王立ちで迎え撃つ。

「ちょうどいい、鈴夏あいつは言わなかっただろうから俺が代わりに言ってやるよ。──責任転嫁してるんじゃねえ。もし鈴夏が出で来き損そこないだって言うならそれはお前の腕が足りないからだ。もし鈴夏がゴミだって言うなら、お前は何だ、無限にゴミしか作れない超絶ウルトラゴミ生成器か？　はっ、言葉はちゃんと選べよクズ」

「っ……貴様、言わせておけば！」

「んだよ、これくらいでカロリー消費してると後が大変だぞ。あんまり持ち上げたくはないけど、お前と違ってあいつには確かに才能がある。覚悟してないと壊れるぜ？」

「後……？　それに、あいつ？　……一体何の話をしている!?」

　俺の言葉の意味が分からなかったんだろう。月詠は激怒の中に困惑を混ぜ込んだ複雑な顔色で、警戒するように俺の瞳を覗のぞき込んでくる。

　そんな曖あい昧まいな表情を見上げながら、俺は端末を操作して例の曲刀を再《展開オープン》した。さらに鈴すず夏か経由で《アクセル》を起動し、水面下で敏びん捷しようの値を跳ね上げる。

　そうして、逆手に握った曲刀を誇示するように思いきり振り上げて──

「俺の出番はここまでだ。それじゃ〝あの男〟によろしくな」

　──一いつ閃せん。

「ガッ……!?」

　俺は、曲刀の柄を月つく詠よみの顎に思いきり叩たたき込むと、間かん髪ぱつ容いれずに刃やいばを返して自分の胸を貫いた。月詠の身体からだがドンッと大おお袈げ裟さに弾はじき飛ばされる。同時に胸元でじわりと広がる鋭い痛み。ＨＰゲージが一瞬で吹き飛び、色を失う左手首の端末。

『タ……タルミ、タルミっ！』

　端末を介して響く鈴夏の声を聞きながら、俺の意識はゆっくりと閉じていった──。





　　　　♭



《──２、１、０。カウント停止アツプ。〝オートセーブ＆ロード〟は実行されませんでした》

《魔王が勇者を撃破しました》

《勇者が魔王を撃破しました》

《システムダウン。勝利条件を満たしたプレイヤーが現れたため、ＳＳＲは終了します》

《ＳＳＲ世界クローズドまで残り五分。現在フィールドに居るプレイヤーの皆様は、早々にログアウトをお願いいたします》




「────っ、くそ。あのガキ、思いきりぶん殴りやがって」

　垂たる水み夕ゆう凪なぎに顔面をぶっ叩かれてからほんの数秒後、月詠は、ヒリつく顎を左手でさすりながら端末の表示を眺めていた。

　二番機の自殺──ＳＳＲの終了処理クリア。その文字列は、ゲーム開始よりずっと前から彼が待ち望んでいたものだった。それも、単なる廃棄や消滅じゃない。最期の一仕事として垂水夕凪に敗北感を味わわせ、天てん道どうを上回るのに一役買ったのだから、出で来き損そこないのゴミにしては充分すぎる働きだろう。

　心の奥底から湧き上がってくるのは、抑えきれない歓喜の渦だ。

「く……くく……っ！　あーはっはっはっはっは！　勝った！　勝ったんだ！　垂水の奴やつ、最後に意味深なことを言ってやがったけど何も起こらないじゃないか！　ただの捨て台詞ぜりふかよ、ダセえ一般人にはお似合いだな！」

　今上がってきたデータによれば、革命家と処刑人のＰＶＰはまだ決着が着いていないらしい。であればＳＳＲの勝者は垂水夕凪ということになるが……それだけだ。形式上の勝利くらいくれてやる。月つく詠よみが掴つかみたいものはもっとずっと上にある。

「あは……ようやくだ。これでようやくボクの価値が認められる」

　その呟つぶやきには様々な感情が込められていた。……世紀の神童として将来を期待された幼少期。自分には何でも出で来きると思っていたし、実際月詠は周囲が期待した以上の結果を出し続けた。それが彼には嬉うれしくて、ひたすらに研けん鑽さんを積み重ね──スフィアに入った。

　それが、彼の挫折の始まりだった。

　月詠が今まで出会ったこともなければ、想像もしなかったほどの〝才能の塊〟……そんな怪物が腐るほど居た。特に幹部と呼ばれる連中の才能は異常の一言で、神童と呼ばれた彼の目からして、それはまさしく神だった。自分はあくまで神の子──ただの人なのだと、残酷過ぎる現実を突き付けられた。

　そうして歪ゆがみに歪んで歪み切った彼は、いつしか復ふく讐しゆう心しんの虜とりこになった。

　──ボクがあいつらの目を覚まさせてやる。

　──ボクが一番なんだって、思い知らせてやる。

　けれど、その思考は危険なものだったのだろう。復讐と下克上、それしか考えられなくなった彼は、だからどんどん置いていかれた。他人を蹴落とすことを主眼とした月詠の成長は明らかに遅く、その差はやがて絶望的なものとなってしまった。

　そして──転機。ＲＯＣの終結。すなわち、天道白夜の敗北。

　ここしかないと、そう思った。垂たる水み夕ゆう凪なぎを打ちのめせば、自分が天てん道どうより上の存在だと証明できる。そんな穴だらけのロジックを本気で信じた彼は、垂水夕凪を叩たたき潰つぶすために全力でＳＳＲを整備していった。

　例の出来損ないとの入れ替わり参加ログイン。

　最強プレイヤー・三み[image: ]つじ小こ織おりの買収。

　役職間の不平等、及び不利役職の押し付け。

　もっと細かいところで言うなら、垂水夕凪のステータス総合値は他のプレイヤーより少し低いし、十六夜いざよい弧こ月づきの参戦も彼に対する牽けん制せいだし、あまり役には立たなかったが審判役にもスフィアの息がかかった人間を用意させていた。思い付いたことは全てやった。

　卑ひ怯きよう？　厚顔無恥？　──馬鹿を言え。この世は結果が全てだ。

「勝った……勝ったんだッ！　天道のＲＯＣと違ってＳＳＲにはここから逆転する目なんてない！　ボクの勝ちだ。ボクが、このボクが、天道白びやく夜やに──」




「──僕に、なんだい？」




「勝利し──た？」

　渾こん身しんの勝利宣言に突然割り込んできた声に、月詠は一瞬で全身を強こわ張ばらせた。

　聞き覚えのある……どころか、かつて彼を絶望の淵ふちに叩たたき込んだ悪魔の声だ。しかしここに居るはずはない。ＳＳＲは月つく詠よみだけの聖域だったはずなのに、どうして。

「どうしてお前がここにいる……天道白夜ぁあああああああっ!!」

　そう──何の予兆もなく、何の警告もなく、そこに立っていたのは天てん道どう白びやく夜やだった。

　すらりと背の高い痩身。異国人のように染まった白銀の髪。冷酷そうな印象の眼鏡めがね。

　……おかしい。おかしい、おかしいっ！

　確かに天道ほどの腕があればこの世界に侵入くらいは出で来きるだろう。けれど、ＳＳＲのＧＭは月詠だ。どうして侵入に気付きすらもしなかった……!?

「君の疑問にはこう返そう。──〝僕は最初の最初からＳＳＲに参加していた。故に、侵入などという無粋極まる行為はしていない〟」

「最初から……？　馬鹿な、それこそおかしい！　プレイヤー情報だってボクの方で管理しているんだぞ!?　お前なんかが紛まぎれていたらすぐに気付くに決まってる！」

「ほう、ならば管理が杜ず撰さんだと指摘せざるを得ないな。僕はただ、君に依頼を受けたというスフィア関係者から〝審判〟の役職を買っただけだぞ？　垂たる水み夕ゆう凪なぎの監視・監督は第三課の役割だ、と言ったら簡単に譲ってくれた」

「……あ、の馬鹿野郎……っ！」

　天道は仄ほのかな笑みを浮かべながらゆっくりと種を明かしていく。その表情に宿るのは余裕とそれから失望だ。微かすかに嘲あざけりの色すら含んだ声こわ音ねはなおも月詠の心を抉えぐる。

「まあ、僕だって好きでこんなことをやっているわけではないさ。実は、ＲＯＣでの失態を叱られてしまってね。汚名返上の機会として、君の暴走を制御する使命を仰せつかった」

「暴走……？　ハッ！」

　その言葉を受けて、ぐらぐらと泳いでいた月詠の目が完全に据わった。バッと大きく手を振りながら天道に食って掛かる。

「そうだ……そうだよ！　お前らに〝暴走〟だって簡単に片付けられようと、ボクは垂水夕凪を下したんだ！　今さら出てきてごちゃごちゃ抜かしてんじゃねえよ天道！　見れば分かるだろ!?　やっぱりお前よりボクの方が優秀じゃないかっ！」

「…………ふう」

「なんだその気取った溜ため息はよお！」

　小さく息を吐くと共に眼鏡の位置を直した天道に、月詠は激げき昂こうし掴つかみかかった。全身を支配する恐れと昂こう揚ようのせいで行動の制御が利かない。言葉が自動的に吐き出される。

「分かってるんだろ!?　今回ばっかりはボクの勝ちだ！　お前より他の誰より、ボクが最初に夕凪を仕し留とめた！　ハッ、何がスフィアにとって最大の脅威だよ。あんなのただちょっとゲームが得意なだけのガキじゃないか！」

「……本当に、何の疑いもなく、心の底からそうと信じているのか？」

「ああ!?　だったら何なんだよ!?」

「いや──だとしたら、本格的に救いようがないと思ってな」

　天てん道どうはそう言いながら月つく詠よみの身体からだを払はらい除のけ、静かに襟元のネクタイを整えた。他た愛あいのない所作だが、それだけで彼の発する気配が一段階切り替わったような気さえする。

　そう。喩たとえるなら、優雅に佇たたずむ同僚から──首狩りの死神へと。

「そろそろ種を明かしてやろう、朧おぼろ。少し前、僕はとある人物から依頼を受けた。アポの取り方も態度も口調もまるでなっていない失礼極まる依頼主だったが、まあ仕事は仕事だ。引き受けたさ。そしてその内容は、不ふ出で来きなＡＩの調整作業」

「……？　それが、一体何だって……待て。ＡＩ？　ＡＩの調整……だと？」

「ああそうだ。それも大層特殊なＡＩという話でな。さすがに少々苦労した。何せ──エニグマコードの制御方法など、未いまだに確立されてはいないからな」

「────────ま、さか」

「電脳神姫二番機・パーソナルネーム〝鈴夏〟の調整。それが僕の引き受けた依頼だ。具体的な内容としては、定期的なメンテナンスが必要なくなるよう、システム的なエラーを全て取り除くこと。ついでに脆弱性を回避するためのバックアップとプロテクト。……全く、大層な手間だったぞ？　無駄に十八時間も費やしてしまった」

　──十八時間、だと？

　天道の発言に、月詠の視界から彩度が失われていく。十八時間？　たった十八時間であの出来損ないから全ての不具合を取り除いた？　自分は二年間、定期的な延命措置しか出来なかったと言うのに……こいつは一日もかからずに根本原因を排除した!?

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかない月詠。しかし天道の追撃は止まらない。

「割に合わない話だ。しかも、依頼主あのばかはこう言ったんだぞ。『代金は後払いで。ちょうど、大金が手に入る当てがあるから』と。本来ならこの時点で跳ね除のけるところだが……しかし、確かにあれには当てがあった。何せ、僕が提示した調整料はＳＳＲの報酬と同額だ」

「……ッ!?　お前ら、グルかよ……ッ！」

「やれやれ心外だな。僕は彼を〝最高のゲームプレイヤー〟として尊敬はしているが、それ以外の部分で慣れ合うつもりはない。今回は単に依頼者と被依頼者というだけだ。僕だってプログラマーの端くれだからね、仕事を提示されてそれに見合う金額を支払ってもらえるなら受けない理由があまりない。……そう思うしかない状況を構築された、と見るべきなのかもしれないが」

「…………！」

　これ以上ない、というくらい強く、月詠は唇を噛かみ締めた。……分かっている。もうさすがに分かった。この状況は月詠ではなく、天道ですらなく、垂水夕凪によって誘導されたものだったのだ。二番機の自殺が月詠の勝利に繋つながる？　違う、違う！　天道白びやく夜やが介入した時点で二番機の死にリスクなんてものはない。だったらあの一手は、破れかぶれのモノではなく、二番機を切り捨てることを良しとする選択でもなく──

「ただただ、必勝の策略だった……!?」

「そういうことになるな」

「────っ」

　もはや立っていることも出で来きず、月つく詠よみはとすんと両膝を落とした。

　そんな彼にゆっくりと近付きながら、天てん道どうは小さく静かに頷うなずく。そして目の前にまで歩みを寄せると、微かすかに上下する肩に片手を置き、様々な感情が入り混じった顔でこう言った。

「だから忠告しただろう。全くもって気に食わないが、僕らがこうも易やす々やすと手玉に取られるのは我慢ならないが──やはり垂たる水み夕ゆう凪なぎは規格外だ。最高成績保持者〝異端者イレギユラー〟。あれは……もしかしたら、僕らスフィアを打倒し得る存在になるのかもしれない」




　──朧おぼろ月詠の慟どう哭こくは、ＳＳＲ世界が完全に閉じられるまで延々と響いていた。

[image: ]
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　　　　♯



　スパーンッ、と、高らかな音を立てながら教室前方のスライドドアが開け放たれた。

　放課後。ホームルーム終了直後。

　まだほとんどの生徒が残っていた室内が一瞬でしんと静まり返る。

「…………」

　そんな奇妙な沈黙を物ともせず、彼女はツカツカと歩を進めた。肩先で切り揃そろえられた水色の髪。微動だにしない無表情。やけに見覚えのあるその人物は、黒板の前まで辿たどり着くや否いなやこちらを振り向き、タンッと教卓に手を突きながらこう言った。

「出てきて、たるみゆうなぎ。……わたしのぱんつかえして」

『！！！！！！？？？』

　教室中が混乱に包まれたのは言うまでもない。

　──ＳＳＲの終結から数日後。

　天てん道どう白びやく夜やの協力もあって無事にゲームをクリアした俺は、ようやくいつもの日常を取り戻しつつあった。

　とは言え、初の入れ替わりを経験したＲＯＣに比べれば、ＳＳＲが俺の生活に与えた影響はそもそもそう大きくない。せいぜい鈴すず夏かの暴走のおかげで〝垂たる水み夕ゆう凪なぎ三重人格説〟やら〝女の敵・垂水夕凪排はい斥せき運動〟やらが表面化しているくらいのもので……あれ、結構俺の被害大きくないか？　気のせいかな？

　ま、まあいい。その辺の誤解は追々解いていくとして。

　反面、スフィアの方ではかなり大きな変化があったようだ。姫ひめ百ゆ合りに聞いた話になるけれど、今回の懲罰として朧おぼろ月つく詠よみは降格処分。もはやスフィア幹部という扱いではなく、一社員として便利にこき使われているらしい。

　あのプライドの高い男がそれを良しとするとはとても思えないけど……まあ、当然の報いといったところだろう。

　ちなみに天道白夜に関して補足すれば、あいつはＳＳＲで何のダメージも負わなかったどころか、俺から勝利報酬を巻き上げているため完全なプラス収支だ。再び裏ゲームの支配者に返り咲く日も近い、と、例の冷血司書も顔に似合わず熱く語っていた。……第三課の連中による色眼鏡めがね的評価ではあるものの、そう外れた推測でもなさそうに思う。

　そして──

「ゆ、夕凪さん、夕凪さんっ」

「……ん？」

　突然春はる風かぜに身体からだを揺すられて我に返った。……そうだ、あまりの衝撃発言に思考が過去へ飛んでいたけれど、今は現実逃避をしている場合じゃない。突然の闖ちん入にゆう者しやが探しているのは明らかに俺だ。

「……ゆうなぎ？　あなたが、たるみゆうなぎ？」

　春はる風かぜの言葉でアタリを付けたのか、少女は教壇を降りると俺の方まで近付いてきた。

　三み[image: ]つじ小こ織おり──彼女は俺の机に両手を乗せると、ぐいっと身体からだを乗り出して、澄んだ無色の瞳でじっと俺の顔を検分し始める。

　それからぼそっと口を開いた。

「ぜんぜんにてない。ほんとにあなたが〝魔王〟？」

「……教室でいきなり〝魔王〟とか言い出すの止やめようぜ。てか、なんでお前がここに居るんだよ？」

「せいとだから」

「えっ」

「わたし、ここのせいと。いちねんせい。……あ、せんぱいってよんだほうがいい？」

　マジかよ。

　首を傾かしげる三[image: ]から顔を背け、俺は深々と溜ため息を吐ついた。……ＳＳＲでしのぎを削った勇者様が同じ学校の後輩とか、狭すぎるだろう世間。大丈夫か？　俺、どうせゲーム内でしか会わないからって何かマズいこと口走ってたりしてないか？

　そんな益やく体たいもない焦あせりに支配されていると──突然、三[image: ]の隣にもう一つ、ちょこんと茶髪が生えた。

「ちょ、ちょっとナギさっきのどういうこと!?　ぱ、ぱんつって……！　この私にもしっかり説明できることなんでしょうねっ!?」

「いや、別になんでも──」

「ないわけあるかぁああっ！　ぱんつ！　ぱんつ返せってそれつまりお泊り！　ぅ……あ、あたしの許可もなくナギがそんな大胆なことするなんて……っ！」

　瞳を若干潤ませながらむーっと今にも破裂しそうなほどむくれる雪ゆき菜な。

「…………あー」

　どうしてここまで責め立てられなきゃいけないのかは分からないけれど、こうなった雪菜を放置すると後々非常に面倒くさい、ということだけは知っている。

　だから、俺は三[image: ]の肩を掴つかんで引き寄せると、小声で頼み込むことにした。

「（お、おい三[image: ]。頼む、なんとか誤ご魔ま化かしてくれ）」

「（……ごまかす？）」

「（そうだよ。お前のぱ……下着なら後でちゃんと返すから、だから雪菜の誤解を早く解いてくれ！）」

「（なるほど。まかせて）」

　三み[image: ]つじは俺の切願にとんと薄い胸を叩たたくと、傍かたわらの雪ゆき菜なに向き直った。雪菜は雪菜で、珍しくおどおどしながら三[image: ]小こ織おりに視線を向ける。そして──

「あんしんして。これは、ただの……そう。かりものきょうそう」

「ああそっか！　借り物競争なら仕方ないか！　……ってそんなわけあるかぁああああああ！　もう何よ何なのよナギのばぁああああああああああか！」

　──妄想の世界でもさすがに有り得ないような驚きよう愕がくの設定を押し付けられた雪菜は、近頃聞き慣れた絶叫を口にしながら教室を飛び出していってしまった。

　その背に手を伸ばしながら、隣の春はる風かぜがあわあわと声を上げる。

「あ、わ、雪菜さ──って、もう行っちゃいました……。も、もうっ！　夕ゆう凪なぎさん、どうしてちゃんと説明してあげないんですかっ」

「いや、そうは言うけどな……春風。お前には一応説明したけどさ、あの話、あいつに言ったらどうなると思う？」

「ふぇ？　え、ええと……その、ちょっと、あれ？　……難しいですね、えへへ」

　申し訳なさそうに視線を逸そらす春風。……その反応で正解だ。そもそもが〝ゲームの中でうっかり盗んだ下着を現実世界で返す〟みたいな謎の状況なんだから、詳しく話そうとすればするだけ混乱すること請け合いである。

　はあ、と小さく溜ため息を吐ついた。帰りに何か甘い物でも奢おごってやろう。

「……ねえ」

　そんなことを考えていると、相変わらず無表情な三[image: ]がこそっと俺の耳に顔を寄せてきた。耳をくすぐる吐息にちょっと頬ほおが熱くなり、それと反比例するように春風の顔がムッとなる。

　三[image: ]の質問はシンプルだった。

「あのこはどうしたの？」

「あの子？」

「そう。ＳＳＲのなかであなただった子。……というか、そういえばわたしはあなたなんか知らない。なんでちょっと近づいてるの」

「お前な……はあ、まあいいけど」

　いきなり眉をひそめて俺から距離を取る三[image: ]を見み遣やりながら、俺は右手を首筋へ遣った。

　あの子──電脳神姫二番機バグナンバーコードベータ・鈴すず夏か。

　製作者である朧おぼろ月つく詠よみの力不足、あるいは歪ゆがんだ性格の被害を思い切り受けていた彼女だったけれど、その諸問題は俺が天てん道どうに依頼した〝調整〟によってほぼ全て解決していた。鈴夏はもう月詠のメンテナンスなどなくても生きていられるし、ＳＳＲの箱庭にも縛られない自由を手に入れた。

　けれど──と、俺はちらりと春風に目を向ける。

　春はる風かぜが今こうして現実世界に存在しているのは、実のところ結構滅め茶ちや苦く茶ちやな荒あら業わざだ。ＲＯＣの報酬、ということで無理筋を通し、エニグマコードと天てん道どうの才能という規格外が重なったことで成立した〝奇跡〟。

　だけど──奇跡であるからには、やはりそう簡単には起こらないわけで。

　ましてや正当な裏ゲームではないＳＳＲの報酬では、鈴すず夏かをこちら側に連れ出すのはどう考えても不可能だった。

「じゃあ……」

　そこまで話を聞いて、目の前の三み[image: ]つじが小さく目を伏せる。……気のせいだろうか、ＳＳＲの時より感情表現が豊かになっているような感じがする。ほんの少し、ではあるけど。

　そんな変化を嬉うれしく思いながら、俺はゆっくりと首を横に振った。

「ああ、いや、違うぞ。そういうことじゃない」

「え？」

　不思議そうに声を漏らす三[image: ]に返事をするより早く、俺は制服の内ポケットからスマートフォンを取り出した。パターンロックの画面でＺ字──ではなく普通にパスを打ち込み、ホーム画面を開く。

　──そこでは、奇妙な光景が展開されていた。

　本来なら整然と様々なアイコンが並ぶ画面。そのはずだ。それなのに、使用頻ひん度どの高い各種アイコンはゆらゆらと揺れながら画面の端へと追いやられている。見るからに使い辛づらいＵＩだ。実際、俺はここ二、三日でこのスマホに使い勝手を期待するのをやめた。

　そして、そんなアイコンたちの代わりに──画面の中心部には一人の少女が映っている。

　見慣れた黒のゴスロリドレス。ピンクの長髪を背中に流した彼女は、いじけるように座り込んでむすっと腕を組んでいる。

　ＳＳＲが終わるや否や俺のスマホを乗っ取ったワガママな魔王様──鈴夏。

『ふ……ふんだ』

　鈴夏は、俺や三[image: ]が物言いたげにスマホを覗のぞき込んでいることに気付いたんだろう。わざわざ聞こえるようにそう言うと、真っ赤に染まった頬ほおを冷やすようにムニムニと触ってから、俺に指を突き付けて叫んだ。




『別にあんたの傍そばに居たいからここに居るわけじゃないわ。ネットの中を彷徨さまよってたらたまたまここに来ちゃっただけ……そうっ、たまたま！　偶然なんだからっ！』
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